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月日

教会暦・行事

4月3日

進級式

10日

17日

24日

5月1日

8日

母の日

15日

聖霊降臨祭

22日

29日

6月5日

12日

花の日

19日

父の日

26日

2005年4----6月カリキュラム(第17号)
-0'子どもカテキズム』に基づく二年サイクル第2年一

主 題
参考教理問答

聖 書箇所 | 暗唱聖旬

単元の目標

神の民の祈りの家
マタイ18: 18-20 マタイ18:20 

信仰の歩みは神の民と共なる歩み。信仰の友が与えられていることを喜ぼう

|削 |ウ告白25章
キリストの体なる教会 エフェソ2:14ー.22 エフェソ1: 23 

キリストに結ぼれて互いを受け入れ、感謝のうちに共に生きよう

再臨の約束
|岡35 jウ小28、ゥ大56..J¥イデ52
使徒言行録1: 6-1 使徒冒行録1: 11b 

天に昇られた主イエスは再び来てくださる。その約束の希望に生きることへ

再臨に備える
|問35 |ウ小36、ウ大79-83、八イデ52
|マタイ25: 1-13 |マタイ25:13 

再臨を喜んで待ち望み、地上の生を大切に生きることに励もう

死のときの祝福
ルカ23: 39-43 

!ウ小37、ゥ大仰いイデ42
ルカ23:43 

主イエスに結ぼれて死ぬことの幸いを知り、死の恐れを克服することヘ

復活のときの祝福
|問36 |ウ小38，1、ウ大87，88，90，1
|ヨハネー3: 1-3 |ヨハネー3:2 

主イエスと完全にーっとされ、御子に似た者とされる幸いを知るう

聖霊降臨・教会の誕生 |エゼキエル37:1-141使徒言行録2:4

神の盤が人を生かし、神の民を生み出す。神の霊に生きる教会として歩もう

感謝一神の求め
|問37 |ウ大97、八イデ2，86，90
|ルカ17: 11-19 |ルカ17: 19 

律法主義的な生活ではなく、福音的な感謝の生活を生きよう

感謝としての服従
|間38 |ウ小2，39、ウ大91，97、八イデ91

|ヨハネ21: 15-19 1ヨハネ21: 19 
主イエスへの感謝と献身に生きるととに、喜びに生きる道があることを知るう

十戒ー感謝の道領
|間39 |ウ小似41、ウ大93-98、ハイデ92

|申命記6:16ー25 |詩編103:2 
十戒は神から神の民への愛の贈り物、愛の雷葉。神の愛にこたえて生きよう

神と人への愛
|間40 |ウ小42、ウ大98、八イデ93

|マルコ12:28ー34 1レピ19: 18b 
神の愛の言語化が十戒。神と人への震に生きることへの招きにこたえよう

購いのみわざ→晶越
|問41、42 |ウ小43，44、ウ大101
|出エジプト12: 21-271出エジプト12:9 

十戒の観拠である神の御業一過ぎ越しーを思い起こそう

過越の成就ーキリスト I間41、42 ウ小96、ウ大168、八イデ75-78
|ヘプライ9: 1ト141ヨハネ3: 16 

煩いの御業を成就してくださった神の小羊キリストをたたえよう
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山 えが さ主

相馬伸郎(名古屋岩の上伝道所宣教教師)

「教会学校教案誌の出版のための自由献金を捧

げたいのですが・H ・..0出版を楽しみにしていま

す。がんばって下さいけ「……。既に 4年前か

ら出版されているのですが……。Jr……。J

これは、先日の編集会議の席上、ある教師か

ら聞いた電話のやりとりのワンシーンです。

日本キリスト改革派教会は、大きな教会でしょ

うか。決して大きいとは言えないと思います。

しかしながら、情報が大会的に行き渡ることに

おいて、なおいささか検討の余地があることを

示す実例をみる思いが致しました。

最大の原因は、私どもの f宣伝べた』にある

のだと思います.私どもの責任です。もっともっ

と、大戸をあげて、「献金して下さい! 購読

して下さい!Jとあらゆる機会を利用し、メ

ディアを用いて、宣伝すべきなのかもしれませ

ん。

「宣伝べた』は f伝道べたJに通じるかもしれ

ません。せっかく 「改革派信仰Jというすばら

しい伝統を継承しているのですから、もっともっ

と地域の人々に、「わたしたち(の教会)を見

よ 1Jと宣伝すべきではないでしょうか。ちな

みに、わたしは、他教会の牧師には日本キリス

ト改革派教会を f宣伝j することをその使命と

感じています。

何よりも問われるのは、この『宣伝べたjが、

「日曜学校の伝道熱心の減退」に通じるのであれ

ば、それは、由々しきことです。

たしかに弊誌は、既に大会的な執筆陣を与え

られ、購読教会もすべての中会に行き渡ってお

ります。中部中舎では、三分のニ以上の教会伝

道所は、定期購読だけではなく、採用して、日

曜学校に励んでおられます。さらに、他教派の

牧師、教会の方で定期購読しておられる例もあ

ります。しかし、日本の教会、のみならず私ど

もの教会にも、子どもたちのにぎやかな声が失

われ、回復の兆しをなお見ることがないのです。

統計的現実は惨惜たるものがあります。つまり、

日本の園、日本キリスト改革派教会の将来が危

機に瀕しているということです。心は捧きます。

新しい年度が始まりました。他の誰彼に求め

るのではなく、私どもから始めてまいりましょ

う。そのために、弊誌の宣伝のために、ご協力

ください。その願いの心は、ただ購読教会・伝

道所が増えるということだけを意味しているの

ではまったくありません。いずれにしろ、日本

キリスト改革派教会の青少年への教育的伝道が、

正しく、豊かに担われ、前進すれば良いのです。

そして、日本に主の教会が力強〈立つことです。

そのためなら、どのような形、方法であっても

かまいません。

小さな教会でもあります。しかし、その小さ

さを逆に生かすこともできのではないでしょう

か。カを結集しましょう。

終わりに、大胞にお願い申しよげます。編集

部の教師たちのためにお祈り〈ださい。皆様の

お手元に届けるために、どれだけの犠牲的奉仕

をささげて励んでいることでしょうか...・ o 皆

様の先頭に立って、伝道に勤しむ牧師たちのた

めにも祈り続けてください。

あなたと、御教会のお働きのよに聖堂の豊か

な祝福を祈りつつ。

Soli Deo Glorial 

-4ー



巻頭説教

「本当の権威者」
ーマタイによる福音書21章23-27節による説教ー

岩崎謙(神港教会牧師)

彼らは論じ合つ定。 r~天からのものだ』と言えば、『では、なぜヨハネを信じなかったの

か』と我々!こ言う芝ろう。『人からのものだ』と言えば、群衆ガ怖い。皆ガヨハネを預言者

と思っているから。」そこで、彼らはイエスlこ、「分からない」と答え走。すると、イエス

も言われ定。「それなら、何の権威でこのようなことをするのか、わだしも言うまい。J

今日の聖書箇所には、権威という言葉が繰り

返し登場します。本当の権威者とは誰なのかが、

今日の主題です。父親や教師の権威がなくなっ

たとよく言われますが、権威に対する感覚が鈍

くなるとすれば、これは教会にとって死活問題

です。なぜならば、御言葉の権威を敬うところ

にのみ、教会は立ちうるからです。

イエス様は、エルサレム入場において、ダピ

デの子にホサナというメシアの称号を受けられ

ました。エルサレムに入るとすぐ宮清めをされ、

暴力的ともいえる仕方で、神殿から商人を追い

出しました。イエス様は、次の日にまた神殿に

おいでになり、神殿で教えておられます。

そこに、祭司長と民の長老達が登場します。

そして、イエス様にニつの質問をしました。一

つは、「何の権威でそのことをしているのかjで

す。律法学者なのか、預言者なのか、祭司なの

か、どのような肩書きで、宮清めをしたり、民

衆に教えたりしているのかが問われています。

ニつ目は、「誰からの権威でしているのかj で

す。エルサレム神殿における権威者である祭司

長や民の長老たちが、イエス様に権威を授けた

訳ではありません。祭司長たちからすれば、彼

らの承認を受けずに勝手に振る舞うイエス様が

邪魔でしょうがなかったのです。本来なら、彼

らは、権威の所在を問うこともなく、カづくで

(マタイ|こよる福音書21章25~27節)

イエス様の活動を止めさせることを望んでいま

した。ところが、民衆が、イエス様の癒やしの

奇跡に驚き、イエス様のお話に熱心に耳を傾け

ています。民衆からすれば、イエス様はその実

力において十二分に権威者です。祭司長たちの

苛立ちは、彼らの承認を受けていないイエス様

が、民衆により彼ら以上の権威を授けられてい

ることにありました。

イエス様は、祭司長や長老の問いに答えるま

えに、逆に彼らに質問しました。祭司長や長老

がイエス様の質問に答えることができた場合に

のみ、イエス様も彼らの質問に答えようと語ら

れました。イエス様の質問は、バプテスマのヨ

ハネの権威は、「天からか、人からかJという問

いです。「天からの権威Jとは、神様から与えら

れた権威という意味です。「人からの権威Jと

は、自分で努力して、人から援得する権威です。

バプテスマのヨハネは、祭司長や可の長老た

ちによって権威を与えられて活動していたわけ

ではありません。もし、バプテスマのヨハネの

権威を認めるとすれば、祭司長や長老によって

与えられたのではない権威が、当時の社会にお

いても機能していることを認めることになりま

す。またさらに、そのヨハネは、自分の後から

来る救い主に対して、わたしは靴の紐をと〈値

打ちもないと、イエス様の権威を認めていまし
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た。バプテスマのヨハネの権威を受け入れるな

ら、そのバプテスマのヨハネが認めていたイエ

ス様の権威をも受け入れることになります。

彼らは、イエス様からの問いかけを受けて、

慎重に答え方を検討しています。一方で、天か

らの権威といえば、イエス様から必ず、「何故、

天からの権威を受けたヨハネに従わないのかJ

と詰問され、イエス様の権威をも「天からJと

答えることになります。他方で、「人から」と答

えるならば、ヨハネのことを人々が天からの預

言者と認めていますので、彼らは民衆から非難

を浴びることになります。ですから、彼らは「分

からな Lリヒ答えました。彼らが真剣に考えた

のは、権威の問題ではなく、自分にとっての損

得勘定です。天からと答えるのと、人からと答

えるのと、どちらが彼らにとって都合が良いか

を考え、どう答えても自分たちに不利になると

判断し、何も答えない結論に達しました。それ

が、彼らの「分からな Lリです。

権威とは、権威があることを認め、かっそれ

に服従する意志がある場合にのみ、意味を持ち

ます。天からの権威とは、自分にとって不利に

なっても認めざるを得ない権威です。本当に権

威あるお方であれば、受け入れるしかな〈、権

威のないお方であれば、受け入れる必要はあり

ません。イエス様を権威あるお方と見なすのか、

権威のないお方と見なすのかを、一人一人がイ

エス様の前で決断しなければなりません。

イエス械は彼らに対して、私もまた答えなL¥

と語られました。彼らが天からの権威に従おう

としていないからです。イエス様は、バプテス

マのヨハネと同じ性質の、人の手によるのでは

ない権威を持っておられます。しかし、イエス

様が「天からのメシアの権威であるJとお答え

になっても、祭司長達はイエス様の権威を受け

入れることはありません。ですから、イエス様

も答えることを差し控えられます。

そして、福音書は、この世の権威者である祭

司長や民の長老が、天からの権威者であるイエ

ス様を殺すという構図を明確に描き出します。

偽りの権威者が、自分の権威を守るために、イ

エス様を殺すのです。天からの権威が確立され

るとそれに服従せねばなりません。そのことを

嫌う者たちは、イエス様を殺し続けるのです。

自らの偽りの権威を振りかざして、本当の権威

者を殺すのです。

しかし、否定することができない権威が、本

当の天からの権威です。権威を巡る問いは十字

架後の復活の出来事と結びつきます。マタイに

よる福音書の末尾は、「わたしは天と地の一切の

権能を授かっている」という復活のイエス様の

御言葉で締め括られています。この権能とは、

権威と同じ言葉です。イエス様の権威とは、人々

のために十字架で死に、神により復活させられ、

天からの権威であることを証明された権威です。

ローマ書の言葉によれば、「死者の中からの復活

によって神の子と定められたJ権威です。自分

の権威を守ろうとする者たちによって一度は殺

されるのですが、そのことによって罪人の罪の

蹟いを成し遂げて、父なる神様によって復活と

いう仕方で高〈引きょげられる権威です。イエ

ス様の権威が天からのものであることを指し示

す究極的な印は、復活の出来事です。

今日の社会においては、「日の丸J、「君が代J

等の上からの締め付けが驚くほど威しくなって

います。「天からの権威Jを知る感覚が麻癖した

社会においては、人の権威が最高の権威にまで

より詰めます。このような社会であるからこそ、

十字架において人に仕え、復活において高めら

れたイエス様の権威を、教会学校で子供達に教

えましょう。その際の教え方は、言葉によるだ

けではありません。教師が偽りの権威を振りか

ざすことな〈、本当の権威者にひれ伏すなかで、

子供達は天からの権威を学ぶことができます。

イエス様の権威は、イエス様を礼拝することを

通して、学ばれます。人間に過ぎない者が権威

主義的に振る舞うことを決して許さない場所が、

イエス・キリストの教会なのです。
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日曜学校・教会学校訪問

那カロ教会教会学校の紹介

私たちの那加教会は中部中会に所属する岐阜

県各務原(かかみがはら)市にある教会です。

岐阜県は日本のほぼ中央にありますが、私た

ちの那加教会もこの「かかみがはらJ市の中央

にあるのです。「かかみがはら中央教会Jと呼び

たいくらいです。市庁舎、産業文化センタ一、

消防署、地方都市には珍しい広大な敷地の中央

公園、中央図書館へは歩いていずれも10分以内、

これまた地方都市には場違いの観のする航空宇

宙博物館には車で10分たらず、交通の使は私鉄

駅には徒歩で 2分、 JR駅へは12-3分、車なら

高速ICからこれまた12-3分と抜群の良さなの

です。

このようなすばらしい場所を得たのが50年前、

当時市内にあった米軍基地の中の教会からの献

金と米圏内教会の献金で教会の土地建物が与え

られたのです。もちろん50年前すでに今のよう

な抜群の立地条件であったわけではありません。

全能の神様が御手をのべてこのような場所にし

てくださり、そして「ここでわたしの福音を宣

べ伝えよJとご命令になったと確信しているの

であります。この那加教会の csのご紹介を 4

人の教師が分担して書きました。先ずは創設か

ら現在までのことから始めます。

1 .これまでのあゆみ

那加教会の CSは、 1955年、ちょうど50年前

の9月25目に開校式が行われました。教会献堂

式の行われた二週間後です。いかに当時の牧師

先生や役員の方々が CSを重視しておられたか

がわかります。校長は伊達量平那加教会初代牧

師。教師は 4名。マカルピン宣教師夫人がオル

ガン奏楽と教師の指導で助けて下さいました。

那加教会教会学校教師会

初年度は在籍生徒70名、クリスマスは86名も集

まりました。伊達牧師は青年が受洗すると、す

ぐCS教師に任命しました。それが教会や CS

に、また本人にとっても有益と考えておられま

した。

毎日曜日の朝集まる元気の良い子供達をこう

した若い教師たちががっちり受け止め、伊達牧

師の指導のもと教会学校を形作っていきました。

イースター、花の目の病院・警察・消防署への

訪問、ピクニック、夏期学校、クリスマスなど

の外、 CBCラジオのキリストへの時間に出演し

たこともありました。

当時は今と違って、契約の子供より信者以外

の家庭からの子供が圧倒的に多数でした。です

から教理的には深くないのですが、こうした状

況の下、伊達先生の教師指導は、「聖書を語りな

さLリに徹しておられました。

1960年代の那加教会cs(最初の会堂の前で)

このような初期の CSから60年、 70年台はそ

れぞれ8名、 80年台は11名、 90年台は 2名の受

洗者が生まれ幾人かの方々は現在中部中会の各

教会で活躍しておられます。

昨年のある日曜日、当時の生徒が子供さんを
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連れて csに出席してくれたので教師一同びっ

くりと、大喜びでした。蒔かれた種は子供の心

に残っていたのです。感謝です。

50、60年台は30-50名の出席数であった那加

教会学校は75年を最後のピークとして下降線を

たどり、 80年後半には10名を割りました。そし

てついに90年台に入るや 5名を切りました。し

かし csのともしびを忍耐強くともし続けてま

いりました那加教会学校に、教会の頭主イエス・

キリストはわたしたちをあわれんで下さって、

90年台の最後の年99年に11名と急上昇に転じた

のです。何という感謝でしょう。望みを失うこ

とな〈主の業を続けるものに、主のあわれみが

必ず与えられることを覚えて心から感謝いたし

ます。 (K.K) 

2.郡加教会教会学校の現在

①教勢

平均出席人数は約10名で、そのほとんどが契

約の子です。契約の子以外ではニ人がほぼレギュ

ラーに出席しています。毎週の出席生徒以外に

数名の在校生徒がいます。教師は中根汎倍牧師

以下 7名です。教師は教師暦30年以上のベテラ

ンから数年の若手までいます。教師のうちの三

名は当教会の教会学校出身者です。またニ名が

他教会の教会学校出身者や教会学校教師経験者

です。これが那加教会の経験と他教会の良いと

ころの融合に役立つています。

②礼拝

年週主目の 9時25分から行っています。礼拝

に先立つて10分間の教師の祈祷会が持たれてい

ます。祈祷会では当日の礼拝司会者が聖書朗読

と祈祷を行います。

礼拝のメッセージは教師と長老ー名が交代で

行っています。テキストは2004年の4月から中

部中会教育委員会発行の『教会学校教案誌』を

使用し始めましたが、それ以前は cs成長セン

タ一発行の『成長』を使用していました。メッ

セージは話す教師によって個性がでます。教案

誌に忠実に話す人、紙芝居や歌を織り交ぜたり

する人、それぞれの仕方で語っています。

賛美歌はこどもさんびかやリビングプレイズ

を歌っています。リビングプレイズには振りが

ついており、 csキャンプなどでは皆で踊った

りすることもあり、子供達に好評です。

③分級

礼拝終7後、幼稚科、小学科下級、小学科よ

級の 3クラスに分かれて分級を行います。

分級ではそれぞれの教師が工夫して、メッセー

ジの内容の学びを深めたり、楽しいゲームをし

たりしています。

④教師会

第二聖日の午後に定例教師会を聞いています。

教師会は隔月毎に、事務打ち合わせと勉強会を

交互に行っています。

事務打ち合わせでは、司会、メッセージの担

当者、行事計画、教会学校の現状について話し

合われます。

勉強会においてはテキストを基に、教師とし

て必要な心構えや、方法について学んでいます。

⑤映画会

ニヶ月に一回、土曜日の午後に映画会を行っ

ています。映画会の前に小学校の前でチラシ配

りを行います。チラシの効果は絶大で毎回多〈

の子供達が集まります。上映するのは聖書関係

のアニメを一本と劇場公開されたアニメ一本で

す.映画の後にはゲームをしたり、おやつを食

べたりして楽しく過ごします。映画会に来た子

供達のうち、継続して教会学校に出席している

生徒がー名いますが、大半は特別行事だけの出

席に終わっているのが課題です。

⑥誕生日のお祝い

大人の礼拝が終7した後、誕生月の子供のお
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祝いをします。牧師からの紹介、聖書朗読、賛

美、会員の祈りをし、教会全体で子供の誕生日

を祝福します。

⑦夏期キャンプ

夏休みの聞に一泊の夏期キャンプを行います。

最近は根尾クリスチャン山荘を使用しています。

聖書の学び、キャンプフアイヤー、バーベキュー、

川遊びゃ自然探索、藍染めなどを通して、自然

の中で働かれている神様の大きな御力を学び、

交流を深める機会となっています。

⑧クリスマス会

12月23日の祝日の午後に教会学校のクリスマ

ス舎を行いました。今回は小学科の生徒達が自

主性を持ってクリスマス会を行うことを目標に

しました。出し物を何にするか生徒自身で考え

て準備しました。小学科上級はイエス様のご降

誕の人形劇、小学科下級は手品と聖書クイズを、

幼稚科はお遊践をしました。それぞれのクラス

がすばらしい発表をすることができました。ま

た新しい試みとして全員でアイロンビーズの工

作をしました。これは中会信徒研修会のときに

やって楽しかったからです。しかし、クリスマ

ス会に予想以上の子供が集まったため、材料が

足りなくなり急いで近〈のおもちゃ屋に走った

り、アイロンを増やしたりと目が回るほどの大

忙しでした。おやつを食べたり、プレゼントを

もらったりして楽し〈クリスマスをお祝いしま

した。 (Yo・S)

3.郡加教会の将来について

現在の那加教会の教会学校の礼拝出席は、改

革派教会の平均をわずかですが上回っています。

しかし、このことに安心していてはいけないと

思います。この先、何人の子供が10年後青年会

に残り、 20年後教会の中心になり働いているで

あろうか。それは、一握りであるおそれもあり

ます。

四月から、一人男の子が中学生になり、それ

以降は中学生、高校生が増えていくので、その

子達にきちんとした信仰教育をしていかなけれ

ばなりません。世の中に迎合しない、主を畏れ

主により頼み「世の光Jr地の塩Jとなる真のキ

リスト者を育て上げていかなければならないと

思います。

そのためにはやはり、幼稚科の頃から主を畏

れるきちんとした礼拝態度を教えていかなけれ

ばと思います。礼拝の中心は常に、主なる神様

であり、いつも私たちの礼拝態度を見ていらっ

しゃることを、小さな子でも未信者の家庭の子

でも、同じように教えていくべきだと思います。

そして、もう一つの大きな課題は、教師がなか

なか増えていかないことです。若い青年もぜひ

教師になってほしいですし、子供の親も教師に

加わり、自分たちの子供の霊的成長のために皆

で一丸となって良き教会学校を作っていきたい

と思います。 (Ya・S)

4.中部中会への要望

中部中会への教会学校教師としての願いは、

今それぞれの教会学校の子供達が少なくなり、

特に中学高校生が激減している現状を本当に心

痛む思いです。私達はこの事を覚え、真剣に祈っ

て取り組んでいかなくてはいけないと思います。

このような中で、中会の教育委員会で『教会学

校教案誌』が発行されるようになり、中会とし

て csの為にカを入れて下さり本当に感謝して

います。

子供達を個々の教会だけではなく、更に中会

全体で考えてい〈必要があると思います。

先ずは、夏のキャンプや子供の為の集会など

の色々な企画を中会の cs教師達が協力して中

会単位で開いてほしいと思います。このことに

よって子供達がまわりに多〈の信仰の友達がい

るということを認識し、友達関係を深めて、共

に霊的に成長し信仰告白をして欲しいと思いま

す。
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次に、教師の学びと成長のために、中会とし

て定期的に(月に一回でもニ回でも)cs教師

のための学ぴの講座を聞いてほしいと思います。

学びを深め、教師が自分でお話しを作ってカ強

〈話せるようになることが大切だと思います。

先ずはニつのことですが、実現までには時聞

がかかるかとは思いますが、これからの子供達

の信仰が確立し csのあゆみが充実してい〈為

に、検討して下さいますようよろしくお願いし

ます。 (H・A)
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本誌の基本方針
~教会(日曜)学校像について~

1 .子どもの r礼拝共同体』としての日曜学校

教会をあらわす聖書の表現の一つに「祈りの

家J(イザヤ第56章7節、マタイ第21章13節)が

あります。神の民の祈りの家である教会はまた、

古来、「学びの家」と称されてまいりました。

教会は、神の御言葉によって立ちもし倒れも

するのですから、教会が御言葉(教会の教え=

教理)を教える、つまり学びを施す場所として

整えられ、考えられて来たことは当然であった

と思います。学びは、必然的に、神の生ける言

葉なるイエス・キリストへの礼拝を生み出しま

す。むしろ礼拝においてこそ学びの対象となる

生ける神との交わりが与えられ、深められてま

いります。つまり、礼拝なしに、教会の学びは

成立しないのです。

私どもは、「日曜学校jと称して自らの営みを

致しておりますから、うっかりすると「学校J

の真似事のような営みへと傾斜してしまうので

はないかと思います。日曜学校を学校と称しま

すが、何よりも、教会自身が学びの家、学校で

す。そうであれば、日曜学校は、まさに教会独

自の「学びの家=学校Jになります。

現住陪餐会員によって組織される言わば大人

の教会は、礼拝共同体です。このすべての営み

を通して、キリスト者が生み出され、その成長

がなされます。また、教会が形成され、成長さ

せられます。日曜学校の営みもまた、「子どもの

礼拝共同体Jの営みとして捉えること、これが

本誌の基本的な日曜学校像です。

日曜学校のことを、外部向けに「子どもの教

会」と呼ぶ教会もあるようです。もちろん教会

は大人と子どもを含んだ契約の民の集いですか

ら、大人の教会、子どもの教会という言い方は

相馬伸郎 (r教会学校教案誌』編集長)

神学的には疑問が投げかけられてしかるべきで

す。しかし、日曜学校を、子どもたちの礼拝共

同体として捉えようとする意味であるなら、む

しろすばらしいことであると思います。

日曜学校の礼拝式を、私どもはどれだけ真剣

に礼拝式として理解し、捧げているか、これは

常に関われて良いことと思います。「大人が中心

の主目礼拝式は本物だけど、日曜学校の礼拝式

はその真似事……」このように考える奉仕者は

誰もいないと思います。礼拝の真似など不可能

です。日曜学校の礼拝式にも、キリストの臨在

が確保されています。神の紳言葉を語る説教者

は洗礼を施されたキリスト者なのですから。

未陪餐会員や地域の子どもたちを対象にした

日曜学校とは、現住陪餐会員である日曜学校教

師の交わり(教会)の中に子どもたちを迎え入

れてなされます。聖餐における交わりの共同体

の中に、子どもたちを招きいれ、彼らに届〈言

葉と式次第(プログラム)を整えて捧げられる

のが子どもの礼拝式です。つまり、そこには鮮

やかにキリストが臨在しておられるのです。日

曜学校の礼拝式に出席して、その後の主目礼拝

式(朝拝)に列席する契約の子はニ回の礼拝式

にあずかっていることになります。

2.分級中心より、礼拝式中心

子どもの礼拝共同体の形成という視点から日

曜学校の働きを位置づけるとき、必然的に、日

曜学校の働きの比重は、分級に置くのではなく、

礼拝式に置くこととなります。

正直に申しますと、おそらく平均的な日曜学

校教師の奉仕の姿は、土曜日の午後になって、

切羽詰ったように焦る...・ o もちろん、それは
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良いことでないことは明らかです。そこでこそ、

準備の手間を軽減させてくれるような教案誌や

ワークブックを求める……。本誌が、繰り返し

申し述べて参りましたことは、「分級展開例をそ

のまますることが大切なのではありません。分

級では、子どもと共に祈りを捧げることができ

ればそれで良いのです。j準備したもの全部をや

れたかどうかということが分級運営の良し患し

の基準にはならないと思います。礼拝式で、き

ちんと福音が届いていれば、分級は「オマケJ

くらいに考えてくだされば良いと考えておりま

す。ただし、子どもたちがそのオマケに目がな

いことは、お互い良〈知っていることでもあり

ます。

3.子ども礼拝式における説教の重要性

一一日曜学校の回線一一

日曜学校の目標を、もし一言で言い表すなら、

「祈りの生活へと導くこと」となります。「信じ

ることは祈ることj であり、それゆえに日曜学

校の目標は、自分の言葉で祈れる子ども、祈る

生活を確立できるように導くことにこそありま

す。しかもそれは、まさに公同の、共同の祈り

である子ども礼拝式の充実によってこそ、正し

〈担われます。個人的な祈りの生活の訓練だけ

に焦点をあてるようなアプローチを改革教会は

とることはできません。主目礼拝式(公同の大

きな祈り)に支えられ、あずかつてこそ、個人

の小さな祈りの生活は生み出され、健やかに立

つことができます。

またそうであれば、当然、子ども礼拝式の中

心が神の言葉の説教に求められることは、明ら

かとなると思います。何故なら、祈りとは信仰

の業であり、それは抑言葉を聴くことから始ま

るからです。タトからの言葉つまり御言葉によっ

て、信仰が与えられ、祈りの言葉は与えられ、

生み出され、紡ぎ出されるのです。ですから、

日曜学校の働きにおいても、あるいはそこでこ

そ説教の重要性が強調されることになるでしょ

う。そうなれば、牧師こそが日曜学校の奉仕、

礼拝説教を担うことが求められるのではないで

しょうか。

本誌の説教展開例は、要旨、ポイントだけで

はなく、ほとんど完全原稿を掲載しています。

それは、一つのモデルを提示する試みです。も

ちろん、大切なことは奉仕者自らが、これを参

考にしつつ、御自分の言葉で説教の言葉を紡ぎ

出していただくことです。そこでわきまえるべ

きことは、聖霊御自身が、聖書を説〈自分の言

葉、戸を用いて子どもたちに届けてくださるこ

とを信じることです。主イエスへの愛と子ども

たちへの愛があれば、必ず、子どもの心に主イ

エスを紹介することができます。届くことがで

きます。

4.説教の完成としての牧会

一一分級の目額一ー

さて、しかしながらまたここでこそ、分級の

固有の意義、重大な意義も明らかになります.

神の言葉の説教を通して子どもたち全体になさ

れる御業は、また一人の子どもの固有の状況、

心の奥底にも届きます。しかし、一人の子ども

の魂の状況に、より的確に触れ、届けるために

は、「牧会Jが求められます.私どもが、分級の

目標を「共に祈る」こどとしておりますのは、

子どもへの牧会を指し示すあり方を指し示して

いるのです。この牧会に拳仕するのが分級なの

です。この分級イメージは、「牧会j のイメー

ジ、子どもと向き合う姿勢です。子どもの心、

気持ちを聞き出すこと、聴き取ることが求めら

れます。そこでこそ、教室において生徒全体に

均一の知識を提供する「学校」のイメージは薄

くなるはずです。

説教(神の言葉の共同的伝達)と牧会(個人

的伝達)が有効になされる時、日曜学校は正し

く豊かな実りを結ぶことを確信致します。
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5.教会形成の一環としての日曜学校

一一教師会と教師一一

およそ教会的な奉仕の在り方は、いずれも共

同的な奉仕の業です。とりわけ、日曜学校の働

きは、共同の働きによってこそ正し〈担われ、

正しい実りが結ばれるのです。つまり、担任教

師の力量に基〈、それぞれの分級のカに期待す

るよりむしろ、教師会(全員)の奉仕と祈りを

束にして子ども礼拝式の充実を求め、そのため

に努力するあり方こそ求められていると考えま

す。

例えば、礼拝説教を担うのは、担当日の奉仕

者一人です。しかし、その時こそ、その背後の

教師たちの祈りがどれだけ集められるかが問わ

れます。教師たちの祈りに支えられてこそ説教

や、その礼拝式は必ず聖霊の豊かな働きのなか

で捧げられることを確信いたします。

教師会が、単に教師たちの実務的会議で終わ

るのではなく、日曜学校の働きを担う核として

の「共同体j として形成されることが大切なの

です。具体的には、充実した教案研究がなされ、

全体の課題と一人ひとりの課題とを共有できる

教師会を持つことです。本誌は、その一助とな

るために発刊されたものです。

さらに申しますと、教会全体の祈りに支えら

れなければ、日曜学校の業が、教会形成そのも

のとしての結実を求めることは難しくなくなり

ます。日曜学校の働きとは、各個教会の形成と

伝道の働きそのものと直に繋がっているのであ

り、そうでない働きは、少なくとも改革教会の

教会形成の筋道とは異なる日曜学校となってし

まいます。だからこそ、礼拝指針の第31条にあ

る通り、小会の監督、配慮が定められているの

です。日曜学校の営みとは教会形成そのものの

営みなのです。いわゆる賜物のある牧師とか専

門家の牧師だけが担うものではありません。

6.伝道する日曜学校像

日曜学校は契約の子の信仰継承のためにもあ

ります。しかしこれまで、宣教地である日本の

教会は、日曜学校を地域の子どもたちを捉える

伝道の場として考えてまいりましたし、今なお

同じ状況にあると思います。

私どもは、今日の日本の荒廃は、教会の福音

伝道の力の低下の責任であると考えております。

社会から、教会の責任を問う問いはどこからも

あがっておりません。しかし、神からは、問わ

れています。

私どもの目に子どもたちは、どのように映っ

ているでしょうか。彼らは、天地の創造者なる

神、罪の赦しの福音に飢え渇いて、倒れていま

す。真の教会で説かれる福音が届きさへすれば、

子どもらこそはっきりと霊的な反応を示してく

れるのです。現実の困難さを理由に、日曜学校

を通して、地域の子らに伝道しようとする意欲

と働きを減退させてはなりません。

私どもは、教案誌を作成し、出版すればそれ

で良いとはまった〈考えておりません。日本キ

リスト改革派教会をはじめ日本の諸教会から子

どもたちの讃美の声、祈りの声が溢れるように

なることをこそ目指しています。

「子どもたちを私のところへ来させなさ Lリと

命じられた主イエスの柳前に、共に悔い改め、

祈りの叫ぴをあげたいと思います。忍耐と労苦

が求められます。けれどもその光景を夢見なが

ら、主と共に、皆様と共に、戦い続けてまいり

たいと祈り願っています.

本誌へのご批判、ご意見をお寄せ下さ L、。改

革派日曜学校像を確立するために神学的、実践

的な広い論議を心から期待致しております。

Soli Deo G loria (ただ神の栄光の為に!) 
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連載「日曜学校教師会のためにJ

第一回 教師(会)の務め

これから一年にわたって、「日曜学校教師会の

ためにJと題して連載を開始いたします。拙稿

ですが、皆様の教師会のなかで、読み合わせて

いただけることを願って、母月、 3ページにま

とめて記してまいります。今号は、全体のオリ

エンテーションを企図しました。

次号からは、「④日曜学校の歴史と日曜学校像

⑤子ども礼拝式の捧げ方 ⑥礼拝と説教 ⑦ 

説教作成 ⑧牧会する場としての分級 ⑨子ど

もの発達に即した分級 ⑩教師会運営 ⑪行事

⑫伝道する日曜学校」などを考えております。

ただし、まったくの予定です。執筆のためにお

祈りとご批判、ご教示とを心からお願い申し上

げます。

さて、 3月の教師会では、新しい年度で始ま

る日曜学校の編成もほぼ整いつつあり、分級の

担当者もほとんど決まっておられるので!まない

でしょうか。

既に数十年と日曜学校教師を継続して在、られ

る兄弟姉妹方もおられるかと思います。ふ乃底

から感謝申し上げます。そのような奉仕者が教

会に起こされ、与えられているからこそ、あな

たの教会の日曜学校の営みが支えられているこ

とを思います。教師としての神の召しにお応え

くださった皆様に心から感謝を申し上げ、敬意

を表します。どうぞ、今年度も、心新たにして、

望みをもって、志を高くして、日曜学校伝道、

契約の子教育のために共に励んでまいりましょ

う。

しかしその一方で、今年初めて教師としてあ

るいは、補助教師として御奉仕くださる兄弟姉

妹もおられることを信じます。牧師に頼まれ、

相馬伸郎(Ii'教会学校教案誌』編集長)

あるいは、日曜学校校長に乞われて、しぶしぶ

( ? )、とりあえず(? )、 3月からの教師会に

出席されている方ももしかしたらおられるかも

しれません。

また一方で、教師や補助教師になることをな

お鴻路しておられる方、あるいは、今年度で奉

仕を辞められ、休まれる方もおられるかもしれ

ません。既に、遅すぎるのかもしれませんが、

しかしどうしても、なお訴え、呼びかけたいこ

とがあります。

「どうぞ、この尊い日曜学校の拳仕に加わって

下さい! 担い続けて下さい!J 

最初から横道にそれますが、弊誌『教会学校

教案誌』は、 2001年の創刊以来、今号で第17号

となりました。既に、第 5年目を迎えておりま

す。これは、当事者にとりまして、恩寵の奇跡

以外のなにものでもないと、編集部の同労の教

師たち、また戦友である執筆者の教師、兄弟姉

妹たち、何よりも読者の皆様方に心から感謝を

致しております。創刊号より、中部中会の決議

に基づき、中部中会教育委員会の名によって発

行しました。しかし、その成り立ちが、有志に

よって担われるという、日本キリスト改革派教

会には、あまり馴染みがない仕方でしたから、

そのスタートは実に厳しいものがありました。

言わば、嵐の船出となったのでした。ところが、

今では、中部中会はもとより、広〈大会的に採

用されていますし、何よリも執筆陣は、既に大

会的な陣容でそうそうたる方々が加わっていて

下さいます。思えば、創刊より第 8号までは、

当時の編集部員が聖書・カテキズム研究、説教

展開例をほとんど一人で執筆し、分級展開例は、
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中部中会の日曜学校教師(会)によって、それ

こそ、ぎりぎりの奉仕の状況のなかで担ってま

いりましただけに夢のようです。今や、短いと

言えども、既に一つの歴史を刻んでおります。

さてここで改めて記したいことがあります。

何故、弊誌発行を志し、立ちょがったのかとい

う原点についてです。私どもは、日本キリスト

改革派教会の教会学校教案誌がどうしても必要

であると考えました。そして、それは、この切

なる祈りに基づくものです。

第一に、なんとかして、「子どもたちをわたし

のところに来させなさいJ(マルコによる福音書

第10章14節)という主イエスの命令に生きたい

という祈りです。日本の子どもたち、地域の子

どもたちを日曜学校(主イエスの臨在したもう

教会)に招き入れたい、主イエス・キリストと

出会ってもらいたいという祈りです。(創刊号所

収巻頭説教参照)。

残念ながら、日本キリスト改革派教会もその

例外ではなく、日本の教会の日曜学校は、既に

10年以上の長きにわたって、地域の子どもたち

が減少し続けている現実があります。ほとんど、

地域の子がいなくなっている日曜学校も今や例

外ではありません。つまり、今日、子どもたち

に、福音の真理、神の言葉が届いていないので

す。主イエスの説教を思い起こさざるを得ませ

ん。

「イエスは町や村を残らず回って、会堂で教

え、御園の福琶を宣べ伝え、ありとあらゆる病

気や患いをいやされた。ま芝、群衆ガ飼い主の

いない羊のよう!こ弱り果て、打ちひしがれてい

るのを見て、深<憐れまれ足。そこで、弟予定

ち1;:言われ定。『収穫は多いが、働き手が少怠

い。去さから、収覆の定め!こ働き手を送ってく定

さるよう巴、収穫の主1;:願い怠さい~J (マタイ

巴よる福音書第9章35節--38節)。

飼う者のいない羊たちの状況とは、まさに現

代の地域の子どもたちのなかにこそ見えている

状況ではないでしょうか。弱リ果てて倒れてい

るのです。どうぞ、「わたしにはできない・ ・。

わたしには賜物がない、資格がない……」と言

う前に、まず教会の現実を見て下さい。教える

子どもたちがいないという現実です。あなたが、

立ちょがって下さらなければ、教会の外にいる

大勢の子らを迎え入れることができないままに

なるのです。あるいは、子どもたちは多〈与え

られていながら、教師が足りないばかりに、丁

寧に分級で子どもたちの状況を見てあげ、お祈

りしてあげ、御言葉によって励まし導いてあげ

られないまま、魂が養われないままの子がいま

せんか。

昨年、私どもの日曜学校に来るようになった

一人の女の子は、離婚によってお母さんと弟と

三人で暮らすようになりました。日曜学校に通

う友達に誘われて、また分級の先生の熱心な励

ましによって、休まずに来るようになりました。

母年恒例の、降誕祭前の「十回プレゼント」、こ

れは、三ヶ月間の中=で10回通えた子らには、新

約聖書をプレゼントするというものですが、彼

女は、昨年末、ついに自分の新約聖書を手に、

日曜学校に通えるようになったのですo r骨目、
読んでいるのj と担任の先生に報告してくれま

した。私どもの周りに、このような子どもたち

は、例外ではないと思います。何も離婚した家

庭の子らの問題だけではありません。すべての

子どもたちは、主イエス・キリストの慰めと御

言葉の励ましが必要です。どうぞ、『わたしがこ

こにおります。わたしを遣わして〈ださいJ(イ

ザヤ書第6章8節)と「一緒に!J祈りましょ

う。共に、この尊い主イエスからの召しを受け

入れましょう。

発行の祈りの第二はこれです。教会に与えら

れた契約の子たちに、改革派信仰を喜んで継承

してもらいたい。次代を担う教会人として、主

とその教会に大き〈用いられる奉仕者として育

てたい。「キリスト教有神的世界観j に基づい
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て、積極的に、主の証人として社会のなかで活 る喜びにあずからせることです。つまり主張の

躍してもらいたい、というものです。 第二点であります、キリストの主権に服する教

会を日本において確立することです。創立宣言

咋年連載しましたが、中部中会の教会学校教 の第一の主張と第二の主張の実現に奉仕するこ

師研修会の講師として御奉仕〈ださいました加 とが、日曜学校教師(会)の務めに他なりません。

藤常昭先生が、集会のなかで、このような祈り

を捧げられました。「あなたに召され、あなたに

遣わされて、子どもたちの全存在を清め、洗い、

あなたにお捧げするための務めに生きている者

たちJ(弊誌第14号、 25べージ)。旧約聖書によ

れば、神への献げ物とは、そのもっとも良きも

のであることは常識とされていました。子ども

を神に献げるとは、子どもを神の栄光のために

用いられるようにということです。そしてその

ためには、献げる者たちが教育することが必ず

求められるのです。契約の祝福を受け継〈・には、

御言葉を受け渡す以外にあり得ません。そこに、

日曜学校教師の務めがあるのです。

私自身の言葉で申しますと、日曜学校教師

(会)の務めどは、①聖餐卓に「招<J準備教育

(契約の子には信仰告白準備教育となり、地域の

子らには、伝道として展開されます)。②聖餐卓

に「仕える」訓練教育(共に礼拝を捧げ、分級

その他において、教理をその全存在をもって教

えることによって担われます)。このニつに収赦

されるかと思います。

しかし、そこで、それでは狭すぎるとの批判

が出るかもしれません。もちろん、聖餐共同体

である教会形成だけを視野に入れているわけで

はありません。

創立宣言の第一の主張である、「有神的世界

観・人生観Jの下、「より良き日本の建設Jを担

う人材、社会の「木鐸j たるキリストの証人を

生み出すことをも教師の務めと考えます。しか

し、そのためにこそ求められているのは、主イ

エス・キリストを紹介し、主との交わリに生き

そして、これを、一人の教師で担うのではな

し教師会として「共にj 担うのです。新年度

の今号にもあらためて記載させていただきまし

た「本誌の基本方針jの、 rSJの項にこのよう

にあります。「およそ教会的な拳仕のあり方とは

いずれも共同的な奉仕の業です。とりわけ、日

曜学校の働きは、共同の働きによってこそ正し

〈担われ、正しい実りが結ばれるのです。つま

リ、担任教師の力量に基〈、それぞれの分級の

カに期待するよりむしろ、教師会(全員)の奉

仕と祈りを束にして子ども礼拝式の充実を求め、

そのために努力するあり方こそ求められている

と考えます。j

つまり、子どもたちに教える内容(御言葉・

教理)そのものが、教える私ども自身のあり方

(務め、教会像・日曜学校像・ひいては教会教育

の方法・理解……)など全てを規定するのです。

何よりも、造りよげて〈ださるのです。私ども

の目標実現のためには、教師個人の成長に待つ

より、むしろ日曜学校教師会の成長と形成を求

めるのです。ここに、日本キリスト改革派教会

らしい日曜学校の営みと結実の姿があるのです。

もう一度、繰り返します。日曜学校の営みと

は、どこまでも、共同で担うものです。最初か

ら、 f立派なJ教師になる必要はありませんし、

それ凶不可能です。教師会の仲間、同労者と共

に歩むことです。この光栄ある、すばらしい奉

仕の道を共に歩んでまいりましょう。
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連載「日曜学校教師会のためにJ

第二回 教師の資格

私どもの教会(名古屋岩のよ伝道所)は、今

年はじめて、日曜学校校長の就任式と日曜学校

教師の就任式および補助教師の指名を会員総会

において挙行いたしました。私どもの教会は伝

道所ですから、「教会J学校校長を就任させるこ

とはかないませんから、式文を部分修正して、

挙行いたしました。何よりも、日曜学校教師の

務めに就いていただく兄弟姉妹の方々にも、開

拓伝道第11周年目にして初めて、式文を作成し、

誓約を求め、就任していただきました。(私ども

日本キリスト改革派教会の式文には、日曜学校

教師就任式はありません。この問題はここでは

取り扱いません)。補助教師には、誓約を求め

ず、宣教教師の指名に応答していただく形で致

しました。この式典を挙行した理由は、第一に、

教会員全員で、日曜学校の働き、日曜学校教師

会の働きを覚えるため。第二に、教師たちが、

神からの召命を自ら問い、教会員の明白な支持

による支えを受け、召命を支えていただくため

です。(政治規準第18章「教会職制の原理J参

照)。その為に、就任式に先立つ一月以上前に全

教会員に、就任式次第を配布いたしました。

日本キリスト改革派教会の会員にとって、教

会(日曜)学校教師について考察するよで、何

よりも先ず確認すべきは、教会規定第 3部「礼

拝指針j第四章、教会学校の項でありましょう。

その第32条を、改めて読んでまいりましょう。

第32条(教会学校教師)

教会学校の目的実現は、教師の人格と資格!こ

大い|こ依存する。教師は、信仰歴、動機、人格、

才能、教育的理想、キリスト者品位の向上と媛

相馬伸郎 (W教会学校教案誌』編集長)

業の熟練とへの熱心など巴もとづいて、選任さ

れ怠ければ怠らない。その働きの定めl之は一定

の訓練ガ要求され、ま定それを受ける機会が備

えられなければ怠らない。教師はその召命を、

神聖な、もっとも重要怠ものと確信して、毎週

周到怠準備をし、規律正しく勤め、学校の方針

と他の教師定ちと巴誠実で怠ければなら怠い。

ここには、今回の主題である、「日曜学校教師

の資格Jについても言及されています。皆さん

は、日曜学校教師の選任においてその「人格j、

「資格jが問われるとするこの規定に対して、ど

のように思われるでしょうか。おそらくほとん

どの方は、首肯なさるのではないでしょうか。

ただし、この条件が、自分に当てはめられたと

きには、一体、何人の方が心に捧きを覚えない

でいられるでしょうか・H ・..0ここにはそれほど、

高い理想と目標が記されていると思います。

「信仰歴、動機、人格、オ能、教育的理想、キ

リスト者品性の向よと授業の熟練とへの熱心j。

挙げられているのは、いずれも、日曜学校教師

の働きを正し〈担うために必要な、言わば急所

が記されているのです。しかし、正直に申しま

して、そのすべてを満たしている教師は、おそ

らくそう多くはないのではないでしょうか。そ

うであれば、多くの方が辞められたり、休まれ

たりするようになって良いのでしょうか。先回

記した通り、一人でも多〈の教師、また日曜学

校を支援してくださる教師のピンチヒッター、

合計、送迎、奏楽、ゲーム(遊び)担当……、

つまり教師補助者は何人でも欲しいのです。主

イエスと主イエスが愛しておられる子どもたち

の前に、あれこれ弁解せずに、奉仕していただ
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きたい、これが、牧師や教会学校校長の心から

の願いであると思います。ただしそこでなお、

「資格j、「条件jについてきちんと、正面から考

える必要もあるのです。

これは、一部思い切って記しますが、教師は、

いわゆる教育の専門家である必要は「まった<J 

ありません。基本的な条件としては、現住陪餐

会員であって、子どもたちに主イエス・キリス

トを紹介し、福音へと導きたいと言う、その志

があれば誰でもなれます。いや、なっていただ

きたいのです。

礼拝指針は、「信仰歴Jを最初にあげています

が、私の例で申しますと、降誕祭に洗礼を受け

たその翌年の4月、大学 2年生から既に中学科

の教師としての暴仕が始まりました。何よりも

自分自身は、日曜学校なるものに一度として出

席したことのない者なのです。「一定の訓練が要

求され、またそれを受ける機会が備えられなけ

ればならないJと指摘されておりますが、一定

の訓練を受けるどころではなく、見ょう見まね

で始まったのです。以来、今日まで、休むこと

なく御言葉を子どもたちに語り続けてまいりま

した。わたしは、日本の諸教会の実情から、こ

れは例外ではなく、むしろ、その平均と言える

ほどの現実なのだと、考えています。

私自身、牧師としての奉仕を重ねて、既に17

年が過ぎました。まことに恥をさらして、臆面

もなく記してしまいますが、教師の訓練のため

のプログラムを準備して、実践しているわけで

はありません。本当に怠慢な牧師のそしりをま

ぬかれません。ただ、言い訳がましいのですが、

たとい、教師養成プログラムはなくても、当伝

道所の会員として公的な集会に出席されていれ

ば、基本的にはそれで良いという自負もあるの

です。つまり、大胆に申しまして知識と技術な

どは、教師になってから習得しても構わないの

です。教師会のなかでの「学びj の時間に、弊

誌を利用して教案研究をして下さったり、掲載

論文、講演録などをお読みくださればと思いま

す。何よりも、このシリーズは、まさにその一

助となることを願って設けたわけであります。

横道にそれ、蛇足になりますが、教師会には、

牧師が出席し、指導すべきことは当然と信じま

す。先述もし、後述でも詳しく触れる予定です

が、日曜学校の正しい実りの鍵となるのは、教

師会の形成に求められます。教会の事情はさま

ざまですから、牧師の常時の出席がかなわない

場合もあり得るでしょう。しかし、牧師の出番

は、教師会にこそあるはずです。また蛇足です

が、そこで、校長こそは、率先して牧師の指導

を仰ぎ、学ぶ人聞の模範となっていただくこと

が大切です。これなしに、良き教師会形成は、

困難です。

さて、教師の資格、条件のなかで、 しか Lこ

れだけは、譲れないというものがあります。そ

れは、礼拝指針で申しますと、「動機」であり、

「教育的理想、キリスト者品性の向よと授業の熟

練とへの熱心Jです。「人格もオ能Jも後からつ

いてきます。ただし、逆に申しまして単に、「子

どもが舟きJ、「子どもに慣れているj からとい

う理由だけでは、教師になってはいただけない

のです。何故なら、日曜学校は、「信仰の教師」

だからです。どれほど教育長ロ識と技術に長けて

いても、伝えるのは信仰の道です。信仰を教え、

伝えるためには、生きた見本、「人格Jがどうし

ても必要となります。それなしには、子どもた

ちには、福音の真理は伝わらないのです。教師

はまさにその全存在が神に用いられるのです。

なんという光栄でしょうか。ですから、そこで

問われるのは、繰り返しますが、子どもをキリ

ストに導くための真実な「愛」と、教師自らが

成長したい、しなければならないという自覚、

『聖化Jされることへの熱心です。自分は教える

人、子どもは教えられる人と考えながら、自分

は成長の努力を怠り、キリスト者、会員として
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の誠実を怠っていて、どうして、子どもたちの

前に「信仰の教師Jとして立てるでしょうか。

いずれの教会奉仕にも通じることですが、とり

わけ、日曜学校教師とは、単に「自分のオ能J

を生かす奉仕ではないのです。「賜物j とは、常

に教会を建てよげ、隣人を生かすために与えら

れたものですし、そのようにして、自分自身の

全存在が神に用いられる光栄を味わう道なので

す。

教師の奉仕は、「教会役員J(長老、執事)に

負けず、多〈の犠牲を求める事仕に他なりませ

ん。実に、「召命感j こそは、この奉仕を担わせ

続ける霊的な力の源泉なのです。しかもこの召

命感が、召命感のさらなる深化のために、自ら

の霊性を深める努力を惜しまない熱心の源とな

るのです。「子どもたちをわたしのところへ

……j。この主の御戸に心動かされるあなたな

ら、召命の「確信」がなくても十分です。どう

ぞ共にこの労を担ってまいりましょう。必ず深

化させられてまいります。

日曜学校の教師、それは、御言葉を生きる人

であり、それを求める人です。そうでなければ

担えません。そして、すばらしい患みの事実は、

御言葉自身がそのような教師(像)を作り上げ

て下さるのです! そうであれば、キリスト者

なら、誰でも教師になれるとすら言いえるはず

です。

下記に、当伝道所の教師就任式の式文からの

抜粋をご参考までに掲載いたします。

二、式辞

日曜学校は、契約の子を信仰告白へと導き、

地域の子らを羊の大牧者たる主イエス・キリス

トへと導くための教会の働きに他なりません。

教師の務めは、子どもたちを礼拝者として育て

るために、子どもたちの主目礼拝式のために仕

えます。教師たちと共同で説教、司式、祈りを

導きます。また、分級においては、担当する生

徒に抑言葉を教え、一人ひとりの魂を看取り、

自分のロで自ら祈れる子として育つように導き

ます。

礼拝指針第32条にこう記されていることを心

に留めなければなりません。

「よ述参照j

これを実現するために、自ら信仰の研鎖に努

めなければなりません.また、日曜学校は教師

の共同の働きによってのみよ〈担えることをわ

きまえ、日曜学校教師会を重んじ、共同的研鎖

を受け、ともに互いのため、生徒のために祈ら

ねばなりません。

子らに信仰の良き模範を示すために、祈祷会

などの諸集会を重んじ、真理の御霊の助けを祈

り求めつつ、率先して奉仕に生きるべきであり

ます。

三、誓約

①あなたは、旧・新約聖書が神のことばであり、

信仰と生活の唯一の誤りなさ規準であると信じ

ますか。

②あなたは、私たちの教会の信仰規準を、聖書

の真理を体系的に示すものとして誠実に受け入

れますか。

③あなたは、宣教教師の監督と日曜学校校長の

指導の下にこの任務を呆し、召命にふさわしい

生活において福音の告白を飾り、子らの模範と

なるように努めることを誓約しますか。
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連載「日曜学校教師会のためにJ

第三回 教会教育の基本形(カテキズム〉
相馬伸郎 (r教会学校教案誌』編集長)

「日曜学校教師」書いて字のごとく、教える人

です。改めて問います。そもそも、日曜学校教

師の務めとはどのようなものなのでしょうか。

政治規準第43条には「教師の職務」が記され

ています.この教師とは、いわゆる牧師のこと

を指しています。この教師の職務を表現する名

称として、「監督Jr牧師JrしもべJr長老Jr使
者Jr伝道者Jr説教者Jr教師Jr神の奥義の管

理者Jとして聖書的用語を列記しています。「こ

の名称、は、輸務の階級を示すものではなく、皆

同ーの職務を表しているJとされています。 f牧

師Jつまり「教師j の務めとは、多様なものな

のです.このことは、日曜学校教師である私ど

もの教師としての自己理解を正しく導〈、道し

るべともなるのです。

わたしは、自分の仕える教会の日曜学校教師

会で、何度でも「教師とは、分級の子どもたち

の牧師の役割を担うのです。家庭では、契約の

子の牧師は父親、父親がキリスト者でなければ、

母親が牧師になってあげてくださいJと申しま

す。つまり、教師とは、知識を教授するだけの

人ではないということです。むしろ、その全存

在をもってキリストを証しし、キリストの恵み

を共に受けるようにと招き、教え、励まし、慰

め、彼らと共に生き、仕える人なのです。それ

は、まさに皆さんの教会の教師、牧師の務めと

存在そのものです。もしも牧師が一人机のよだ

けで生きているのなら、果たしてそこに教会は

建つでしょうか。

考えてみますと、日曜学校教師になるために、

試験はありません。最低条件としては、洗礼受

領者、現住陪餐会員であることですo r召命jは

問われますが、「確信Jまで行かずとも構いませ

ん。しかし既に、ニヶ月、三ヶ月と奉仕を経て、

暴仕の喜び、楽しさを味わう一方で、これは、

本当に大変な奉仕を引き受けてしまった……と

悩み始まる時期でもあるかと拝察いたします。

もしかするとそのような方をもっと、悩ませ

てしまうことになるかもしれません...・ o あら

ためて、「礼拝指針」第32条を読みます(第二回

原稿参照)。そこに、「毎週周到怠準備をし、規

律正しく勤め、学校の方針と他の教師定ちと巴

誠実でなければ怠ら怠い」とあります。いかが

でしょうか。またまた、心捧〈思いが湧かない

でしょうか。「奇週の周到な準備J( ! )これ

は、目も〈らむような大変なレベルを要求され

ているわけです。

しかし、私どもの現実は、正直に申しますと、

土曜日になって、「どうしよう……Jと焦り始め

ることも少なくないのではないでしょうか.そ

こで、教師が考えることは、「よい『教案(誌).a

があればなあ』ということではないでしょうか。

そして、弊誌を手にとってくださって、分級展

開例を見る。「……、このままでは使えないなあ

……」。これは、「本音j ではないでしょうか.

某有名な教案誌には、「ワークJもあります。こ

のワークを子どもに与えて、それで済ませる分

級ということも、まさかと思いますが、不可能

ではないかもしれません。それほど、よく出来

ている(らしい)のです。それに対して、私ど

もと致しましては、先ず素直に非力を認めます。

第16号でワークべの挑戦がなされましたが、確

かに私どもの課題です。

しかし、私どもの『教会学校教案誌』は、決

して「負け惜しみ」ではなく、「周到な準備Jを
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助けるための言わば「虎の巻Jとして発行した

のではありませんでした(第4号拙稿参照)。誠

実な教師であればあるほど、準備に苦しみます。

おそらく何年経っても、準備は楽になってはま

いりません。自ら学ぶべきこと、取り組むべき

課題がますます見えてくるからです。

そこで、この「周到な準備」についても逃げ

ないで、真正面から考えてみたいと思います。

先ず、私自身のことを申し上げます。牧師の最

大の務めは説教することです。このことのため

に、召され、生かされています。牧師とは、主

の日のために生きている人間であると言い切っ

てよいと思います。ところが、その主日のため

の準備に集中できないさまざまな働きが求めら

れてまいります。それには、牧師自身の問題も

あれば、教会(中会・大会)の問題もあるでしょ

う。いずれにしろ、一つの説教を(完全)原稿

に書き記すために、私などは、それだけで、ま

るまるニ日聞は集中しなければなりません。も

ちろん、時間をかければ良い説教ができる、と

は限りません。しかし、周到な準備を誰よりも

求められる牧師であるわたし自身、母回、「来週

こそは……j と考えているのです.そうであれ

ば、社会で働〈日曜学校教師方にとって、いっ

たい、日曜学校の準備のために何時間集中でき

るのでしょうか。弊誌を、通勤、通学の友とし

てくださる方もおられると思います。すばらし

いことです。しかし、この「周到な準備j が教

師の心を蝕み、休職、辞職へと追い込むことも

ありえると思います。

教師個人の「負担Jを軽減し、かつ豊かな日

曜学校とするために、何か良い方策があるので

しょうか。あります。しかもそれは、「方策j と

して考え出されるようなものではなく、豊かな

日曜学校となるために不可欠な筋道なのです。

それは、礼拝共同体としての日曜学校の本質的

な姿から導き出されるものなのです。

礼拝指針第28条〈教会学校の目的)によれば、

「教会学校とは、教会の教育事業が主として行わ

れる組織を言う。それには、日曜学校・週日学

校・休暇中の聖書学校・その他があるJとあり

ます。教会学校は、教会につらなる全年齢の神

の民に、学びのプログラムが提供される組織を

指します。その意味で、教会即教会学校である

と考えても良いのではないでしょうか。

「本誌の基本方針J1の表題をご覧ください。

「子どもの『礼拝共同体』としての日曜学校Jと

あります。いにしえより、神の民の祈リの家、

つまり礼拝共同体である教会は、「学びの家Jと

も呼ばれてまいりました。そこでは、御言葉が

繰り返し教えられていたからでもあります。

しかもそこで急所となるのは、御言葉を教え

る営み、教理の学びとは、その言葉によって礼

拝を捧げるためのものであるということです。

その意味で、礼拝を伴わない学びや、礼拝へと

至らせない学びは、真実の意味で教会の学びと

は言えないはずです。

もしも、日曜学校がいわゆる「学校j の真似

事のようになり、教師と生徒、教科とカリキュ

ラムの制定、管理と運営……などにカを注ぐだ

けになるのであれば、本来の教会の働きとは異

なって行くのではないでしょうか.

その意味で、私どもが、日曜学校の働きにつ

いて考察する際の基本は、これは、日本キリス

ト改革派教会としての教会論にもとづく営みで

あるし、あらねばならないということです。実

に、私どもの教会の自己理解、福音理解こそが

教育の内容、教育の方法、教育の目標……つま

り教会教育の基本形を規定するわけです。そこ

から必然的に、日曜学校の共通イメージすら結

ばれてくるのではないでしょうか。

弊誌はもともと、別冊「子どもカテキズムJ

をカリキュラムにした二年間の定期刊行を目指

して刊行しました。その後、一年の旧約新約の

救済史を軸としたカリキュラムで刊行し、さら
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に、現在は、「子どもカテキズム」カリキュラム

のニサイクル目の第二年を迎えております。つ

まり、「カテキズム教育」という教育方法論こそ

は、教会が自らの福音理解にもとづいて生み出

した、教育の基本形であると信じているのです。

(来年度の予定は、二年間の救済史による聖書の

学びです。)

しかしそこですぐにこのような誤解、批判も

他から聞こえてくるのです。『現代の教会は、そ

のような教授中心、詰め込み、暗記教育を乗り

越えなければならない。この世においてなされ

ている悪しき、古き教育方法は捨てなければな

らない。j しかし、私どもは、そのような戸に惑

わされません。それはまさに偏見と誤解でしか

ないからです。もとより、教育学や心理学の進

歩に対して教会はその恩患を受ける必要がある

ことは、当然です。この世や時代からの挑戦に

よって、教会が自己変革を強いられることを一

概に否定しません。しかし、「教会の自己変革と

は、神の御言葉による。Jこれが、私どものモッ

トーであります。

教育の方法、日曜学校の営み、ひいては日曜

学校像(教会像)すら、本来の「カテキズム教

育j のなかで規定されるのではないか。これは

私どもの一貫した主張でありました(創刊号、

三川師論文参照)。

「カテキズムJとは、「響<Jという言葉に由

来します。「福音Jの文字の中にもすでに、喜び

の「響きJ、命の響き、躍動が示されています。

福音の言葉によって誕生せしめられた教会は、

自らその響きを教会内外に響き渡らせます。神

の言葉を響き渡らせることつまり教えを告げ広

める家、教えを学ぶ家である教会、そして日曜

学校には、既に喜びの共鳴があるのです。あの

放靖息子の誓えに示されていますように、父と

子の喜びがあふれ出すのです。父と子の喜びが

共鳴し始めるのです。

カテキズム教育は、何よりも顔と顔とが向き

合う関係を要請します。そうでなければ響きま

せん。先ず教師とは、子どもたちに先立って、

神に御顔を向けられた人です。神御自身こそが

真実に人聞に向き合っていて下さる、人間を問

題にしてくださるお方なのです。教師は、その

神の「顧みJを受けた喜びをもって神へと向き

合い、その喜びをたずさえて子どもに向かうの

です.そこに教師と子どもの向かい会う姿が生

まれる。これが、日本キリスト改革派教会の日

曜学校の教育イメージです。教会教育の基本形

なのです。

『骨週周到な準備Jとは、教材、エ作、教案の

準備である前に、子どもたちのために祈ること

ではないでしょうか。子どもたちのために、教

師が先ず神の方を仰ぎ見、執り成すのです。そ

れもできない……? そのときは、悔い改めて

下さい! 私どもの営みが実るのは、私どもの

力、技量を越えて、聖霊の御業なのですから。

最後にあらためて繰り返します。これらを共

同で担うのです。正しいカテキズム教育とは、

共肉体による営みなのです。そしてその中心的

な場こそ実は、子ども礼拝式のなかにあるので

す.その頂点は、神の言葉の説教、そこでこそ、

f共鳴J(神と人・教師と子ら、子らどうし)が

実現するのです。

焦らず、共に今月も励んでまいりましょう.



聖書研究・カテキズム研究・説教展開例・分級展開例



4月3日 「神の民の祈りの家j 聖書研究

テキスト マタイによる福音書18章18節-20節

究極の権威

この世において究極の権威とは何でしょうか.

絶対的な権能とはなんでしょうか。それは、人の

罪を赦すことと裁〈ことです。「あなたがたが地

上でつなぐことは、天上でもつながれ、あなたが

たが地上で解くことは天よでも解かれるJ(18節)

ことですo rつなぐJとは禁止すること、つまり、

罪を断罪することです。「解<Jどは解放するこ

と、つまり、赦すことです.これらは本来、人間

には許されないことです.何故なら、神のみがお

持ちになられるものだからです.既に主イエスは、

16章19節において、「あなたJつまりべトロにこ

の権威と使命を委託されます。もちろんこれは、

ベトロ個人に天国の鍵が付与されたということで

はありません.今日のテキストに明らかです.こ

こでは、『あなたがた」とされています.つまリ、

教会共同体が、この権威を委託されているのです。

それゆえに、教会こそは、地上において絶対的な

権威を持ち、これを行使すべき共同体なのです。

互いの罪の赦しを求めて祈りを合わせる群れ

教会のことを聖書は幾通りにも表現しますが、

その代表的なものの一つは「神の民の祈りの家j

(21 : 13他)です。しかもそこで改めて問うべき

ことがあります.神の民、キリスト者は何を祈る

のでしょうか。主イエスは、ここで、神の民の祈

リの家である教会に、罪の赦しの権能を与えてい

ることを教え、その教会がそこで何をこそ願うべ

きなのかを指し示されました。教会の祈りが集中

するのは、罪の赦しをめぐるとりなしの祈リなの

ですo 15節以下では、罪を犯した一人の兄弟をど

のように教会の交わリの中に迎え入れることがで

きるのか、その筋道を示しています。この一人の

兄弟の罪の赦しを巡って語られた説教のなかで、

教会の務めである、とりなしの祈 1)、福音宣教、

牧舎などの拳仕が述べられているのです。

主イエス・キリストが共におられる家

何故、神の家が、罪の赦しをこそ求める、祈り

の家になるのでしょうか。それを決定的に強調す

るのは、「ニ人または三人がわたしの名によって

集まるところには、わたしもその中にいるのであ

る」との御言葉です。つまり、どんなに少数の者

たちであっても、互いに集まるところに「救い主、

蹟い主Jイエスさまがおられるからです。この主

がおられるところで、私どものなすべきことは、

「とりなし祈るJことであることは、明らかです.

黙想

今、私どもが、主イエス・キリストの救い、患

みにあずかることができたのは、既に私どもに先

立って、私どものために心を一つに集めて、罪の

赦しのために祈る交わり、神の民の祈りの家であ

るキリスト者の共肉体があったからこそです.

そして、今回、私ども日曜学校教師もまたこの

祈リの家に支えられ、一人の小さな兄弟姉妹を主

のもとに得ようと、罪の赦しにあずからせようと

励んでいるのです。

子どもたちが、一人のキリスト者として産み落

とされるためには、この神の民の祈りの家が必要

です。その、祈りの交わりのなかに包み込む主体

となるのが、私ども日曜学校教師会です.そこで

こそ、幼い彼らも私どもの兄弟姉妹と見る眼差し

が聞かれてまいります.子どもたちと共によき日

曜学校を作ること、子どもたちと共に祈りの家を

つ〈ることへと私どもは招かれています。

(相馬伸郎)
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4月3日 「神の民の祈りの家j カテキズム研究

カテキズム 子どもカテキズム問34

子どもカテキズム

問34 だれと歩むのですか.

答 私はひとりぼっちではありません.

私たち、神の民の祈りの家、キリストの体なる教会と共に歩みます。

参考教理問答 『ウエストミンスター信仰告白』第25章

「子どもカテキズムJは、ウエストミンスター

小教理問答の構造を用いて記されています.しか

し、この設聞は小教理問答にはありません。この

カテキズムは、 f教会とは何かj を厳密に考えな

いまま歩んできた日本に、この一書で、教会なし

に私どもの信仰が成立しないことを明らかにし、

竪固な真の教会形成に資するべく編まれました。

盈霊の家、神の家としての教会

問28から議論が始まっているのは、「救済論Jに

ついてです。救いとは何かを巡って、聖霊なる神

のお働きを賛美告白しています。そして教会につ

いての信仰もまたこの聖堂の御業のなかで、宮い

表されます。聖霊のお働きが人を救い、何よりも

教会を教会たらしめているのです。

神の民としての教会

問33で、救われた者は、聖化されることを学び

ました。ここから、信仰の生活が始まるのです.

しかもそこでこそ、そもそも教会生活なしに信仰

は成立せず、その歩みをつくることもできないと

いうことを確認させるのです.

そもそも、聖書の信仰とは、共同体の信仰です。

個人の信仰、個人の救いが聖書の主題ではありま

せん。旧約聖書は神の民イスラエルを場にした救

いの物語が記され、新約聖書は新しい神の民であ

る教会を場にした救いの歴史が記されているので

す.救いとは、神の民の中に招き入れられること

であると言っても構いません。

教会の外に救いはない

この古来大切に受け継がれてまいりました標語

が、今回、教会内でも評判の患いものとなってい

るようです.主イエス・キリストは、ご自身の教

会(民)の交わりの内に臨在しておられる(聖書

研究参照)以よ、ここに立ち続けることを止めた

ら(諦めたら)聖書の信仰はまさに形骸化し、空

虚となり、救いの確かさは崩れます.

個人的信仰から共同体的信仰ヘ

誰でも、最初に教会に来たのは、自分の救い

(幸い、問題解決)を求めてであったはずです。し

かも、罪赦され、キリスト者、会員となってなお、

自己中心の罪、個人(主義)的な信仰へと引き戻

らされ続ける私どもですo r自分のための信仰」ヒ

言うように、神をも自分に引き寄せて、自分に辛

仕させようと無意識の内に企み、不信仰へと転落

するのです。これを正し、「神と教会のための信

仰」へと動き出させるのが、この教理です.

黙想

もしも、教会が、福音を正し〈継承し、これを

述べ伝えてくれなかったとしたら私どもは今日の

患みにあずかることはできなかったはずです。私

どもの喜ばしい光栄ある、重い責任は、これから

私どもの教会へと招かれる選ぴの民のためにも、

使徒よりの信仰を継承し、その業に生きること、

つまり、福音を宣教し、真の教会を建てあげて行

くことです。子どもたちに、信仰を教会と結びつ

けて理解すること、教会なしに主イエス・キリス

トとの交わりがないこと、またそこでこそ見えて

くる自己中心の罪を教えることもできるはずです.

(相馬伸郎)



4月3日 「神の民の祈りの家J 説教展開例

テキスト マタイによる福音書18章18節--20節

カテキズム 子どもカテキズム問34

{単元のねらい)

進級式を迎える主目です。不安と期待を持って新年度を歩み始める子どもたちです。その成長を喜び、

感謝し、お祝いし、特別にお祈りしてあげて下さい。今日の主題は、教会は神の民の祈りの家であり、

信仰はこの教会の交わりの中で与えられ、宵てられ、神の民である教舎の形成のため営まれることを教

えます。決して、一人ぼっちで信仰に生きることはできないこと.むしろ、神の家族である、信仰の先

生、信仰の友が与えられていることとその大切さを教えたいと思います。また、子どもたちにも、お友

達を教会に誘うこと、そのためにお祈りする使命が与えられていることを教え、励ましたいと思います.

共に手をつないで御国を目指す信仰の旅路の幸いを伝えたいと思います.

『健は一人ではない』

今日は進級式を致しました。それぞれ一つ学年

があがりました。おめでとうございます。先生は、

皆の成長を見ることができてとても婚し〈思いま

す.教会の日曜学校には、進級式があります。入

学式はありませんから、いつから来ても良いので

す。何よリも大切なことは、日曜学校には、卒業

式はありません。先生も、いつまでも卒業できま

せんし、卒業してはいけません.した〈もありま

せん。これからもみんなと一緒に神さまを礼拝し、

聖書の御言葉を心に昔えて信仰の生活を続けて行

きたいと心からお祈りしています.

今日の聖書のお話は、イエスさまの説教です。

「はっきリ言ってお<oJこれは、イエスさまがと

ても大切なことを仰るときの言葉です。イエスさ

まはこのお話の前に、実は、弟子のべトロに、「あ

なたに天国の鍵をあげようJと仰いました.もち

ろん、天国には、皆がもっているような自転車の

鍵や家の鍵のようなものはありません.イエスさ

まは今、お弟子さんたちに向かつて、「あなたが

たが地上でつなぐことは、天よでもつながれ、あ

なたがたが地よで解くことは、天上でも解かれるJ

と仰せになられました。この意味は、もしもイエ

スさまを信じている人たち、つまり教会のことで

すが、誰かの罪を赦すなら神さまも散され、もし

も、誰かの罪を赦さないことにするなら神さまも、

そのようにするということです。イエスさまは、

信じられないくらいすごいカを教会にお与え〈だ

さったのです.

さて、それなら教会は、もう神さまのように権

威があって、偉いのですから、ふんぞり返って

「えっへん、お前たち罪深い者たちを救ってやろう、

けれども、きちんとイエスさまを信じていないと

だめだぞ』と、こんな風に言って良いのでしょう

か.

イエスさまは、ここでもう一皮「はっきり言っ

てお<Jと仰いましたo rどんな願い事であれ、あ

なたがたのうちニ人が地よで心を一つにして求め

るなら、わたしの天の父はそれをかなえて〈ださ

るJと仰せになられました.つまり、イエスさま

は僕たち私たちに、どんな願い事でも、僕たち私

たちのうちのニ人が心を一つにしてお祈リすれば、

それをかなえてあげると約束しておられるのです.

「ゃったあ一、それなら、さっそくお願いしようJ

と考えたお友達はいますか。皆は、そこで何をお

願いするのですか.ただし、一人ではだめなんで

すね.そうなると、お友達を見つけて、 fねえ、

今、欲し〈てたまらないゲームがあるんだけど、

一緒にお祈りして〈れないかなあ」とお友達に一

緒にお祈りしてくれるようにお願いするのかもし

れません.



でもちょっと待って下さ~'0ニ人が心をあわせ

てお願いするのであれば何でもかなえられるとイ

エスさまが約束された意味は、どんなゲームでも

買えるとか、自分の願いどおりに実現するという

ことなのでしょうか。

ここで、教えられたことは、罪を赦すこと、赦

さないことのお話でした。イエスさまを信じてい

る人たちの集まりである教会がしなければならな

いことは、何でしょうか.それは、イエスさまに

『罪を赦して下さい。罪を赦して神さまの国に入

れるようにしてください。教会に来れるようにし

てくださいJというお祈りを捧げることです.そ

のことを一生懸命、心を合わせてお祈りするなら、

天のお父さまは必ず赦しを与えて下さると約束さ

れたのです.つまり、教会は、罪を犯した人がそ

のままになってしまって、ついには、そのせいで

神さまのお怒りを受けなければならないその人の

ために、罪から立ち返って、イエスさまの教会に

つながるために、天国に入れるようにとお祈りす

るところなのです。イエスさまは、「そのような祈

りは必ず、神さまが受け入れてくださって、赦し

ていただけるのだよ」とお教え〈ださったのです。

「ニ人または三人がわたしの名によって集まる

ところには、わたしもその中にいるのであるけ今

日の暗唱聖句です.教会は、イエスさまのお名前

によって集まっている集いです。イエスさまのお

名前で結ばれている集いです.そして、集うその

場に、必ずイエスさまが共におられるのです。そ

れなら、イエスさまはどなたですか。イエスさま

は何をして下さった神さまですか。それは、僕た

ち私たちのために十字架について罪を赦し、神さ

まの子どもにしてくださるためにお鷺けになられ

たお方ですね。

そのイエスさまによって、僕たち私たちは、今、

集められて、お祈りするようにと励まされていま

す。自分のために、お友達のために、その罪が神

さまに赦されて、天国に行けるようにとお祈りす

るのです。でも、今、あらためてそんな僕たち私

たちこそ、自分勝手な、自分中心のお願い事ばか

りしていることを先ず神さまに赦していただきた

いと思いませんか.日曜日のたびに僕たち私たち

は、ここに集まってこのように礼拝しているのは、

罪を悔い改めるためでもあるのです。そして、そ

んな僕たち私たちが神さまに赦していただけるこ

とは間違いありません。

今、僕たち私たちが、この教会でイエスさまを

礼拝し、イエスさまの御言葉を聞くことができる

のは、僕たち私たちのために、先回りをするよう

に、先生たちが心を合わせてお祈りしてくれてい

るからです.神さまが、そのお祈りを聞いてくだ

さっているからです.それなら、今度は、僕たち

私たちも、ここに来ていないお友達のために、お

友達とそして先生と一緒にお祈りしませんか.教

会というのは、そのために心を合わせてお祈りす

る神さまの家です。

この家には、イエスさまがいつも一緒にいてく

ださいます。信仰の先生やお友達も一緒です.誰

でも一人ぼっちでイエスさまを信じている人、信

じられる人はいません。僕たち私たちは、これか

らもずっとイエスさまと一緒に、教会の皆と一緒

に、まだここに来ることができないお友達とも一

緒に、天国を目指して歩み続けて行〈のです.特

に、ここにいないお友達のために、勇気と根気を

もって誘ってあげましょう相馬伸郎)

〔今週の暗唱聖句〕 マタイによる福音書18章20節

ニ人または三人がわたしの名によって集まるところには、

わたしもその中にいるのである。



4月3日 幼稚科「神の民の祈りの家」

〈ねらい〉

・旧年度の感謝をし、新年度の祝福を求める。

・教会に来て、みんなと一緒に聖書を学んだり、

お祈りしたリすることの大切さを学ぶ。

〈展開例〉

春になり暖かくなりました0"は英語でスプリ

ングと宮います。パネと同じ言葉です。『芽を出

すj という意味もあります。春って元気に新し〈

飛び出すような感じがしますね.

4月になって幼稚園に行ったり、年長さんに

なったリ、小学生になったりする人もいますね。

皆さんはどうですか? 幼稚園生になる人、年

長さんになる人、そしてお兄さん・お姉さんも、

新しい年を元気に迎えられるように、神様にお祈

りしましょう! この一年を神様に守って頂い

た感謝も忘れずに!

さて、みなさんは教会学校に来ていますよね。

幼稚園や保育園、小学校とは別の学校です。教会

や教会学校ってどんなところでしょうか? み

なさんで宮ってみて〈ださ~'0 
聖書は教会のことを、 fあなたがたが地上でつ

なぐことは、天上でもつながれ、あなたがたが地

上で解〈ことは天上でも解かれるJと言っていま

す。とてもとても大切なお役目です。たとえて言

えば、家の中が神様の国だとしたら、教会はその

お家の玄関かな。玄関はお家の出入りするのに

とっても大切なところですよね。教会のお仕事は、

神様のお家にみんながた〈さん入って来られるよ

うする大切なお仕事です。そのお仕事をしている

牧師先生や教会学校の先生などのためにお祈りし

ましょうね。

もう一つ聖書は、教会のことを f祈りのお家J

と書いています。みんなと一緒にお祈りをすると

ころです。このクラスもそうです.ニ人でも三人

でも、集まってお祈りするところには、イエスさ

まも一緒にいて〈ださいます。これは、イエスさ

まのお約束です。もちろんイエスさまは、ここに

もおられますよ。

〈お祈り〉

・進級などが出来てありがとうございます。

・教会では、お友だちゃ先生と一緒に聖書のお話

を聞いたり、お祈りをしたりすることが出来ます。

ありがとうございます.

・わたしたちも神様のことや教会のことを、友だ

ちに教えてあげることが出来ますように。

安定'fJまはどれか拡.， "* 

①うえとしたで、なかまをさがし、せんでむすぶ。

②せんでむすんだなかまをみて、どんなおいのりがあるかみんなでおはなしする。

③かんがえたことを、みんなでじゅんぱんにおいのりする。

。，u



4月3日 「神の民の祈りの家J 小学科下級

〈聖書のお話を確認してみよう〉

①人の罪を裁いたり赦したり(つないだり解いた

り)できるお方は、どなたでしょうか?(→神

さま)

②地上には、そのような神さまのお働きができる

人たちの集まりが一つだけあります。それは何

でしょうか?(→教会)

③教会とは、誰のお名前を信じて集まっていると

ころでしょうか?(→イエスさま)

@イエスさまを信じる教会でする大切なことは何

でしょうか?(→お祈り)

〈カテキズムの内容を確認してみよう〉

①イエスさまは、信じる人をひとりぼっちにされ

ましたか?(→されない)

②イエスさまを信じる人たちとは、どこで会えま

すか?(→教会)

③教会は、どういう家と言われますか?(→神の

民の祈りの家)

〈考えてみよう〉

今、どんな願い事があるでしょうか。でも、そ

のことをお祈りする前に、それが神様に喜ばれる

お願いかどうか考えてみましょう。まず忘れては

いけない大切なお祈りは、自分の罪を赦してもら

うお祈り、そして、人の罪を赦すお祈りです。

〈一緒に祈るう〉

天の神さま。今日も教会に来ることができであ

りがとうございます。私たちの罪を赦してくださ

い。私たちもお友達の罪を赦すことができますよ

うに.教会で、これからもたくさんお祈りするこ

とをできますように。イエスさまのお名前によっ

てお祈リします。アーメン。

J、
。

。'θ 



4月3日 小学科上級「神の民の祈りの家」

〈ねらい〉

・教会の仲間と一緒に主イエスを信じていること。

.教会は、主イエスがおられるところであること.

よ記のとおり「教会Jという共同体の仲間と、

臨在するキリストに心を向けさせること.自らが

教会に生きる民であるとの自覚を促す。

それから、(まだイエス様を信じていない)人

たちが、イエス様を信じて(教会につながるよ

うに)とお祈りすることです。

0そうやってお祈りするところには、どなたが一

緒におられるのでしょうか。

(イエス様)です。

〈展開例〉

一緒に考えてみよう。 o暗唱聖句を読んでみよう。

プリントをつくり、( )の言葉を生徒に答え マタイによる福音書18章20節。

させるのもよいでしょう。

0イエス様の救いってどんな救い?

私達は(罪)があるからそのままでは神様の

(お怒り、刑罰)をうけなければなりません。け

れどもイエス様が身代わりに私の(罪)の(刑

罰)を受けて下さった.このことを信じて(罪

を赦され)て、(天の国)に入れていただける

こと。

o r教会Jってどんな人遣の集まりですか?

(イエス様を信じる人たちの集まり)

0では教会がしなければならないお祈りは?

イエス様に、(罪を赦して〈ださい)、(神様

の固に入れるようにして下さ L、)、(教会に来れ

るようにして下さ Lゆとお祈りすること.

0教会には、イエス様を信じて罪を散された人、

天国に一緒に入る仲間がいるのですね。ぼくた

ち私達はたった一人でイエス様を信じているの

ではないのですね。

〈祈り〉

今日は、進級式を迎えました。教会には、一緒

にイエス様を信じる仲間がいます.イエス様を信

じて罪を赦されて天の固に入る仲間がいます。そ

して教会には、イエス様がいつも一緒にいてくだ

さいます。新しい学年になりました。ぽ〈たち私

達が、この学年の間も、そのあともずっと一緒に

教会に来ることができますように守って下さ~'0 
それからイエス様を信じる新しい仲間が入ってき

ますように.

nu 



4月3日 「神の民の祈りの家J 中学科

【目槙】

教会でニ人、三人で祈ることの意義、そこにあ

る交わりが、教会外の交わりとどのように異なる

のかをとらえる。教会のニ人、三人と共に何を祈

るべきかを考える。

①説教を深めるために

Q.説教を聞いて新し〈発見したことは?

Q. わからなかったことは?(分級では教師が

一方的に教えるのではな〈、ここで出された

生徒の疑問を大切にしながら進めてゆけるな

らば理想的である)

②改めて御言葉に取.，組む

→マタイによる福音書18章18節......20節を生徒

と読む.

【ポイント】

このマタイ 18章は主イエスが語られる教会論で

あると言える。 18章15......20節には、教会の中に

罪が生じた時の具体的な対処が語られている.そ

こで為されるニ人、三人の祈りとは、罪の告白の

祈りである.罪を互いに告白し、それを明るみに

出すことは恥ずかしく、できれば避けたいことで

あるが、それによって私たちはキリストの十字架

の道を初めて理解し、その道に従う者となり、天

上での赦しの確信を得るのである.そして古い自

分が十字架で葬られて、罪の自分と死別し、赦し

と新しい命に生きる者となるのである。そこに、

教会にこそある深い交わりと支え合いが存在し、

教会でこそ祈られる祈りがある。

③生徒と一緒に考える

→まず教師自身にとっての「教会の交わり、そ

こで互いに祈り合う経験Jど は ? それを

生徒と分かち合う。

Q.疑問は解けましたか?

④御言葉を生徒が自ら自分の日常に適用できるよ

うに導〈

Q. 抑言葉と同じような経験をしたことがあり

ますか?

Q. これからの一週をどんな一週間にしたいで

す か?

⑤祈 'J

祈りが確かに聞かれていること、祈り合う友が

与えられていることの感謝。祈りの交わりの深ま

りのために。具体的な友人が、さらに教会の析リ

の交わりに加えられるように.
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4月10日 聖書研究「キリストの体なる教会」

テキスト エフェソの信徒への手紙2章14節-22節

本自のカリキュラムの主題は、「キリストの体

なる教会Jo暗唱聖句は、エフェソの信徒への手

紙 1章23節、「教会はキリストの体…H ・Joここで

は、カリキュラムの主題を念頭においてテキスト

研究を行います.

キリストが平和

14節で、『実に、キリストはわたしたちの平和

であります。Jとあリます。聖書が指し示す『平

和Jとは『関係j の概念です。つまり、神と人と

の関係が良好であること、それが「平和j なので

す。ところがここでは、キリストご自身が「平和J

と呼ばれています.パウロの表現ではここだけで

登場しますが、大変興味深い表現です。それは、

主キリスト御自身が平和を創り出されたからです.

このキリストが共におられる場所、キリストを信

じ受け入れるところに平和が実現するからです。

キリスト御自身こそ平和と告白することは良〈分

かることではないでしょうか。

ひとつの体

パウロは、主キリストは「ニつのものJを一つ

にする乞いいます(14節)。ニつのものとは、ユ

ダヤ人と異邦人のことです。それは、「敵意とい

う隔ての壁を取リ壊すj ことによって、また「律

法を廃棄Jすることによってなされます.

敵意は、ユダヤ人が異邦人を軽震し、異邦人が

そのような彼らを憎むという関係のことです。「律

法の廃棄Jとは、旧約聖書の律法のすべてを意味

しているわけではないのは当然です。ここでは、

律法主義つまリ、律法の実行によって平和を護得

しようとする企てを廃棄することです.

それなら、主キリストは、どのようにして平和

を実現なさるのでしょうか。それは、『ご自分の

肉においてJ、「十字架を通してJ、「一人の新しい

人に造り上げて平和を実現J、「一つの体として神

と和解させj、f敵意を滅ぼJさせられたのです。

平和の主は、イエス・キリストであり、このお

方が、人となり、肉体をとって十字架で購いの死

を遂げられたことによって、信じる者を一人の新

しい人、一つの体にしてしまわれることによって、

平和を実現なさるのです。

神の家族

読者の大部分が異邦人である教会員に向けて、

ユダヤ人パウロは、「あなたがたは神の家族J(19 

節)であると呼びかけ、神の民となっていると説

得します.主キリストのおかげです。

聖なる神殿

神の宮葉を語る者が真の神殿の土台とされる

(20節)0そればかりか、主イエス御自身も神殿の

一部と言われます。神殿の天井アーチを築きょげ

る最後の部分、それな〈しては崩れてしまうその

要石がキリスト御自身です。

黙想

私どもは今、キリストにおいて、神との平和を

得、キリストとの結合によって、キリストの体の

一部分になり、神を宿す神殿、神の民、家族と

なっています。それは教会員とされている自分の

姿に他なリません。当然のことですが、この神の

家族である教会に子どもたちも招かれているので

す.

子どもたちは、どのように教会を考え、感じて

いるのでしょうか.私どもの中に「平和Jを見て

〈れるでしょうか。(相馬伸郎)

円
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4月10日 「キリストの体なる教会」 カテキズム研究

カテキズム 子どもカテキズム問34

子どもカテキズム

問34 だれと歩むのですか。

答 私はひとりぼっちではありません。

私たち、神の民の祈りの家、キリストの体なる教会と共に歩みます。

参考教理問答 『ウエストミンスター信仰告白』第25章

キリストとの結合 それだけに、私どもが今、教会の交わりの中に

問30で、「神の患みはどのようにして与えられ おかれていることがどれほど幸いなことであるの

るのか」との質問に対して、「私たちを主イエス・ か。賛美、感謝せざるを得ません.

キリストと一つに結び合わせてくださることに

よってですJと答えています。主イエス・キリス

トとの結合こそは、私どもに与えられている「患

みの事態j です。これにまさる恵みはありません

し、この恵み以外からもたらされる祝福もありま

せん。「救いの事態」とは、主イエス・キリスト

どの交わり、主ヒーつに結ばれていることです.

キリストの体の一節分

キリストとの結合は、そもそも、御子なる神が

人ヒなられ、肉体をお受けになられたことに基礎

を持ちます.この肉体の十字架よの死そして三日

目の復活によって、私どもの救いは成就しました。

今、主イエスの肉体は、天にあります。地上には

ありません。しかし、先週のテキストで学びまし

た、「ニ人または三人がわたしの名によって集ま

るところには、わたしもその中にいるのであるJ

を思い起して下さ¥'0神の民の祈りの家である教

会は、キリストの臨在する家です。その家は、パ

ウロによれば、『キリストの体j です。キリスト

ヒの結合は、ここで、つまり、キリストの体なる

教会において現実化するのです。

その意味で、キリストの体なる教会から離れた

ところで、キリストとの交わり、結合が通常はあ

りえません。教会の交わりか.ら離れたところでキ

リストの救いのリアリティーを求めようとする企

ては、結局、主観的、観念的、神秘的にならざる

を得ません.

洗礼入会式、聖餐の礼典

聖化の歩みは、具体的には、洗礼(入会式)か

ら始まります。もちろん、洗礼に至るまでに、教

会の交わり(主目礼拝式を中心として、諸集会、

学び合、キリスト者との個人的な交わりなど……)

が不可欠です。横道にそれますが、洗礼入会志願

者は、これまでの歩みを振り返リ、「教会なくし

て自分の救いはありえなかった.これからは、自

分もまたキリストの体の一枝として、教会の形成

に参与したもリとの志と確信が与えられるまで学

びを深めることが必要です.

洗礼は、キリストの御体に加えられることを確

証する礼典です.聖餐はキリストの御体にあず

かっていることを確証、更新させられる礼典です.

いずれも、キリストの御体との結合を示します.

いずれも、キリストの体なる教会を教会たらしめ、

形成する恵みの手段です。

黙想

契約の子は、自分が既にキリストの体の一部分

とされている神の民であることを礼拝の体験(特

に説教、そして祈祷によって)と分級の体験に

よって、体感し、受け入れることができているで

しょうか。地域の子に、どうすれば、私ども教師

が、キリストの体の一部分であることを見せられ

る で し ょ う か 。 ( 相 馬 伸 郎 )



4月10日 「キリストの体なる教会J 説教展開例

テキスト エフェソの信徒への手紙2章14節-22節

カテキズム 子どもカテキズム問34

(単元のねらい〕

私どもは、教会を挙げて、地域の子らへの伝道に取り組み祈ります。地域の子が、教会に来る。なん

という喜びでしょう。この聖なる奉仕に召された教師の存在ヒ役割はまさに重大です。私どもは、神が

送って下さった子らを、主イエスとその教会から一人も離れないようにと、全力を注いで取り組みたい

と思います.子どもたちと教師の関係のイメージは、「牧師・先輩・友達・兄弟Jが絡み合ったもので

す。ここでのアプローチは、 fあなたは『わたしたちキリストの体』の一部分であって、一緒に信仰の

道を歩もうね」と、道を示し、励ます、ひとりの先輩の兄弟です。また、集って〈る子どもたちどうし

が互いに祈りあい、励ましあうことが、日曜学校の拡大に、何よりもその形成のためには不可欠です.

日曜学校が(ここでは特に分級の交わり)、主キリストを中心にした交わりとなることを目指してまい

りましょう。

『イエスさまの健と健定ちの傭』

今日のカテキズムは、先週と同じです。聖化の

歩みについて学びました。イエスさまを信じてい

る僕たち私たちは、神さまの子どもらしくイエス

さまに似せられて、神さまに愛されている喜びの

うちに神さまを愛して歩んでいるのです。そのと

き、僕たち私たちは一人ぽっちでは歩んでいない

ということ、神さまを信じている人たち、神さま

の子どもたち、神さまの民としていただいた教会

の仲間たちと一緒に歩いているのです.そして、

教会と一緒に歩むことはイエスさまと一緒に歩〈

ことです.皆さんと一緒に、今日もイエスさまを

礼拝できることを心から感謝しています。

教会は、とても不思議なところです.い〈つも

不思議がありますけれど、その一つは、イエスさ

まの教会は世界中に広がっているというこどです。

僕たち私たちの00教会だけではなし隣の00

教会があって、今日も、日曜学校に通ってきてい

ます.日本中で、今、日曜学校が行われていると

思います.しかも、日本だけではな〈、肌の色の

黒い人、白い人、黄色い人が集っています.しか

もそのような人たちもイエスさまによって、一つ

につながっているのです。世界中には、数え切れ

ないほどの教会とイエスさまを信じるキリスト者

がいます.けれども、イエスさまによって、みん

な一つの教舎の仲間なのです。

僕たち私たちの教会には、赤ちゃんからおじい

ちゃん、おばあちゃんまでいます。日曜学校の分

級では、学年別に分かれるけれど、教会には、男

の人と女の人、赤ちゃんも年をめされた方も、皆

一緒に、神さまを礼拝します。そして、皆が神の

民です。神さまの家族なのです。血もつながって

いないのですが、皆が家族なのです。

一番最初の教会は、ユダヤ人とそうでない人た

ち、つまり、僕たち私たちのような人たちが一緒

に礼拝を始めました。これは、それまでのユダヤ

人では考えられないことです。ユダヤ人は自分た

ちだけが神さまに選ばれている民と考えて、ユダ

ヤ人以外を異邦人と言って、ずーと軽蔑して来た

のです.ところが、ユダヤ人のイエスさまは、十

字架にかかって、死んでお建りになられたことに

よって、イエスさまを信じる人はユダヤ人でも異

邦人でも誰でも皆、神さまの民と Lて下さったの

です.だから、今日の御言葉で『キリストはわた

したちの平和でありますj どありました。イエス

さまを信じる人どうしは同じ神の民なのです。

それなら、天のお父さまは、どのようにして僕
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たち私たちを神さまの民にしてしまわれたので

しょうか.それは、今日の暗唱聖句にありました。

「イエスさまの体なる教会Jに加えることによっ

てです.イエスさまを信じる人はイエスさまの体

である教会の一員になるのです。

教会がイエスさまの体だって言うのは何か不思

議な感じです。みんなの中には、赤ちゃんのとき

に洗礼を施されたお友達がいます。洗礼というの

は、イエスさまと一つにさせていただいて、正式

に教会の一員、メンバーとなることができる「礼

典Jです。洗礼を受けていないお友達も、お父さ

んやお母さんが理解して〈れて、洗礼を受けられ

たらとても婚しいです。その日が与えられるよう

にお祈りしましょう.でも、洗礼を受けていない

今でも、イエスさまを信じているなら、イエスさ

まと一つに結ばれています.その人は、既にこの

教会の仲間です。後になって、大き〈なったら洗

礼を受けることによって、今は目に見えないけれ

ど、そのときが〈れば、明らかになります。

イエスさまを信じている人は皆、イエスさまと

一つに結ばれているのです.先生ももちろんイエ

スさまを信じていますから、イエスさまの体に

よって、みんなと一つになっているわけです。イ

エスさまのおかげで、皆と一つになって、礼拝を

捧げることができるのです。神の家族です。心か

ら感謝しています。

最後に、今日の御言葉で、教会のことを「神

殿J、建物と呼んでいます。その建物の一部分が

僕たち私たちなのです。しかもイエスさまもその

一部分であるというのです。その一部分は、一番

大切な一部分で、それなしには、建物が崩れてし

まう部分、アーチ型の天よの一番上の部分にたと

えられています。イエスさまによって、お互いが

支えられているのです。

イエスさまが一番大切な部分ですが、建物の一

部分は、僕たち私たちなのです.ですから、皆で

励ましあって、この建物を築いてゆきましょう.

そのために、休まず、日曜日に礼拝を捧げてゆき

ましょう.休んだお友達のためには、お祈りしま

しょう。この中の一人でもいなくなったら、建物

は崩れてしまうかもしれません。それほど、僕た

ち私たちは、イエスさまに必要とされています.

お互いに必要なのです。(相馬伸郎)

〔今週の暗唱聖句〕 エフェソの信徒への手紙 l章23節

教会はキリストの体であり、

すべてにおいてすべてを満たしている方の満ちておられる場です。



幼稚科4月10日 「キリストの体なる教会」

〈ねらい〉

・教会は f体Jや「建物j といわれる。わたした

ちそれぞれが体や建物の一部としてイエス械や

お友だちとつながっている.

・わたしたちはみんな神様の家族である。

〈展開例〉

先週も少し話しましたが、今日も『教会って

なーんだJをみんなで考えてみましょう.

教会には、イエスさまが骨子きで、イエスさまに

愛されている人がいます.赤ちゃんからお年寄り

までいますね。教会は、みんなが神さまの家族な

のです。

**ちゃんは時々おじいちゃんの教会に行〈こ

とがありますね。何という名前の教会ですか?

その教舎の人たちも、閉じ神さまの家族です。

では、外国はどうでしょうか? イエスさま

の教会は世界中に広がっていますから、神さまの

家族もこの教会や日本だけではなし世界中にい

るのです.世界中にいるイエスさまを信じる人は、

みんな一つの教会の仲間・神さまの家族なのです。

今生きている人だけでな〈、昔生きていた人、

これから生まれる人も同じーっの教会の仲間・家

族なのです。面白いし、うれしいことですね。

もう一つ面白い話しがあります。教会は、私た

ち一人一人が、窓だったりとぴらだったりするお

家なのです。そのお家の一番大切なところ、無く

なると、お家が分解してしまう一番大切なところ

がイエスさまです。教会というお家をイエスさま

がしっかリまとめてくださっているのです。

イエスさまは、僕たち私たち一人一人をとても

大切にします。そして、『あなたはみんなにとっ

て大切ですよ。みんなもあなたのことが大切です

よj と教えています。ですから、休んだお友だち

のためにお祈りしたり、けんかしたお友達と仲直

りしたり、お友だちにイエス様のことを教えてあ

げたりしましょうね.それはイエス様にとても喜

んでもらえることです。

〈お祈り〉

・わたしたちに教会学校のお友だちをくださって

あ'Jがとうございます.

・神様の家族を守ってください.

・教会学校にもっとた〈さんのお友だちが集まり

ますように.

女きょラかいどラをつくっτみよラ 1"*
や恥

画用紙などに A4程度に拡大、外

枠にそってカットし折り曲げ、屋根

を載せます.

・この会堂でどんなことが出来るか

話し合う.

(札拝・祈り・交わりなど)

・また、会堂でな〈ても出来ること

3
4
j
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4月10日 「キリストの体なる教会」 小学科下級

〈聖書のお話を確認してみよう〉

①イエスさまが来られたとき、周りにいた人たち

はみんな仲良〈していたでしょうか?(→して

いなかった)

②そのような人たちは、イエスさまのことをどう

しましたか?(→十字架にかけた)

③でも、イエスさまは十字架によって私たちに何

をしてくれましたか?(→神さまとの和解・仲

直りをさせてくださった)

④それだけでしたか?(→周りの人たちとも仲直

りでき、教会の一部にしてくださった)

〈考えてみよう〉

聖餐式を見たことがあるでしょうか。大人の人

たちが食べているパンとぶどう酒は何のことだと

言われていますか。キリストの体と血です.イエ

スさまを信じるということは、イエスさまの体を

食べて、イエスさまと一つになるのです。平〈食

べてみたいでしょうか。そのために、 しっかり聖

書のお話を学びましょう。でも、まだパンを食べ

られなくても、もうイエスさまを信じて教会に来

ている人は、イエスさまに食べられているという

ことができます.教会はキリストの体だからです。

信じて教会にいるということは、イエスさまのお

〈カテキズムの内容を確認してみよう〉 腹の中にいて、イエスさまの体の一部になってい

①イエスさまを信じるとき、私たちはイエスさま るようなものです.礼拝のとき、私たちはイエス

とどのようになりました?(→一つに結ぼれた) さまの中にいるのです。

②イエスさまと一つにされたなら、みんなの体は

誰のものですか?(→イエスさま)

③それではイエスさまの体は誰のものですか?

(→私たち)

④イエスさまを信じる教会は、何と呼ばれていま

すか?(→キリストの体)

ーよご』\・岳、~/
、~\.) u 7¥ 

〈一緒に祈るう〉

天の神さま.イエスさまの体である教会に来る

ことができてありがとうございます。イエスさま

がいつも一緒にいてくださつでありがとうござい

ます。イエスさまのお名前によってお祈リします.

アーメン。

G 



4月10日 「キリストの体なる教会」 小学科上級

〈ねらい) 0そんなに違いがあっても、共通することは?

・地上の教会がもっ世界的なつながり、成員の多 (イエス様を信じること)0 (教会)につながっ

様性(人種、民族、年齢、賜物の違い)があり ていること。だから、(キリスト)につながつ

ながら、それらの遣い・隔てを超えてキリスト ていること。

の体としてひとつとされていることに目を向け

させる。

・自の前にある各個教会だけでなく、世界中の多

様な人々が、キリストにおいてひとつとされて

いるという広い視野を持つこと。特にキリスト

者が少数である日本においてこの視野を持つこ

とは励ましとなるはずである。

・キリストにおいてひとつとされたお互い(生徒

同走、教師と生徒、教会員)が励ましあって、

教会生活を生涯続けるように勧める.

〈展開例〉

考えてみよう。

O教会はこの( )教会だけですか.日かにもあり

ますね。知っている教会の名前を挙げてみよう.

それ以外にも、世界中に教会はありますね.私

達が実際に会ったことのあるクリスチャンはそ

んなにた〈さんではないかもしれません。みん

なのクラスでも、教会に行っている人よりも、

行っていない人の方が、ずっと多いでしょう.

でも、世界中に教会があって、そこにクリス

チャンがいるのですね.

O世界の教会にはどんな人がいるでしょう。いろ

んな人がいますね.遣いを考えてみよう.

(園、民族、年齢、職業、賜物等々)

o r教会j のことをほかに何といいますか.

(キリストの体)。

0暗唱聖句を覚えよう。

エフェソの信徒への手紙 1章23節。

0私達も、教会につながっているから、同じ(イ

エス様)につながっていることがわかるのです。

だから、ここにいる一人一人が(キリストの体)

といわれる教会をつ〈っているのです.あなた

も、大切な一人です。これからも、イエス様に

つながる教会に、ずっと一緒につながっている

ように、日曜日には礼拝をささげていきましょ

う。友達もさそいましょう。

〈祈り〉

神様、私達は世界中の教会の人たちと、イエス

様を信じることによって結ぼれています.どんな

に遣いがあっても、同じイエス様を信じる教会の

仲間です.これからも私達が、キリストの体であ

る教会につながり、世界中の教会の人たちと一緒

に、イエス様に結ぼれていきますようにお祈りし

ます。



4月10日 「キリストの体なる教会J 中学科

【目標】

自分自身がキリストの体である教会の大切な一

部分であることを知る。

①説教を深めるために

Q. 説教を聞いて新し〈発見したことは?

Q. わからなかったことは?(分級では教師が

一方的に教えるのではなく、ここで出された

生徒の疑問を大切にしながら進めてゆけるな

らば理想的である)

②改めて御言葉に取り組む

→エフェソの信徒への手紙2章14節-22節を生

徒と読む。

【ポイント】

すべてのものを良〈お造りになった神様は、た

だひとつ、「人がひとりでいるのは良くないJと

言われました.この神様を信じた人は、その人自

身、神様のものであり、その人個人のものではあ

りません。神様と結び付いた者は、キリストを頭

とした器官になるのです。教会とは、救われて神

様と結びついた信仰者が、互いにキリストにあっ

て一つにされる場です。教会とは建物のことを指

すのではなく、このキリストの体の交わりを指す

のです。神の栄光をあらわすことが私たちの人生

の目的であるならば、私たちはキリストの体の器

官ですから、その体の一部として、その本体につ

ながっている必要があります。体を離れて、切り

落とされてしまった指やつま先には、どんな働き

も期待できません。教会の一員となる。教会につ

ながって生きるということは、私たちキリスト者

の生命に関わることなのです.そしてそのキリス

トの体である教会そのものも、その体の一つのか

けがえの無い大事な器官である、あなたを必要と

しているのです。

③生徒と一緒に考える

→まず教師自身にとって「キリストの体なる教

会j とは何か?それを生徒と分かち合う。

Q.疑問は解けましたか?

④御言葉を生徒が自ら自分の日常に適用できるよ

うに導〈

Q. 自分の体を見ながら、地味なところ、派手

なところ、関節などのな〈てはならないとこ

ろを確認。また必要でないところはあるか?

首からよの部分(つまり頭であるキリスト)

が持つ意味、成長する、補い支え合うとはど

ういうことか?等を考えてみる。

Q. これからの一週をどんな一週間にしたいで

すか?

⑤祈り

私たちがキリストの大切な体の部分部分とされ

ていることの感謝。体全体を生かすために自分に

与えられている役割を知り、果たすことができる

ように。なお体に必要な部分としての新しい信仰

の友や、体そのものの成長が与えられるように。



4月17日 「再臨の約束j

テキスト 使徒言行録 1章6節-11節

1.弟子たちの質問

この箇所は主イエスと弟子たちの最後の会話が

記されている箇所です。そのロ火を切ったのが6

節にある弟子たちの質問でした.弟子たちの質問

はダピデ王のような統治者による、イスラエルの

復興についてであったのです。つまり、イスラエ

ルを回復してくれる地上的メシアが来ると思って

いたのです.

2.時間と空間を支配される神

弟子たちのこの思いに対して主イエスはニつの

点で修正をし、新たな使命をお与えになります.

修正されるべき第一の点は時に対する弟子たち

の関心です.時を支配するのは神様であって、神

様だけがこの世の終わりまでの期間と最後の出来

事が起こる「この時Jを決定なさるのです。です

から人聞がその最後の「時』を詮索したり、前

もって知ろうとしたりすることは、単なる好奇心

であり、まった〈無意味なことなのです。

主イエスが修正なさった第二の点は、空間的な

広がりについての視点です.弟子たちの視点はユ

ダヤというひとつの民族に限定された非常に狭い

ものだったのです。その視野を世界に広げるので

す。その広がりは宣教の広がりによって示されて

います。つまり、神様の御支配は時間的広が IJと

共に空間的な広がりを持っていることを明らかに

しているのです。

このニ点を明らかにして、主イエスは弟子たち

にひとつの使命を与えておられます.それは神様

から示された領域において、福音をあまね〈述べ

伝えるという使命なのです。この福音の前進こそ、

神の国の到来に資する業なのです。

3.昇天

主イエスは時間と空間に対する正しい理解を通

聖書研究

して、新しいひとつの使命をお与えになって、弟

子たちから離れていかれます。その昇天の出来事

は天によげられ、婁に疲われて見えなくなるとい

う仕方において起こりました。雲は聖書の中で神

の臨在の象徴として用いられ、また天に属するも

のと地上のものから見えなくするものとして現れ

ます.このようにして、弟子たちに主イエスが天

に属するものであることを明らかに示したのです。

弟子たちが天を見上げていると天使が現れます。

天使は天とこの世が接触する場所に現れ、特に救

済の出来事の決定的なときに現れます。このとき

に神様の歴史への介入が明らかに語られるのです。

4.再臨の予告

このとき弟子たちは、主イエスの昇天は最後の

別れであると考えていたでしょう。ですから、主

の昇天は彼らにとって、(天を見上げている時は)

まだ希望ではなかったのです。しかし天伎は弟子

たちに、この昇天こそ、同じ有様で再び主が来ら

れる主イエスの再臨への予告であると伝えるので

す.つまり昇天は、永遠の別れではなし主が再

び来られることを待ち望むことのはじめであり、

再臨につながる患みのときであったのです。

この、昇天によって明らかにされた再臨の時期

について早いか遅いか、まった〈記されていませ

ん。しかし、確実に起こることとしてここに示さ

れているのです。

この希望が示されたのですから、弟子たちは天

を見上げ、惑しんでいるのをやめ、希望を持って、

与えられている使命をなしていくべきなのです.

そして、現在の教会は再臨に向かつて力強〈希望

を持って歩み、弟子たちに与えられ、今私たちに

与えられている使命を全うしなければならないの

です。(春名義行)
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4月17日 「再臨の約束」 カテキズム研究

カテキズム 子どもカテキズム問35

子どもカテキズム

問35 どこを目指して歩むのですか。

答 イエスさまが再び地上に来られる再臨の目、

天の国を目指して、歌いつつ歩みます。

ウエストミンスター小教理問答

問28 キリストの高い状態とはどの点にあるか。

答 キリストの高い状態とは、

彼が三日目に死人の中からよみがえられたこと、

天に昇られたこと、父なる神の右に座しておられること、

また終わりの日に世を裁くために来られることである。

参考教理問答 『ウ大教理』問56、『ハイデルベルク』問52

〈再臨〉

聖書はキリストの高い状態は復活・昇天・着座・

再臨であると教えています。再臨はこの高い状態

の頂点です。聖書は、一度救い主としてこの世に

来られた主イエスが、同じこの世に来られると語

ります。しかし、初臨の時、キリストは僕の姿を

とって来られましたが、終わりの時には義を持っ

て世を裁かれる裁き主として再びこの世に来られ

るのです.その裁きのために主イエスは御父より

すべての権能と裁きを与えられているのです。

〈再臨のときを目指す歩み〉

このすべての権能と裁きとを与えられた主イエ

スの再臨は、わたしたちにとって、最大の希望で

す。なぜなら、再臨の約束によって私たちは主の

裁きを通して新天新地へと招きいれられることを、

信仰によって確証しているからです.その裁きの

座でわたしたちは裁き主である主イエスによって、

神様の御前に無罪を宣告されるのです。すべての

人は、この再び来られる裁き主のみ前で、自らの

思いと言葉ヒ行いの申し聞きをしなければならな

いのです。その時、主イエスを信じるわたしたち

は、キリストにあって神様の御前に義と承認され

るのです。このとき義とされる者たちはホ遣の命

に入れられ、主の御前から来る満ち足りた喜びと

慰めとを受けるのです。

わたしたちの地上の歩みは、罪の残りかすゆえ

に、不義に苦しめられ、罪に悩まされるものです。

しかし、主イエスを信じるものとされ、神様の義

を求めて生きてきた信仰者の歩みを主はかえりみ

てくださ1)、信仰者を祝福してくださるのです.

このとき私たちの罪は完全に取り除かれ、神様の

御前に正しいものとされるのです。わたしたち信

仰者はこの最後の祝福のときを目指して歩いてい

るのです.

わたしたちは主イエスが再び来られる再臨の目

を目指して、そのときを待ち望みつつ喜ひ.の希望

を持って歩むことができるのです.ですから、こ

の再臨への信仰こそ私たちの慰めとなり、励まし

となり、主に従う道を歩むことができるのです.

(春名義行)
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4月17日 「再臨の約束J 説教展開例

テキスト 使徒言行録 l章6節-11節

カテキズム 子どもカテキズム問35

(単元のねらい〕

何の希望が持てないようなときにも、主が再び来てくださるという希望を持って歩むことができるよ

うに導<0 

『主は再び之られる』

みんなのクラスで、お友達が転校して行ったと

か、どこかから転校して来たっていうお友達はい

るかな。先生は転枝をしたことがあります.転校

をすると、今まで仲の良かった友達と離れ離れに

なってしまいます。先生が転校をしたのは小学校

4年生のときだったから、前の小学校にいた友達

とはもう会うこともできません.転校して友達と

別れ別れになってしまうのはとても悲しいことさ

びしいことでした。みんなはそんな経験をしてい

るか分からないけど、もう二度と会えないと分

かっていてお別れをするのはとても悲しいことで

す。

でも学校で一日の授業が終わって、別れるとき

とか、一緒に遊んだリしたあと別れるときってど

うかな? 寂しいかな? rもう少し遊んでいた

いなJとか、『もう少しおしゃべりをしていたい

なj って思って寂しいなと感じることがあるかも

しれません。でも、そのお友達ともうニ度と会え

な〈なるとは思わないよね.また明日学校に行け

ば会えるって思うよね。そして、明日友達と何し

て遊ぽうかなとか、明日どんなおしゃべりをしょ

うかな、なんて考えるんじゃないかな? 明日、

同じお友達と会えるって分かっていたら、明日に

なるのを楽しみに待てるんじゃないかな?

じゃあ、何で遠〈に行ってもうニ度と会えない

お哀遣と別れるときは寂しかったり、悲しかった

りするのに、何で、明日会えるお友達と別れると

きは、そんなに寂し〈ないんだろうね? そう、

それは、明日になればまた会えるからだよね.ま

た会えるって分かっていたら、また会えるのを楽

しみにして待つことができるよね。

今日の聖書の箇所はイエス様が、弟子たちのと

ころを離れて天国によって行かれたときのお話で

す。

イエス様は私たちの罪のために十字架にかかっ

て死んで〈ださり、墓に葬られて三日目によみが

えられました.その後40日間弟子たちに何度も現

れて〈ださいました.でも、復活のイエス様は

ずっとこの地上に弟子たちと一緒にいて〈ださる

わけではありません。イエス様は天国に帰らなけ

ればいけないのです。

いよいよその日がやってきたのです。イエス様

はその目、弟子たちに「イエス様が人聞のために

神様から送られた救い主であることを伝えなさ Lリ

ヒ、弟子たちのこれからしなければならないお仕

事を与えて、天に昇っていかれました。イエス様

は天によげられて、雲に覆われて見えな〈なって

しまったのです。イエス様は父なる神様のみもと

に帰って行ったのです。

弟子たちは、イエス様がよって行かれたところ

をじっと見つめています。きっと弟子たちはこの

とき、イエス械とはもうニ皮と会うことはないだ

ろうとがっ〈りと肩を落とし、悲しみの中で天を

見上げていたのでしょう。

その時、突然天使が現れて「ガリラヤの人たち、

なぜ天を見よげて立っているのか。あなたがたか

ら離れて天に上げられたイエスは、天によげられ

るのをあなたがたが見たのと同じ有様で、またお

いでになるj と言ったのです。
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どういうことだろうね? ここで天使が言っ

たのは、「イエス様がもう一度この地上に来てく

ださいますJという約束なのです。もう二度と会

えないと思っていた弟子たちに、またイエス様は

来られるのですよ、また会えるのですよと言った

のです。

そのことを知った弟子たちは、もう上のほうを

眺めているわけにはいかないのです。もう一度イ

エス様が来てくださる目に向けて、希望を持って

イエス様から与えられた働きを一生懸命しなけれ

ばいけないのです。

このイエス様がもう一度来てくださる約束の目

がカテキズムに書いてあった再臨の日です.この、

イエス様がもう一度来てくださる日は、イエス様

を救い主と信じる人たちにとってはとっても婚し

い目、喜びの固となります。それはなぜでしょ

う ? それはイエス様がみんなのためにもう一

度この地ょに来てくださるからです.でも今度イ

エス様が来るのは、この世を裁くためだといわれ

てます。でも、イエス様を信じる人にとっては、

これは怖いことではありません。イエス様を信じ

る人は、このとき、イエス様が神様の子として選

んでくださった人全員に間違いなくイエス様ゆえ

に救いが与えられるのです.だから、最後の裁き

の目、イエス様がもう一度来てくださる再臨の目

は怖い日ではないのです。だから、私たちはわく

わくしながらその日を待つことができるのです。

しかも、その日は私たちから遣いところによっ

て行かれたイエス棋が、私たちを完全に救うため

にもう一度来てくださる目なのです。イエス様は

私たちにもう一度会ってくださるためにこの世に

来てくださるのです。

イエス様がいつ戻ってこられるかは、天のお父

さまだけが知っていることです。私たちはもう一

度来てくださるイエス様を信じて期待して待って

いれば良いのです。

イエス様は今、目に見ることはできません.そ

れはイエス様が天に昇られたからです。でも私た

ちにはこのイエス械が私たちにもう一度会うため

にもう一皮来てくださるとの約束をしてくださっ

ているのです。人.聞はどうしても約束を守ること

ができないとさがあります.でもイエス様は約束

を破る方ではありません。ですから、みんなはイ

エス様の約束を期待して待っていたらいいのです。

イエス棋がもう一度この地ょに戻ってきてくだ

さる.それはみんなに約束されている神様の約束

です.神様は約束を守ってくださいます。だから、

私たちは神様の約束に期待して待っているのです.

でもどのように待てばいいのでしょうか?それ

は天の父なる神様が待っていて〈ださる天の国を

目指して、そのときを待つのです.しかも、どん

なときでもこの約束は変わりませんから、神様を

褒め称える賛美の歌を歌いながら、イエス様が再

び来て〈ださる約束の目、再臨の日を待つのです。

この約束を信じていくとき、みんながどんなに苦

しいときでも、どんなに悲しいときでも、この変

わることのない希望の中を歩んで行くことができ

るのです春名義行)

〔今週の暗唱聖句〕 使徒言行録 l章11節後半

あなたがたから離れて天によげられたイエスは、

天に行かれるのをあなたがたが見たのと閉じ有様で、またおいでになる。
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4月17日 「再臨の約束J

〈ねらい〉

クリスマスにお生まれになり、十字架上で死な

れ、三日目に生き返られて天に帰られたイエスさ

まは、必ずもう一度みんなのところに来られるこ

とを信じる。

〈展開例〉

三織のヒロちゃんとおじいちゃんはとっても仲

良Lです.おじいちゃん大好き!というお友達

いますか? そうね、おじいちゃん好きよね。ヒ

ロちゃんとおじいちゃんは少し離れた所に住んで

いるので、時々しか会えません.

ママとスーパーに行って、ジュース買って!と

言って、ママがダメって言うと、いつもなら「イ

ヤダ、イヤダJと泣くんだけど、「もうすぐおじ

いちゃんに会えるよ」と言うとすぐ泣き止んで我

慢できます。それ位おじいちゃんが好きなんです。

どうしてかと言うと、おじいちゃんもヒロちゃん

のことが大好きだと知っているし、ヒロちゃんの

女折り舗で穫を指各ラ 1女

幼稚科

好きな物も知っていてお土産に持って来て〈れる

んです。ヒロちゃんの大好きな物は電車のおも

ちゃです.

イエスさまは、みんなのことをおじいちゃんよ

りももっともっと大好きなのって知ってる?

ほんとなのよ。イエスさまは、天にお帰リになる

とき、「また来ますよJとおっしゃいました。イ

エスさまはお約束を必ず守られるお方です。だか

ら必ずいらっしゃいます.そのとき、 00ちゃん

大好き!と言って抱いてくださるでしょう。「イ

エスさまを信じていい子だったねJと誉めて頭を

撫でて〈ださいます。ずっとイエスさまを信じる

子でいましょうね。

〈お祈り〉

ちちなるかみさま、イエスさまがまたきて〈だ

さること、ほんとにありがとうございます。みん

なでまってます。大好きなイエスさまのおなまえ

によって、アーメン.

‘ゐ花， .. 周丸事るもの:祈リ軌はさみの7
eoトア毛-Jレ

司-， 
曲、 .1"司事膏司‘

4 ~Iヨ，)-
g置&1ヲτb
"/1¥ イ町陣t:t，・

φ祈ゾ料!2，祈リb"S @さらlミ半づ6.¥ザ『ゐ ②切，l:.14事 è~""ト
わi1T1'ミ怜

B C叉
担 ⑤ 2組作.;r~胡τ貼り @ロI~ cLt:;-六時

@紫色朋れ判決たむ
合わ也£守

3ぎ
O入園、年中・年長への進級と、それぞれに環境が変化している時期です。どういう心境でいるか、何

か問題を抱えていないか、生徒のために祈るためにも一人一人に様子をさりげな〈聞いてみましょう。

そして自分への進級のお祝いにお花を作りま Lょう.ひとりにひとつでも何個でも自由に。
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4月17日 「再臨の約束」 小学科下級

〈聖書のお話を纏認してみよう〉

①弟子たちの前で、イエスさまは何に夜われた?

(→雲)

②雲に覆われて、どこに行かれた?(→天)

③もうイエスさまにお会いすることはできないの

でしょうか?(→できる)

④どうして会うことができる?(→イエスさまが

もう一度来てくださるから)

〈カテキズムの内容を砲寵してみよう〉

①イエスさまがもう一度地上に来られることを何

という?(→再臨・さいりん)

②イエスさまは何をするために来られるのです

か?(→さぱ〈ため。信じる者には救いを与え

るため)

③イエスさまを信じる者にとっては、再臨はうれ

しいことですか?(→うれしいこと)

'‘¥ 

〈考えてみよう〉

お友達と一緒に会って遊ぶ約束をすることがあ

るでしょう。でも、その約束を破ってしまったこ

とはないでしょうか。あるいは、約束を破られた

ことはないでしょうか。会えると思っていたのに

会えないのはさびしいことです.でも、イエスさ

まは決して約束を破られないお方です。イエスさ

まは、もう一度私たちに会いに来ると約束してく

ださいました.

〈ー績に祈るう〉

天の神さま.イエスさまが私たちのところに来

て〈ださるという約束を感謝します。イエスさま

にお会いできる目を楽しみにして過ごすことがで

きるようにして〈ださい。イエスさまのお名前に

よってお祈りします.アーメン。
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4月17日 「再臨の約束」

〈ねらい〉

キリスト再臨が、救いの完成の時であること、

従って期待して待つことのできる喜びの時である

ことを明示した~'0主イエスに結ばれた者にとっ

て、聖書の教える終末が、破壊的なイメージで考

える終末とは違う事を生徒たちが知ることは重要

なことであろう。そのためにもキリスト再臨の約

束を心に刻むときとしたい.

〈展開例〉

考えてみよう。

0イエス様が天に昇られたとき、弟子たちは天を

見よげていました。イエス様は見えな〈なりま

したね。そのとき、御使いが弟子たちに話した

約束があります。どんな約束だったでしょう.

「あなたがたから離れて(天)によげられた

イエスは、(天に行かれるのを)あなたがたが

見たのと(同じ)有様で、(またおいでになる)Jo

O暗唱聖句を覚えよう.

使徒言行録 1章11節後半。

0約束された目は、いつ来るのでしょうか?

(いつ来るかは私たちには知らされていない

から分からない0) マタイ福音書25章13節。

0私達にとってキリスト再臨は、どんな目になる

のでしょうか。

①再臨は審判の時でもある。だから私達にとっ

小学科上級

て恐ろしい目。

②何も起こらないから意味のない目。

③私達の救いが完成する目。イエス様にお会い

し;祝福されて迎え入れられるとき。神様を寵

接見て喜ぶ。私達の考えが及ばないくらい大

きな喜びを味わう。

(もちろん正解は③、ウエストミンスター大

教理問答問90)。

O私達は再臨をどのように待てば良いのでしょう

か。

いつ来るかは分からな~'0でも神様が約束さ

れたことだから必ず来る。再臨は、私達の救い

が完成するときです。苦しみはなくなリ、イエ

ス様にお会いして祝福をいただくのだから、目

を覚まして楽しみに待つ.神様を賛美し、礼拝

し、神様に祈りながら、日々の生活をきちんと

して期待して待つ。マタイによる福音書24章42

節。

〈祈り〉

主イエス様、あなたが天にあげられたのを弟子

たちが見たのと閉じように、またおいでになるこ

とを信じます。そのとき私達は、イエス械から救

われていることがもっとはっきり分かり、祝福し

ていただくことを信じます。だからイエス様にお

会いする再臨を期待して待ちます。主イエス様、

どうぞ来て下さい。
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4月17日 「再臨の約束」 中学科

【目額】

キリストの再臨がなぜ私たちの目標であり、希

望であるのかを考える。

①説教を深めるために

Q. 説教を聞いて新しく発見したことは?

Q. わからなかったことは?(分級では教師が

一方的に教えるのではなく、ここで出された

生徒の疑問を大切にしながら進めてゆけるな

らば理想的である)

②改めて御言葉に取り組む

→再臨の祝福を先取りして掴んでおし当該箇

所に加えてヨハネの黙示録21章3節-4節を

生徒と読む。

【ポイント】

再臨時に与えられる祝福を理解しておくことな

しには、それを目標とすることは難し L、その時

何が起こるのかを御言葉から聞き知ることが、そ

れを目標、希望として生きる際に重要になる.再

臨の時、今は姿が見えない主イエスと私たちは再

会する。その時にはもう涙は必要ない.主イエス

の指が涙をぬぐってくださる。悲しみも嘆きも労

苦も、あの遊けがたい死もそこにはな~'0ホ遣と

思われる死は永遠ではなく、命こそがホ速に続〈。

私たちは刻一刻とその時に近づいている。新約聖

書最後の言葉は、「主は近いj とういう宮葉であ

る。その日は確実に近い。しかし一日一目を将来

に向かつて生きることは、一般には必ずしも希望

のあることとは捉えられていな~'0それは不確定

な未知の不安の中への突入であり、老人にとって

は衰えの歴史である。子どもにも子どもなりの、

明日に希望が持てない状況があるかもしれない。

けれども聖書は、私たちが夕暮れに向かうのでは

なく、夜明けに向かっていると語っている.私た

ちが今まで経験したことのないような夜明けがキ

リストの再臨と共に今来ようとしているのである.

朝は近い。

③生徒と一緒に考える

→まず教師自身にとっての「再臨Jとは?そ

れを生徒と分かち合う.

Q.キリストの再臨が待ち遣しいですか?そ

うは思いませんか?それはなぜですか?

Q. もし再臨がなかったら、どうなってしまう

でしょうか?考えてみましょう。

④御言葉を生徒が自ら自分の日常に適用できるよ

うに導〈

Q.再臨の時、あなたにはどんな素晴らしいこ

とが起こると思いますか?何か楽しみに思

えることがありますか?

⑤祈り

私たち一人一人に確かに与えられている再臨の

約束への感謝。その日を楽しみに待ちながら歩め

るように。

8
U
I
 



4月24日 「再臨に備えるJ 聖書研究

テキスト マタイによる福音書25章1-13節

主の再臨に備えるキリスト者に求められるのは、

「忠実で賢い僕 (24:45)Jの姿です。特に「賢いJ

準備について深めて語っているのが、この十人の

おとめのたとえなのです。

1.婚礼のたとえと再臨を待つ教会

当時の婚礼の祝宴についての誓えによってこの

教えがなされています。当時のユダヤの婚礼は花

婿がまず身支度を整えて、それから花嫁のところ

に友人たちと共にいきます。その花婿をまず迎え

るのが、花嫁の友人である「おとめ」なのです。

彼女たちはいつ花婿が来ても良いように、備えて

待っているのです。しかし、花婿がいつ来るかは

わからないのです.

この花婿はキリストを示し、おとめは教会を示

しているのでしょう。そして、神の国自体は祝宴

にたとえられるでしょう。その花婿が到着して、

祝宴が聞かれるのを待っているのが、この誓えの

十人のおとめなのです。宮い換えれば、キリスト

の再臨と神の国の到来を待っているのが教会であ

る十人のおとめなのです。

ここで十人を五人ずつに分けていますが、それ

を半分の信仰者は救いから落ちるなどという読み

をしてはいけません。これは、誰もが緊張を持っ

てよく自己吟味をして備えるという意味で用いら

れている数字なのです。

2.買いものの備えと愚かな者

ここで問題とされる備えは、肉体的な意味で

「目を覚ましているJということではありません。

このおとめたちは真夜中まで待たされていたので

す。十人のおとめはいずれも花婿の到着があまり

にも遅いために眠ってしまいます。

花嫁の友人たちが眠っているときに、不意に花

婿が到着し、先ぶれの花婿の友人たちが f花婿だ。

迎えに出なさ Lリとの叫び声をあげます。この重

大な瞬間を迎えたとき愚かなおとめたちは、油の

用意をしてなかったのです。一方賢いおとめたち

は、ともし火と共に予備の油を持っていたのです。

賢いおとめたちは花婿が来るときのために、慎重

な備えをしていたのです。これこそが、霊的な意

味で「目を覚ましているj ことです。

3.ともし火と油

ともし火は、おとめたちに花嫁の代理として花

婿を迎えるのに必要な資格を与えるものです。そ

れが、他の女たちと出迎えるおとめたちを区別す

る徴となるのです。つまり、ともし火はキリスト

者を他の人々から区別する徴としての信仰生活を

さしているのでしょう。それに対して油はともし

火を臓やす燃料です。信仰の火を燃やす力はとも

し火そのもの、つまり人間にはありません。信仰

のともし火を燃やす油はいうまでもなく、聖霊な

のです。

この信仰と聖堂はそれぞれ自分の分として与え

られているものです.ですから聖霊は他者に貸し

たり、分けたりすることできるものではないので

す。終わりのときが来てから油が切れていること

に気がついてももう遅いのです。その時がいつ来

るか分からないのですから、まだ十分に間に合う

昼間の内に油を手に入れていなければいけないの

です。つまり、今という時のうちに、教会生活と

信仰生活に励む中で、聖霊という油をいただき、

信仰の炎を消さないように備えることが勧められ

ているのです.最後のとき、再臨のときではもう

遅すぎるのです。(春名義行)
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4月24日 「再臨に備える」 カテキズム研究

カテキズム 子どもカテキズム問35

子どもカテキズム

問35 どこを目指して歩むのですか。

答 イエスさまが再び地上に来られる再臨の目、

天の国を目指して、歌いつつ歩みます。

ウエストミンスター小教理問答

問36 この世で義とすること、子とすること、聖とすることに伴い、

あるいはそれから出てくる祝福とはなんですか。

答 この世で義とすること、子とすること、聖とすることに伴い、

あるいはそれから出てくる祝福は、

神の愛の確信、良心の平和、聖霊による喜び、恵みの増加、

そして、それらの内にあって終わりまで竪〈保たれることである.

参考教理問答 『ウ大教理J79-83、『ウ信仰告白』第17章、『ハイデルベルクJ52 

〈型化の途上にある私たち〉 私たちが最後まで主に結ぼれて、神様に従った

聖化の歩みについて『子どもカテキズム』問33

で学びました.しかし、聖化はこの世にある聞は

未完成です。私たちのどの部分にも罪の残りかす

が残り続けるのです。ですから聖化は、その生涯

において追求し続けるべき問題であり、また、そ

の完成を目指すべき目標であるのです.この聖化

が完成されるときは最後の時なのです。

〈堅忍の恵み〉

先回のところで、神様の義を求めて生きてきた

信仰者の歩みを主はかえりみて〈だることを学び

ました。主が再び来られるとき、私たちは主のさ

ばきの前に立たせられ、一人一人神様の抑前に申

し聞きをしなければなりません。わたしたちは神

様から神様の義をよく求めて歩んだ信仰者として

認めていただかなければならないのです。

わたしたちの地上の歩みは、神様に義とされる

にふさわしいものでしょうか。神様の義をよ〈求

めたものと言いうるものでしょうか。私たちは神

様の御前に正しく歩むことができないのであり、

神様の義を十分に求めて生きてきたとは宮い難い

ものです。神様から離れることなし完全に神様

に従ったものとは言い得ません。もしこの裁きに

おいて、自分の行いが求められるのであれば、神

様の御前に義とされることはありえないのです。

ものとみなされるのは、私たちのカによるのでは

なく、神様の患みによるのです。神様はキリスト

にあって救いに選ばれた聖徒らを、必ず終わりの

固まで竪〈保たれるのです。

人間の救いの確かさは人間の行いによるのでは

なく、神様の一方的な選ぴと、主イエスの選ぴの

民のために成し遂げてくださった救いのみ業によ

るのです。サタンとこの世の誘惑、自分のうちに

残っている腐敗の優勢さのゆえに信仰の確信が弱

まるときもあります。しかし、神様の永遠の選び

の確かさは、私たち人聞の弱さ、不十分さによっ

て揺らぐものではありません.私たちの不十分さ

があってもなお、選びと恵みの契約ゆえに、私た

ちには主によって竪忍が与えられ、その道を歩み

通すことができるようにされるのです。それゆえ

に、再臨のときは私たちにとって、喜びと待望の

ときです。しかし、私たちはただ何もせずにその

ときを待つのではなく、キリスト者としてふさわ

しく歩みをしなければなりません。

この再臨のときがいつ来るかは私たちに知らさ

れていません。ですから、主の与えて〈ださる恵

みと確信の中でただ安心しているのではなく、主

がいつ来てくださっても良いように忠実な僕とし

ていつも目を覚まして備えるのです。(春名義行)
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4月24日 「再臨に備えるJ 説教展開例

テキスト マタイによる福音書25章1-13節

カテキズム 子どもカテキズム問35

(単元のねらい)

再臨のときを待ち望み、聖霊によって信仰の炎を燃やされて、常に備えることへと導<0 

『主が来られる時巴備える』

みんなは結婚式に出席したり、結婚式を見たり

したことがあるかな? もしその結婚式に花嫁さ

んとか、花婿さんが来なかったら、結婚式はでき

ないよね.だから、花嫁さんとか花婿さんが来る

まで、待たないとだめだよね。

今日の聖書の箇所はそんな結婚式の話です.昔、

イエス様がおられたユダヤの国の結婚式は、僕た

ちわたしたちが知っている結婚式とはちょっと

違っていました.ユダヤの国の結婚式はた〈さん

の人が来れるように、普通夕方から始められたそ

うです。花婿さんが自分の家で結婚式のためにき

れいな服を着て準備をします。その準備が終わっ

たら、花婿さんの男の友達と一緒に花嫁さんのお

うちに行きます.それは花嫁さんを迎えにい〈た

めなんです。花嫁さんは花婿さんがいつ来てもい

いようにやっぱりきれいな服を着て、準備をして

まっています.その花嫁さんと一緒に待っている

のが、花嫁さんの友達なのです。花婿さんが花嫁

さんの家に着〈と花婿さんの友達が大きな声で、

「花婿が到着したぞ 1Jと叫びます。その声を聞

いて花嫁さんの友達が灯し火を持って出て行って

最初に花婿さんを迎えるのです。そして、花婿さ

んは花嫁さんを連れて自分の家に行って結婚のお

祝いのパーティーをするのです。このとき花嫁さ

んの友達は自分の持っている灯し火で道を照らす

のです.花嫁さんの友達はとても大事な役目を

持っていたんです.そんな花嫁さんの友達が今日

の聖書箇所の主人公です。

ここに「おとめ」と呼ばれている十人の花嫁さ

んの友達がいます。この花嫁さんの友達は花婿さ

んが到着するのを待っています。でも、待っても、

待ってもぜんぜん来ません。最初はおしゃべりを

したりして楽し〈待っていたかもしれませんね。

でも、花婿さんはいつ到着するかは分かりません。

今だったら、携帯電話とかもあるから、電話やメー

ルで、何時ごろになるよって連絡ができたかもし

れません。でも今からニ千年以よも前の話です。

携帯どころか普通の電話すらなかった時代です。

連絡もできないのですが、当時はこんなことは普

通だったみたいです.でも、遅れでも普通は一時

間も待てば来るようなのですが、この花婿さんは

一時間待っても二時間待っても着きません。花嫁

さんの友達は待ちくたびれて、一人、また一人と

眠っていき、とうとう十人とも眠ってしまったの

です.

どれだけ眠っていたでしょうか、真夜中になっ

て、ようや〈花婿さんが到着しました.そして、『花

婿が到着したぞ 1Jと叫ぴ声が聞こえます.花嫁

さんの友達は慌てて灯し火の準備をします。

夕方ごろから花婿さんは来るはずだったから、

きっとみんな灯し火には油が入れてあったはずで

す。でも、夕方ごろから待っていたから、灯し火

をずっと点けていたことでしょう。花嫁さんの友

達が持っていた灯し火の油はずいぶんと少な〈

なっていたのです.灯し火は消えてしまっていま

した。

でもそのうちの五人は灯し火の油の予備をちゃ

んと持っていました。でも残りの五人は油の予備

を用意してなかったんです。そこで、油を用意し

ていなかった五人はほかの五人の人に、「私たち

の灯し火の油が少な〈なって、火が消えそうです。
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油を少し分けてくださいJと言いました。でも油

の用意をしていた五人は「分けてあげるほどはあ

りません。自分の分を買ってきなさ Lリヒ言うの

です.これは意地悪ではないんです.今みたいに

コンビニなんてないから、この時代夜中にやって

いる庖なんて普通はありません。でもこんなお祝

いがあるときだけは夜中も庖を聞いてくれている、

そんなお庖があったそうです。だから、買いに行

くことはできたのです。そこで、五人は油を買い

に出かけます。でも油を買いに行っている聞にお

うちの門は閉められてしまい、もう中に入れても

らえなかったのです。

これは、イエス様のなさったたとえ話です。た

とえ話というのは、何かを説明するときに誰でも

知っている出来事とかを使って説明するための話

です.つまり、ここでもイエス様は何かを説明し

ようとしているのです。それは、イエス様がもう

一度来られる再臨の時を説明しているのです。

このところで、花婿さんはもう一度この世に来

てくださるイエス様を表しています.そして、花

嫁さんは教会です。そして再臨を待っている姿が

花嫁さんの友達です。

イエス様は「その目、その時は、誰も知らないj

とおっしゃっておられます。つまり、イエス様が

もう一度来られる目がいつなのか、わたしたちに

は分からないのです。ただ神様だけがご存知なの

です。その神様がイエス様はもう一度この地ょに

来られますと約束してくださっています.ですか

ら、わたしたちはイエス様がもう一度来てくださ

ることだけしか知らないのです。イエス様がもう

一度来られるときは神様だけがご存知のことで、

わたし達が知る必要のないことなのです。

でもイエス様がもう一度来られるとは言われて

いるけれど、ちっとも来られないからといって安

心していてはいけないのです。イエス様は必ず来

られるのです.それは明日かもしれないし、何十

年、何百年先かもしれません。もし明日イエス様

がもう一度来られるときがきたとして、みんなに

準備ができてないから、もうちょっと待ってくだ

さいなんてことは言えないのです。

イエス様が来られるときになって油を用意して

ももう手遅れなんです。灯し火をもっている人だ

けがイエス様をお迎えすることができるのです。

この灯し火はイエス様を信じる信仰です。その信

仰の火を燃やすのには、本当に火を燃やすのに必

要な燃料がいります.信仰の火を燃やす燃料は神

様が与えてくださる聖霊です.わたしたちは聖霊

をいつもいただき、信仰の炎を燃やし続けなけれ

ばならないのです.この聖霊は人にあげたりでき

るものではありません。みんな神様から一人一人

に与えられるものなのです。だから、そのときが

来て慌てても、もう手に入れることはできないの

です。

わたしたちはそのときがいつ来てもいいように

御言葉を聴き、聖霊なる神様という燃料を与えら

れてイエス様がもう一度来てくださるときに備え

ま し ょ う 。 ( 春 名 義 行 )

〔今週の暗唱聖句〕 マタイによる福音書25章13節

だから、目を覚ましていなさい。

あなたがたは、その目、その時を知らないのだから。
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4月24日 「再臨に備える」

〈ねらい〉

主の再臨を待ち望む生活を励ます。

①csへの出席、②み旨を知 IJ、従うことへ励

まそう.

〈展開例〉

皆さんは、一人でお留守番をしたことあります

か? お兄ちゃんやお姉ちゃんと一緒になら、し

たことのあるお友達もいるかもしれませんね。そ

んな時お母さんが「帰って来るまでにおもちゃを

片づけておくのよJとか、「おやつを食べたあと

コップやお皿を流しに運んでおいてねJとか言っ

てお出かけすることがあると思います.そのほか

いろいろお約束をすることもあるかもしれません

ね.でも遊んでいるうちにすっかり忘れちゃって、

お母さんが帰って来た時、何にもしてなかったら

どうでしょう? rお片づけだって、お約束だっ

てできるのにがっかりJとお母さんは思うにちが

*-り鎗をしよう '*
0適当な大きさにコピーし、塗り絵をしましょう.

幼稚科

いありません。

イエスさまは、またみんなの所に来られますよ

と、この前おはなし聞きましたね.必ずこられま

す.そのとき、「ちゃんとお約束守っていい子で

したか?Jってイエスさまにたずねられたらど

うしましょう。「えっ、どんなお約束だったつ

け?J、ということになったら、イエスさまは

がつかりなさいます。教会にお休みしないで来て、

聖書のおことばを聞きましょう.そしてお祈りを

します.そうすれば、「はい、お約束を守ってイ

エスさまをお待ちしていました!Jって言えま

すよ。

〈お祈り〉

ちちなるかみさま、イエスさまが来られる時ま

で、かみさまのこと大好きな子でいられますよう

に@イエスさまのおなまえによっておいのりしま

す。アーメン。
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4月24日 「再臨に備えるJ

〈聖書のお話を確認してみよう〉

①ともし火を持った十人のおとめは誰を待ってい

ますか?(→花婿)

②真夜中に花婿が来たとき、みんなともし火の用

意ができましたか?(→できない人がいた)

③何がなかったのですか?(→油)

④油の用意をしていたおとめたちはどうなりまし

た か?(→花婿ヒ婚宴の席に入った)

⑤花婿、花嫁とおとめ、油とは何のことですか?

(→イエスさま、教会、聖霊)

〈カテキズムの内容を砲寵してみよう〉

①イエスさまがもう一度地上に来られることを何

という?(再臨・→さいりん)

②私たちはそのときを何もしないで待っているだ

け?(→いいえ)

③再臨のときまで、どのようにして過ごす?(→ 

天の国を目指して、歌いつつ歩む)

④それは例えばどういうこと?(→神さまを礼拝

すること)

ザ司'お

小学科下級

〈考えてみよう〉

お友達がもうすぐ家に遊びに来るというとき、

どうするでしょうか.何をして遊ぶか考える?

お菓子を用意しておく? 部屋をきれいに片づ

けておく? いろんな用意があります。それで

は、イエスさまをお迎えするときの一番大切な用

意は何でしょうか。それは、イエスさまを信じる

こと、そして、教会で神さまを礼拝しながら待つ

ことです。

〈共に祈るう〉

天の神さま。イエスさまが来られるときを、私

たちは楽しみに待っています.どうぞそのヒきま

で、私たちが教会で神さまを礼拝することができ

ますように。イエスさまのお名前によってお祈り

します.アーメン。

沼
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4月24日 「再臨に備える」

〈ねらい〉

キリスト再臨が、いつ来てもいいように、信仰

のともし火をともし続けること。そのために教会

生活を続けることを勧める。

〈展開例〉

考えてみよう。

O花婿を迎えることができなかった五人の女の人

たちは、何がいけなかったのでしょうか。

(花婿がいつ来てもよいように、予備の油を

用意していなかったこと。 2節0)

Oこのたとえで、花婿が来る時は、何を表してい

ますか.

(キリスト再臨の時)

0イエス様はいつおいでになるのでしょうか.す

ぐ来るのでしょうか。それともずっと先なので

しょうか。あなたには分かりますか。

(わからないo 13節)0

0私達はイエス様がいつ来てもいいように、どう

したらよいのでしょうか。

①いつ来るか分からない。今すぐ来るかもしれ

な~'0だから今やっている事は意味がない。

落ち着いている場合ではない。学校も、勉強

も、習い事も、みんな止めてもかまわない.

小学科上級

②いつ来るかわからないのだから、考えても仕

方がない。だから考えないことにする。今が

楽しければよい。

③信仰の火を燃やす油は聖霊なる神様です。聖

霊なる神様が、私達の信仰を守って下さるよ

うに祈る.そして、日曜日には教会に来て礼

拝し、お祈りや賛美をする。骨自の生活をき

ちんとしながら、イエス様の再臨のことをい

つも忘れないようにする。

①でも②でもなく、③のように過ごしましょう。

0暗唱聖句を覚えよう。戸を出して読んで覚えよ

う。

「だから、目を覚ましていなさ L、。あなたが

たは、その目、その時を知らないのだから。jマ

タイ福音書25章13節。

〈祈り〉

天の神様ィイエス様がいつおいでになってもい

いように、私達がイエス様のお約束を覚えている

ことができるように L て下さ~'0いつも主目礼拝

を守リ、教会のお友達と一緒に説教を聞き、お祈

りをし、賛美をして、イエス様をお迎えする心で

いることができるようにして下さい。聖霊なる神

様、私達の信仰のともし火を、いつも燃やし続け

て下さ~'0 
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4月24日 「再臨に備えるJ

【目制

キリストの再臨をどのようにして待つべきなの

かを考える。

①説教を深めるために

Q. 説教を聞いて新しく発見したことは?

Q. わからなかったことは?(分級では教師が

一方的に教えるのではなく、ここで出された

生徒の疑問を大切にしながら進めてゆけるな

らば理想的である)

②改めて御言葉に取り組む

→マタイによる福音書25章1節-13節を生徒と

読む。

【ポイント】

目を覚ましているということ、どもし火をとも

し続けるとはどういうことなのか? おとめた

ちは、夜更けに皆眠リ込んでしまった。目を覚ま

していることとは、不眠不休でいることではない.

そこには安心して眠れる平安もある.大切なのは、

時が来た時に用意が整っているかどうかというこ

とである。用意すべき、ともし火を燃やす燃料と

しての油とは何か? それは聖霊ヒ解すること

もできるが、この柳言葉は明言を避けている。こ

こで何より大切なのは、「用意j である。用意が

できているかできていないかが決定的な問題であ

る。再臨への用意をもって、終わりの花婿との婚

中学科

宴の席での希望を臨みつつ今を歩むこと。そのよ

うに「待つJというこの信仰的姿勢が私たちの信

仰生活の根本的に重要なものとして存在すること

を覚えたい。

③生徒と一緒に考える

→嫌な事に対しては待つこともまた苦痛だが、

楽しみな事柄を待つことは婚しいことであり

喜びである。地震を待つのは嫌なことだが、

婚宴を待つことは楽しいことであり、何回も

前から服を用意したりして準備をするはずで

ある。まず教師自身にとっての「主の再臨を

待つJとはどういうことなのか?それを生

徒と分かち合う。

Q. あなたが何かに対して備えていることはあ

りますか?(例主ぱ地震、受験など)

Q. 具体的にはどんな準備をしていますか?そ

れはなぜですか?

④御言葉を生徒が自ら自分の日常に適用できるよ

うに導〈

Q. 主イエスを迎えるために必要な準備とは、

あなたにとって何をすることですか?

⑤祈り

私たち一人一人に期待して待つべき患みが確か

に与えられていることへの感謝。主を待つことの

できるカと支えとが豊かに与えられるように。



5月1日 「死のときの祝福」 聖書研究

テキスト ルカによる福音書23章39-43節

〈十字架につけられるべき罪人の姿〉

主イエスと一緒に十字架につけられた犯罪人の

姿は、たいへん印象的です。ルカ福音書を除〈他

の福音書は、犯罪人ニ人がともに主イエスをあざ

けりののしったと語っています。彼らは、「お前

はメシアではないか。自分自身と我々を救ってみ

ろJと言って主イエスをののしったのであり、そ

の姿が主イエスをあざけったユダヤ人またローマ

の兵士たちの姿に重ね合わせられています。

それは、ユダヤ人をはじめとするすべての人が

自分の罪の報いを受けて十字架につけられるべき

であるということです。十字架につけられたニ人

の犯罪人は、私たちすべての人聞の代表だと宮っ

てよいでしょう。主イエスをまことの神の子と認

めず、救い主を拒否する私たち罪人です。ルカ福

音書に登場するもう一人の犯罪人が、『我々は、自

分のやったことの報いを受けているのだから、当

然だJ(41)と語ったとおりなのです。

〈もう一人の犯罪人の信仰〉

ルカ福音曹は、犯罪人の一人を主イエスをあざ

ける罪人として描き、もう一人を主イエスに希望

を見いだした人物として描きます.役者の姿はす

べての信仰者の代表であると言えるでしょう.彼

は、罪を犯しながらも自らが罪人であることを自

覚し、良心の責め替にさいなまれていたのかもし

れません。悔いる思いがあり、処刑されることを

覚悟していたのでしょう。その悔いる心が与えら

れている中で、彼は、神の子・救い主と呼ばれる

主イエスに希望を見いだ Lました。ここで彼が、

どれほど主イエスのことをきちんと知っていたか、

いや、ほとんど何も知らなかったでしょう。しか

し、自分の罪を悟り、ただこのお方に希望を見い

だしました。それも、「イエスよ、あなたの御国

においでになる時には、わたしを思い出して〈だ

さいJと言ったように、主イエスの心に留めてい

ただ〈ことに希望を見いだしました。主イエスは、

その信仰を喜ばれたのでしょう。「あなたは今日

わたしと一緒に楽園にいるj とおっしゃって、死

に際して、豊かな祝福を約束されました。

〈主イエスと共にいる祝福〉

主題との関連でこの御言葉から学ぶべきことは、

死においても、なお私たち、主イエスを信じる者

には希望があるということです。

一つには、聖書においては、死が終わりではあ

りません。死とは、地上の肉体の命が終わりを迎

える時ではありますが、聖書においては復活が約

束され、とりわけ信仰者は朽ちない体に、水遣の

命に復活させられることが約束されています。

もう一つは、主イエスが「あなたは今日わたし

と一緒に楽園にいるJとおっしゃった通り、死の

カは、決して主イエスと私たちの結びつきを断ち

切ることはできないということです.主イエスは、

死に勝利されて復活されたお方です.そうである

ならば、死のカも決して私たち信仰者を主イエス

から引き離すことはできません(ローマ8:37-39)。

主イエスが御心に留めて〈ださるならば、たとえ

死んだとしても、「あなたは今日わたしと一緒に

楽園にいるJのです.そして、主イエス・キリス

トが共にいて〈ださることこそ、私たちの神の御

園であり楽園(パラダイス)なのです.

「どこに行けば、あなたの霊から離れることが

できよれどこに逃れれば、御顔を避けることが

できょう。天に登ろうとも、あなたはそこにいま

し、陰府に身を横たえようとも、見よ、あなたは

そこにもいますJ(詩編139:7-8)。私たちの「死J

とは、決して肉体の死ばかりではありません。人

生においては、陰府に投げ込まれるような、嘆き

と苦しみを味わうことがあるのですo r死Jはそ

の究極的なものと言えるでしょう。しかし、信仰

者は、「死の陰の谷を行〈ときも、わたしは災い

を恐れな Lリ(詩編23:4)という祝福を与えられ

ているのです望月 信)
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5月1日 「死のときの祝福j カテキズム研究

カテキズム 子どもカテキズム問36

子どもカテキズム

問36 死んだあとはどうなりますか。

答 死んで終わりではありません。

私たちの魂は完全に聖められ、天の固に入れられます。

私たちの体はイエスさまと共にあり、

イエスさまがよみがえられたように

再臨の日に朽ちない体によみがえり、魂と一つにされます。

死ぬまで、そして死んでからも、イエスさまと私たちは一つです。

救われた私たちは、永遠に神さまを喜ぶことができるのです.

証拠聖句 ルカ23: 42-43、ローマ6:4、フィリピ1: 21-23、黙示録14: 13 

参考教理問答 『ジュネーヴ.o63-64、『ハイデルベルタJ1，42，57 

『ウ告白.!I32: 1、『ウ大教理.!I85-86、『ウ小教理.!I37 

参考文献 「終末の希望についての信仰の宣言J(60周年宣言。現在、作成作業中)

第一部「人生の目的jに続〈第二部「信仰の道j

の最後を飾る本問答は、「信仰の道j のゴールと

もいうべき救いの完成を扱っています。内容豊か

な問答ですので、死の時の祝福と復活の時の祝福

ヒ、ニ固に分けて学びます。

1.死は終わりではない

死は終わりではな¥'0聖書ははっきりと死後の

世界の存在を指し示しています。そもそも、古今

東西、死後の世界を前提しない宗教などないとさ

え言えるかもしれません。なぜなら、人間という

限られた存在を超えた世界や存在を信じる以上、

人聞が認知できない領域を前提するのは当然だか

らです.永遠からホ速におられる神によって造ら

れた私たちは、死後においてもなお神の御支配の

もとにおかれているのです。

逆に、もし死が終わりであるなら、私たちの生

もまた無意味になるでしょう。ちょうど未来があ

るからこそ過去に意味があるように、死後の世界

があるからこそこの世の生に意味が与えられるか

らです。問題は、そのようなひと統きの生ど死が、

神の御前にどのような意味を持っているかという

ことです。もし神の呪いと刑罰にしか値しない人

生だとしたら、何と悲惨なことでしょう。

2.イエスさまと私たちは一つ

しかし、神は私たちを愛してくださった

私たちが神を愛したのではありません。神が私た

ちを愛して〈ださって御自分の命と引き換えに、

刑罰としての死を死んで〈ださいました(ヨハネ

-4: 10)0ですから、このキリストの内にある者

を神の愛から引き離すことは、いかなる被造物に

も許されていません(ローマ8: 38-39)0 

ひとたびキリストに結び合わされた者は、死の

瞬間でさえキリストに結び合わされたままである。

これが信仰者の死であり、これこそが私たちの慰

めであリ希望なのです.

3.労苦を解かれて

主に愛され主を愛した魂は、死の時、地上の一

切の罪や汚れ・痛みや苦しみから解放され、天上

のものにふさわし〈聖められます。そうして、直

ちにキリストの抑許へと受け入れられるのです.

行〈当てもなく坊笹うのではありません。供養す

る必要もありません。キリスト者の死は、天国の

栄光への門出また凱旋の時です。残された者は、し

ぱしの別れを悲しみつつも、彼らが召されて行っ

た天へと心を高〈上げるのです。主に結ばれて死

ぬ人は、何と幸いなことでしょう 1 (吉田 隆)



5月1日 「死のときの祝福J 説教展開例

テキスト ルカによる福音書23章39--43節

カテキズム 子どもカテキズム問36

(単元のねらい)

死を恐れるのは、何より罪責感の問題でしょう.主イエスが私たちの死の恐れを取り除くために十字

架に架かつて下さったこと、そして、そこに込められている主の愛を覚えることを第一のねらいとした

い。第二に、どんな罪人も救っていただけること、信じる者は雄一人例外がないことも覚えたい.

『主巴結ぼれて夢EaT人は幸いである』

今日は、皆に一つの質問をすることから始めた

いと思います。その質問とはこれです。生きてい

る人が、必ず皆例外なしに迎えなくてはならない

時があります。それはなんでしょうか?

そう、それは「死Jの時です.いつかは分りま

せん.しかし、主イエスの再臨が先でない限り、

誰もが皆 f死Jの時を迎えます。どんなに威張っ

ている人でも避けられません。

死の話なんか嫌だよ、越しいし、恐ろしいし、

不安になるじゃないか、と思っている人もいるこ

とでしょう。

実は、聖書には「人聞にはただ一度死ぬことと、

その後に裁きを受けることが定まっているJ(へ

プライ 9:27)、と書かれています。やがて、ごま

かしのきかない最も正しい審判者である神様の御

前に一人立ち、申し聞きをしなくなりません.

その時、告発者は訴えるでしょう。「彼は、叱

られることから逃げるため47回嘘をつきました。

助けるカがありながら、困っている人を見捨てた

ことが35回あります.さらに……J。何時まで経っ

ても終わりません。こちらは心臓が破裂してしま

うような思いで聞かな〈てはなりません.これで

は、死ぬのが恐いのも無理はありません.

けれども、安心して下さい。誰であってもイエ

ス様を信じるなら、死も恐ろしいものではな〈な

るからです。イエス様は、死の恐れから私たちを

救い出すために来て下さったのです.今日の聖書

の箇所はそれをはっきり教えています.

では、見てゆきましょう。

この時、イエス械は十字架に架けられています。

釘打たれた両手から血が滴り落ち、気が速くなる

ような激しい痛みを負っておられます。苦しみ悶

えつつ数時間後には確実に死がやって来ます。イ

エス様は祈られました.けれども、自分自身のた

めの祈りではあリません。イエス様はこう祈られ

たのですo r父よ、彼らをお赦し下さい.彼らは

何をしているのか自分で分らないのですJ(23: 

34)。まことの救い主に噺りやののしりの言葉を

ぶつけ恥じることもない、どうしようもない罪人

の私たちのために罪の赦しを祈っておられるので

す。

へプル書に「血を流すことなしには罪の赦しは

あり得な Lリ (9: 22) とあります。まことの神様

は完全なお方ですから、罪をうやむやにすること

はおできになりません。犯された罪に対しては、

その責任・償いをきっちり要求されます。それゆ

え、罪が赦されるためには血が注ぎ出されな〈て

はなりません。聖書では、レピ記17章などにある

ように、血は命を表します。それゆえ、血を流す

ことは命を与えることと同ーのことなのです。傷

も汚れもない完全な命が代価として支払われる時

はじめて、完全な赦しがもたらされるのです.

イエス様は、この時ただ祈られただけではあり

ません。血を流し命を削りつつ祈られましたor父
よ、わたしは彼らの罪の償いのため、わたしの命

を捧げます。ですから、御約束の通り、わたしの
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流す血のゆえに、どうぞ彼らを赦して下さい!J。

どこに、他人を救うために身代わりになって死の

うと考える人がいるでしょうか。しかし、イエス

様はあなたを救うために十字架に架かつて死んで

下さったのです(ローマ5:6-11)0 そして復活に

よって、この祈リが成就していることを証して下

さっているのです.

さてこの時、ニ人の犯罪人も十字架につけられ

ました。一人は、主をののしり「我々を救え」と

命じます。彼はへり〈だって懇願するということ

を知りません。

しかしもう一方の犯罪人は、これとは対照的

でした。彼はへりくだって懇願して古います『イ

エス様、あなたの柳固においでになる時には、わ

たしを思い出して〈ださい。j

彼は主イエスに思い出してもらえるような善い

ことをして生きて来たのでしょうか.いいえ遣い

ます。彼は自ら告白しています。「我々は自分の

やったことの報いを受けているのだから当然だJ。

十字架につけられる程の極悪人ですから相当の悪

事を重ねて来たのです。彼のせいで私の人生は滅

茶苦茶にされた、あいつだけは絶対に赦せないと

思っている人が何人もいるのです。さらにまた、

彼はこれから先、生きて何か善いことをするとい

うことも出来ません。地よの生涯に残された時は、

もう後わずかです。そして、そのわずかの時を十

字架の上で苦しみ問えつつ死を待つという以外に

使いようがありません。どんなに恐れ、どんなに

悔やんだとしても、神の怒りと罰以外与えられる

はずのものは何もありません.

しかし、生涯の最期、彼は祈られている自分、

見捨てられていない自分を発見したのです。イエ

ス様が「父よ、彼らを赦し給えJと祈って下さっ

たその祈りは、私のためでもあることが分かった

のです。それゆえ、彼は憐れみを請い求めま Lた。

何も差し出せるものはありません。しかし、どう

か私を思い出して欲しいと彼は願いました。

イエス様は何と答えられたでしょうか。 f君は

ダメだよJではあけません。「まことにあなたに

告げよう.あなたは今日わたしと共に楽園にいま

す。j と答えられたのです。何と信じがたい、そ

して何と赦しと患みに溢れる約束でしょうか.彼

は見捨てられるべき罪人ではありません.彼はイ

エス様を信じて、その赦しと憐れみにすがったゆ

えに、罪放された義人、誉れある天の御国の一員

となったのです。主は恐れと絶望に代えて慰めと

ホ遣の希望を与えて下さったのです.彼は十字架

のよで苦しみ悶えつつも魂は喜びで踊っていたに

遣いありません.

このように、主イエス様に結ばれた者は幸いで

す。死の時、彼の魂は全〈聖められてイエス様の

もとに招き入れてもらえるからです。

さて、やがて天の法廷に立つ時、十字架につけ

られていた彼は山と積まれた罪状書きを見るのか

も知れません.しかし、彼は幸いです。なぜなら、

彼は一人ではなくイエス様が共に立って、こう

言って下さるからです。「神よ、わたしの釘跡の

残る手を御覧下さい。わたしはこの友のために十

字架に架かりました。彼の罪の償いは全部わたし

が済ませました.彼が負うべき磐は一つもありま

せんJo こうして、イエス様を信じる者は公に無

罪と宣言され、義の衣を着せていただけるのです

(ローマ8: 34)0 

ちょうど、羊飼いに見つけ出された、あの99匹

にまさる迷い出た一匹の羊のように、大喜びで御

国に迎えてもらえるのです(ルカ 15: 1-7)。この

週も、イエス様と共に進みましょう。(小野田雄ニ)

〔今週の暗唱聖句〕 ルカによる福音書23章43節

するとイエスは、『はっきリ言っておくが、

あなたは今日わたしと一緒に楽園にいるJと言われた。



5月1日 「死のときの祝福J 幼稚科

〈ねらい〉

主イエスを信じることにより、どんな時(死の

時)にも、イエス様が共にいて下さるという確信

と希望が与えられる。

〈展開例〉

私も小さい時から教会学校に行っていました.

そのころ聞いたお話を、 50年もたった今でも忘れ

られません。

一人の男の子がおりました。元気だった時は休

まず教会学校に通っていました.でもその男の子

は重い病気にかかってしまいました。両親はいろ

んな病院に連れて行き、偉いお医者さんにかかり、

できるかぎりの治擦をしましたが、直りません。

そして、とうとう死の時が来ました。男の子は苦

しい息の中から「お父さん、お母さん、僕は死ぬ

ことは怖くないよ。イエス様がいつも一緒にいて

守って下さるから。教会学校でイエス様のお話を

聞いてから僕はイエス様が大好きになったよ。J

男の子の最期の宮葉に両親は驚き、大きななぐ

さめを与えられました。男の子が熱心に教会学校

へ行っていた理由がわかり、「息子は本当にイエ

ス様を信じていたのだ。またそれ以上にイエス様

が息子を愛していて下さったのだoJ

その後、両親も教会へ導かれ、子供を失った悲

しみ以ょに主イエスの愛を知リ、大きな喜びを得

ることができました。
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5月1日 「死のときの祝福」 小学科下級

〈聖書のお話を確認してみよう〉

①イエスさまと一緒に十字架にかけられたのは誰

でしたか?(→ニ人の犯罪人)

②ニ人ともイエスさまをののしリましたか?(→ 

いいえ。ひとりだけ)

③もう一人はどうしましたか?(→自分の報いを

認め、イエスさまにお願いした)

④イエスさまは、その犯罪人の願いにどのように

答えて〈ださいましたか?(→一緒に楽園にい

ると約束して〈ださった)

〈カテキズムの内容を確認してみよう〉

①人は死んで終わりですか?(→いいえ)

②イエスさまを信じる人は死んだ後はどうなりま

すか ?(→魂は清められ、天国に行<) 

③でも体はな〈なってしまうのではないですか?

(→L、いえ。体もイエスさまと結ぼれたまま、復

活のときを待つ)

〈考えてみよう〉

誰かのお葬式に行ったことはあるでしょうか。

人が死んでしまうのは悲しいことです。でも、教

会のお葬式では讃美歌を歌います。神さまをほめ

たたえるのです。それは、死は終わりではな〈、

神さまのところに行〈入りロだからです。そして、

その入りロを通るときも、私たちはイエスさまと

一緒です。今も、そして死んだ後も、私たちはイ

エスさまと一緒なのです.

〈共に祈るう〉

天の神さま.死ぬということは、怖いこと、何

かよく分からないことのように思うことがありま

す.でも、私たちのために死んでよみがえって〈

ださったイエスさまがいつも一緒にいて〈ださい

ますからありがとうございます。イエスさまのお

名前によってお祈りします。アーメン.
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5月1日 「死のときの祝福J 小学科上級

〈ねらい〉

人は死を免れない.しかし死んだら何も無いの

ではない。その後のことに何の保証もないなら、

死の恐怖が迫ってくる。絶望しかない.しかし主

イエスを信じる人は、主イエスに結ぼれている.

その人は例外な〈死とともに、主のみもとに憩う。

すなわち今回、パラダイスにいる.そして復活の

ときを待つ。そこに私達の平安がある.このこと

を伝える。

ところで、小学生が見るアニメなどでも、「霊

がとりつく J、「幽体離脱Jなどと言った言葉が出

てくる。子ども達はこうした迷信的な話に触れる

環境で生活している.このことを考えると、今回

と次回のニ回を用いて、人聞が宜魂と肉体から成

ること、信者において死のとき、復活のときどう

なるかを順序立てて説明するのも有益ではないだ

ろうかo (子どもカテキズム問36、ウエストミン

スター小教理問答問37、38、同告白第32章から信

者についての記述)0

〈展開倒〉

考えてみよう。

O人は必ず死にます。では、その後は何もないの

でしょうか?

O十字架のよで一人の犯罪人はイエス様をののし

りました。もう一人の犯罪人について考えよう.

この人は自分が十字架につけられていることに

ついてどう考えたでしょうか?

自分の(罪)を認めた(ルカ 23章41節前半)0

Oそれに対して、イエス様の事をどう思ったで

しょうか?

この方は何も(患いこと)をしていない(ル

カ23章41節後半)。

この人は、イエス械のことを、何も(患い事)

をしていないと思っただけではありません。 42

節を読んでみよう。「イエスよ、あなたの御国

においでになるとき Jo神の御園の主である方

と認めました。つまりイエス様を(救い主)と

信じたのです.イエス様の祈り (34節)、人を

気遣う愛から、イエス様の、人聞を超えた愛が

分かったのですね。

0そこで犯罪人は、イエス様に何をお願いしたで

しょうか。

r(御国においでになる)ときには、わたしを

(思い出して〈ださ L、)oJ (42節)0

Oこの犯罪人にイエス様はどんな約束をしてくだ

さったでしょうか。

世の終わりを待つまでもなく、(今日)イエ

ス様と一緒に(楽園)にいること (43節)。

0イエス様の言葉 (43節)から何が分かりますか.

・死んだら(終わり)ではないこと

・イエス様を信じた人は(死んだ)後も、イエ

ス様と(一緒に)いることができる。

〈祈り〉

この世を離れでも、イエス様が楽園で一緒にい

てくださると約束して下さってありがとうござい

ます.イエス様を信じて生き、そしてこの世を去

るときも、イエス様がこれからも一緒にいて下さ

ることを信じることができますようにしてくださ

。
、

.• .• 
、
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5月1日 「死のときの祝福J 中学科

【目額】

主を信じる者にとっては、死は恐ろしい終わリ

ではないことを知る。

①説教を深めるために

Q.説教を聞いて新し〈発見したことは?

Q. わからなかったことは?(分級では教師が

一方的に教えるのではなく、ここで出された

生徒の疑問を大切にしながら進めてゆけるな

らば理想的である)

②改めて御言葉に取り組む

→ルカによる福音書23章39節--43節を生徒と

読む。

【ポイント】

主イエスは十字架に架かられた.それは私たち

を死から救い出し、命を得るための身代わりの死

だった。神様は私たちが死ぬことを求めてはおら

れない。主イエスの十字架を見れば分かるように、

また救われた犯罪人への約束にも語られているよ

うに、神様は私たちが死によっても死なないこと、

つまり救われて生きることを求めておられる。た

とえどんな犯罪者であっても、神様はこの私たち

を生かすということを望んでおられて、そのため

にあらゆる手を尽くして〈ださる.主イエスの十

字架よって罪の赦しを得させ、復活によって死の

力に打ち勝ち、死を無効にしてくださった。死は

逃れることの不可能な、全ての者に必然的な恐ろ

しい終わリなのではなく、主を信じる者にとって

は、命の入口、さらなる祝福の始まりなのである。

その祝福の命に私たちが入ることこそ、神様の何

よりの願いである。

③生徒と一緒に考える

→まず教師自身にとっての「死後への思い、キ

リストの命の患みJを生徒と分かち合う.

Q. 死んだあとのことを考えたことがあります

か?そこには何があると思いますか?

Q. 死ぬことは当たり前のこと、しょうがない

ことで、私たちはそれを前にしてがっかりし

て諦めてしまったり、死から逃げることしか

できないのでしょうか?

Q. 疑問は解決されましたか?

④御言葉を生徒が自ら自分の日常に適用できるよ

うに導〈

Q.あなたに命を願ってくださっている神様に、

今あなたができることは何ですか?

Q. これからの一週をどんな一週間にしたいで

すか?

⑤祈 IJ

主イエス・キリストの十字架が、私たちの死を

滅ぼして大きな祝福にあずかる時としてくださっ

たことの感謝.自分自身の命の重さを大切にでき

るように。



5月8日 「復活のときの祝福j 聖書研究

テキスト ヨハネの手紙一 3章1-3節

救い主イエス・キリストは、ただお一人の神の

御子であられます。そして、信仰者とは、神の柳

子イエス・キリストに結び合わせられて「神の子j

とされています。紳言葉は、患みにより「神の子J

とされて復活する祝福について教えています。

〈すでに神の子とされている〉

信仰者は、肉においてはアダムの子訴として罪

の中に生まれ、しかし、宣において新し< r神か

ら生まれJ(2:29) ました。それ故、「神の子Jと

呼ばれます。この「神の子Jとされている事実は、

目で見て確認することができる事柄ではありませ

ん。この世の人々に知られている事柄でもありま

せん。霊において新し〈生まれたことは、霊にお

いて知ることができるばかりです。それは、「御

子が正しい方だJ(2: 29) と認めることと結びつ

いています。御子が正しい方であリ、まことの救

い主であると認め受け入れる信仰のあるところで、

信仰者が神から生まれた「神の子」であると信じ

ることができます.救い主を信じる信仰と私たち

自身についての認識は、一つのことです。

そして、信仰が確かなことであるならば、私た

ち自身についての認識、「信仰者が神の子とされ

ていることJもまた確かなことであり、「事実」で

す(1)0 私たちは、信仰の認識を、 f事実J、『現

実のことJ、fリアルな事柄Jとして受け入れて生

きる者とされています。

(rすでに』と『いまだJ)

しかし、「神の子」である現実には緊張掲があ

ります。「すでにj と r~ 、まだJ の緊張関係です.

すなわち、信仰の認識においては「すでにJ神の

子と確信されますが、 r¥、まだJ神の子にふさわ

しいとは言いがたい自らの姿があるからです。信

仰者の悩みとは、窮極的には、自らについての、

信仰の認識とリアルな実際の姿との事離、ギャッ

プによるものと言えるでしょう。私たちは、神の

子とされながら、地上にとどまる限 IJなお罪のど

りこであり、神の御心にかなう善を行うことがで

きません.このギャップのために、「わたしは何

と惨めな人間なのでしょう J(ローマ7:24) と叫

ばずにはおれないのです.

このことは、主イエスが、今、天の御父の右に

座Lておられることに対応しています。すでに私

たちはこのお方と結び合わせられて『神の子j と

されています.しかし、このお方がなお天にとど

まられている限り、このお方と私たちが一つであ

ることは目には見えないままです.この世もこの

お方の勝利を知らないままであり、私たち地上の

信仰者の叫ぴも途絶えることがありません.

〈型化の完成〉

しかし、幸いなるかな。その時代はやがて終わ

りを告げます。聖書は、このお方が再び来られて、

勝利が完成することを語っています.主イエス・

キリストはやがて確かに来られて、御自身の勝利

をすべての人に明らかにされ、救いの御業を完成

されます。そのときには、信仰者、神の子が、ま

ことに主イエスと一つであったこと、神の子どさ

れていたことが明らかになります.また私たちは、

おぼろげにではな〈、顔と顔とを合わせるように、

神を仰ぐことになります.御子をあリのままに見

て、御子に似た者に造りかえられます (2)。き

よめられて、聖化の完成を与えられるのです.こ

こに信仰者の復活の祝福があります。

ですから、私たちは、「主よ、来てくださ Lリ ヒ

祈って再臨を待ち望みます。しかし、地上の人生

がただ嘆きと苦しみであり、意味がないというの

ではありません。私たちは、地ょにおいてすでに

「神の子Jなのであり、御子がきよいように、自

らもきょ〈あることを志して歩みます(3) 0 そ

のところでこそ、私たちは、信仰の訓練を受ける

のです。また、再臨までの期間は、福音宣教のた

めに与えられた猶予でもあリます。信仰者の自ら

をきょくする歩みこそ、福音のよき証しなのです.

(望月信)

-64-



5月8日 「復活のときの祝福J カテキズム研究

カテキズム 子どもカテキズム問36

子どもカテキズム

問36 死んだあとはどうなりますか.

答 死んで終わりではありません。

私たちの魂は完全に聖められ、天の固に入れられます.

私たちの体はイエスさまと共にあり、

イエスさまがよみがえられたように

再臨の日に朽ちない体によみがえり、魂と一つにされます。

死ぬまで、そして死んでからも、イエスさまと私たちは一つです.

救われた私たちは、ホ速に神さまを喜ぶことができるのです。

証拠聖句 ヨプ19: 25-27、ローマ6:4、コリントー15: 42-43、

テサロニケー4: 13-17、テモテニ4:7-8、ヨハネー3: 1-3 

参考教理問答 『ジュネーヴJ84-85.106-110、『ハイデルベルクJ57-58.6、

『ウ告白J32: 2-3. 33 : 2、『ウ大教理J87-88.90.1、『ウ小教理J38，1 

参考文献 「終末の希望についての信仰の宣言J(60周年宣言。現在、作成作業中)

本問答における「死の時の祝福Jを扱った前回

に引き続き、今回は「復活の時の祝福」について

学びます.これには、体の復活と赤遣の命という

ニつの事柄が含まれます。

1.イエスさまがよみがえられたように

イエス様と結び合わされているのは、私たちの

魂だけではありません.信仰者の体もまた、キリ

ストに愛されキリストに仕えた体です。たとい地

上での役割を終え塵灰になろうとも、キリストに

結び合わされたまま休みます.キリスト教の葬儀

で遺体を丁重に葬るのは、そのためです。

ちょうど私たちの主が、肉体をもって苦しみ死

なれた後に、肉体をもって復活なさったように、

私たちもまたこの体のゆえに苦しみ死んで葬られ

はしますが、やがて復活の日を迎えます。

2.朽ちない体に

私たちの命であるキリストが再び現れなさる時、

すなわち世の終わりの再臨の目、私たちもまたキ

リストと共に栄光に包まれて現れます(コロサイ

3 : 4)。キリストに結び合わされていた私たちの

復活の時です。

神が初めにお造りになった人の体は、土ででき

た土の器でした(コリントー1: 47、コリントニ

4 : 7)0 しかし、復活の体は、決して朽ちること

のない栄光の体です.もはや死もな〈痛みや病も

ありません。キリストの命が宿る新しい体として

造りかえられるからです.キリストのもとで安ら

いでいた私たちの魂は、この新しい体と再び結び

合わされます。私たちは、天上のしかも確かに自

分自身の体をもって、審判者の前に立つのです。

3.永遠に神を喜ぶ

最後の審判は、私たちにとって、恐怖の目でも

嘆きの日でもありません。それは、私たちがひた

すら待ち集がれた歓喜の時です。なぜなら、その

審判者こそ、私たちの愛する主イエスに他ならな

いからです。私たちは主御自身のロから赦しの宣

言を受け、柳田へと招き入れられます。

私たちはこの目で主の栄光を見、顔と顔どを合

わせて主とお会いします。私たちの一切の労苦は

報われ、義の栄冠をいただくのです。こうして、

神の救いは完成し、私たちもまたゴールへと到達

します。ただ神の栄光をあらわし、ネ速に神を喜

ぶというゴールへ. (吉田隆)



5月8日 「復活のときの祝福J 説教展開例

テキスト ヨハネの手紙一 3章1-3節

カテキズム 子どもカテキズム問36

(単元のねらい)

まず、終わりの日になされる事柄をよく理解しておきましょう。そのためにも、引用聖書箇所を丹念

に一つ一つ聞いていただきたいと思います.天国への希望、それはこの地上で主イエスを深〈知ること

と竪〈結びついています。それゆえ、主イエスを深〈知るにつれ御国への希望が大き〈なります。この

ことを共々に覚えましょう。

『昆よ、 11初の宅のは過ぎ患っ援』

今日は、神様が約束して下さっている御国の完

成ということについて学んでいこうと思います。

さてそこで、一つ質問です。イエス様は今どこ

におられるのでしょうか? そう、イエス様は

今、御霊においては私たち一人一人と共にいて下

さり、そして天におられます。イエス様は、およ

そ2000年前にこの地ょに来られ、十字架のよで私

たちの身代わりとなって死んで下さいました。そ

して三日後によみがえられ、天に昇り栄光の神の

右の座に着かれたのでした。

今、イエス様は天におられて私たち一人一人と

全世界を守り治めて、神国の進展のために御業を

進めて下さっておられます。

では、イエス様はずっと天におられるままなの

でしょうか。そうではありません。やがてイエス

様は再びこの地上に来て下さいます。一度目は、

罪の赦しを与えるよう十字架に架かられるために

僕となって来て下さいました。こうして、御国の

土台がすえられました。そして、ニ度目は、大い

なるカヒ栄光を持つ王として世界を裁き、御国を

完成させるために来られます(使徒17: 30-31、

へプライ 9:28)。

主イエス様が再び来られるその目、天の万象は

揺り動かされます。その凄まじさは人々が恐ろし

さの余り気を失うほどのものとなり、産みの苦し

みが頂点に達します(ルカ21: 26)0 

その目、主イエス様は御使いたちに命じて、御

民を一人残らず集めて下さいます。たとえ、天の

果てに追いやられていたとしても、悔い改める者

が忘れられることはありません(マルコ 13: 27、

申命記30: 1-4)0 

その目、主イエス様は全ての死人をよみがえら

され、そして、最後の審判を行われます(ヨハネ

5: 28-29)。この時、主を信じる者たちは無罪と

宣言され、御国の一員であると公に受け入れられ

ます(マタイ 25: 31-34)0 

その目、主イエス様は滅びのなわめのもとにあ

る被造物全体を、そのうめきのもとから解き放た

れ、新しい天と新しい地に全〈変えて下さいます

(ローマ8: 18-23、べトロニ3: 1-14)。

主イエス様によって受け入れられた者たちは、

この義の宿る新しい天と新しい地に招き入れられ、

豊かな住まいを得ます(ヨハネ 14: 1-3)0 この

新天新地には、もはや罪も病も死もありません。

一人一人それぞれ朽ちることのない復活の新しい

体を着せてもいただけるのです(コリントー15: 

35-49)0 もちろん、一人ではありません。主を

喜ぶことにおいて心一つにされた数え切れない程

の多〈の聖徒たちと一緒です。共に捧げる礼拝は

どんなにか感動的なことでしょう。こうして新天

新地において完全に聖〈幸いにしていただけるの

です。

これが、聖書を通して神様が約束して下さって

いる御国の完成であるのです。

ずっと以前のこと、私は、ふとこんなことを思



い付きましたo r新天新地に入れてもらった時、も

しも、そこが気に入らなかったならどうしょうかj

と。ちょっとピクッとしてしまうような思い付き

です。

天にいる無数の聖徒たち。そこには懐かしい兄

姉たちもいます。皆、新しい天新しい地が大のお

気に入リ。喜びでいつも顔が輝き、賛美が溢れま

す。ところが、どうしたことでしょう、私だけは

肩を落とし、うつむいたままです.仲間の励まし

の戸も虚ろに響きます。そんな光景が、ふと目に

浮かんだのです。集団生活に馴染めずにいた気持

ちの投影だったのかもしれません。しかし、天国

は永遠に続くのですから深刻な状況です。

けれども、数日後に心の霧は晴れました.天の

御国が何よりどういうところであるかを知ったか

らです。実は、聖書には天国の環境的措写がほと

んどありません。具体的に、どういう所であるか

あまリ記されてはいないのです.しかし、繰り返

し繰り返し宮われていることがあります。それは、

天国にはイエス様がおられるということです。天

国では、何の隔たりもな〈主イエス様と相まみえ

ることが出来ます。ずっと身近に主が共にいて下

さるところ、そこが御国です(ルカ23:43、ヨハ

ネ14: 3)0 

私は思いました「そうだ、たとえ天の御国で一

人肩を落としていてもイエス様は私を拒んだりは

決してなさらな~'0かえって心から心配して御声

を掛けて下さるだろう.なぜなら、今この地上で

も、主はずっとそうして下さっているのだから 1J。

共にいて下さるイエス様に気付いた時、心の霧l立

晴れたのです。

皆に、大好きなお友達がいるとしましょう。そ

のお友達はあなたを決して裏切りません。こちら

が悲しい時には共に悲しんでくれ、喜ぶ時には共

に喜んで〈れます。自分の持っている物を「何で

も使っていいよj と信頼して言っても〈れます.

そのお友達が「今度、僕の家に遊びにおいでよJ

と誘って〈れたらどうでしょうか。その家がどん

な家かは、まだ行ったことがないので分りません。

それでもきっと大喜びで返事をするでしょう「も

ちろん行〈よ 1Jo 

その家がどんなに素晴らしい家であるのかの説

明はそんなに必要ではありません.その友達がい

てくれることさえ分れば、もう十分に行きた〈て

しかたない気持ちになります。そのように、この

地上で、慈しみ深い主イエス様を知れば知る程、

主が共にいて下さることの喜びが大きくなればな

る程、天の柳田への希望は大きくなります。なぜ

なら、完成された御国においてこそ、私たちはイ

エス様との十分で満ち足りた深〈豊かな交わりを

持つことが出来るからです.

ヨハネの黙示録に、新しい天新しい地での光景

が次のように記されています。天の抑国の描写の

数少ない中の一つですo rその時、私は玉座から

語りかける大きな声を聞いた。『見よ、神の幕屋

が人の間にあって、神が人と共に住み、人は神の

民となる.神は自ら人と共にいて、その神となり、

彼らの自の涙をことごとくぬぐい取って下さる.

もはや死はなく、もはや悲しみも嘆きも労苦もな

い。最初のものは過ぎ去ったからであるJJ (21: 

3-4)。

この地上にあっては、悲しみがあります.孤独

感や余リの辛さに嘆き叫ぶことがあります。祈り

つつ労苦しているのですが、一つも実らぬ年を迎

えることもあるでしょう。一人声を潜めて涙した

夜も一度ではありません。しかし、その目、主イ

エス様が一人一人と向き合って溢れる涙をことご

としことごと〈ぬぐい取って下さるのです。何

と幸いな目でしょうか。こうして私たちは共にホ

速に神様を喜ぶものとされるのです。

感謝を捧げ、この地土にある問、主に従って参

りましょう小野田雄ニ)

〔今週の暗唱聖句〕 ヨハネの手紙一3章2節

愛する者たち、わたしたちは、今既に神の子ですが、

自分がどのようになるかは、まだ示されていません。

しかし御子が現れる時、御子に似た者となるということを知っています。

なぜなら、その時御子を・ありのままに見るからです。
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幼稚科「復活のときの祝福j5月8日

日には、神様を信じる人たちを復活させて下さい

ます。怖い日でも、悲しい目でもありません。し

かも、神様と似た姿として復活させて下さるので

す。私たちは、それまで生きていた姿とは全〈遣

う姿でよみがえるのです.神様が私たちに新しい

住む場所、新しい命を与えて下さり、悲しいこと、

怖いこと、病気ももう死ぬこともない素晴らしい

世界を与えて下さるのです。イエス様が十字架で

復活なさったように、私たちも神様の哉さを終え

て、素晴らしい姿に生き返り、神様とずっと結ば

れて、いつまでも喜びにあふれて生きていくよう

になるのです.

くねらい〉

復活の時にキリストの命が宿り、新しい体に生

まれ変わり、キリストと結びあわされる.

〈お祈り〉

天のお父様。私たちを本当に愛していて下さり

ありがとうございます。神様の素晴らしい約束を

知ることが出来て感謝します。どうか、み国がき

ますように。イエス様のお名前によってお祈りし

ます。アーメン。

〈展開例〉

みなさんは、自分が死んでしまったらどうなっ

てLまうのか考えたことがありますか?

もしかしたら死んでしまうことはとても悲しい、

怖いなと思うことかもしれませんね。誰でも必ず

死ぬ時がやってきます。どんなに立派な生活をし

ている人でも、神械を心から信じている人でも、

患いことをしている人でも必ず死がおとずれます。

でも、聖書の中には、「神様を信じる人は死んで

も生きるJと書いてあります。では、どうやった

ら死んでも生きることが出来るのでしょうか。

それは、イエス様が私たちの罪のために十字架

にかかり死んで下さってよみがえられたこと。そ

して、天に昇り神様のお働きを今もなさり、私た

ちは「神様の子Jとされています。神様はこの世

を裁くためにもう一度この世に来られます。 この
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5月8日 「復活のときの祝福J 小学科下級

〈聖書のお話を確認してみよう〉

①神さまに愛され、神さまを信じる人は、神さま

の何と呼ばれますか?(→子)

②いつ神の子となれるのですか?(倍じている人

はもうすでに)

③神の子にはこれからはもう何の変化もないので

す か ?(→イエスさまが来られるとき、イエス

さまのようになれる)

〈カテキズムの内容を確認してみよう〉

①死んだ人も、イエスさまの再臨の目にはどうな

りますか?(→よみがえる)

②それは、生きていたときと同じようにまた死ん

でしまう体ですか?(→いいえ.朽ちない体)

③よみがえった後は、何をするのですか?(→イ

エスさまとーっとなって、ホ速に神さまを喜ぶ)

〈考えてみよう〉

天固とはどのようなところでしょうか。持って

いるイメージを話し合ってみましょう。誤ったイ

メージのゆえに、あまり天国に行〈ことが楽しみ

ではないということがあるかもしれません。しか

し、何よリもそこは、イエスさまが共にいてくだ

さる場所です。そして、そこは、今この世の中で

自分が一番好きな場所よりももっとすばらしいと

ころなのです.

〈共に祈るう〉

天の神さま。私たちには、死んだ後にも復活の

希望があり、いつまでもイエスさまと、そして大

好きな人たちと一緒にいられることを感謝します。

イエスさまのお名前によってお祈りします。アー

メン。
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5月8日 「復活のときの祝福J 小学科下級

〈ねらい〉

主イエスを信じる者が復活の時受ける祝福を知

り、復活の希望を持つこと.復活においては、主

イエスに結ぼれた者の魂(死の直後全〈聖くされ

ている)ヒ、体(キリストの栄光の体に似たもの

とされる)とが結合する.復活の後、審判を受け

るが、そこで公に無罪を宣言され、天に受け入れ

られる。そこではすべての罪や悲惨から解放され、

考えもおよばない喜びに満たされる.体と魂の両

方において。そこにはもはや悲しみも苦しみもな

い.その望みを持つように勧める。(ウエストミ

ンスター大教理問答問86、87、88、90参照)。

〈展開例〉

考えてみよう。

0イエス様は父なる神様のおられるところ(天)

におられますが、やがて再びおいでになります

(使徒言行録1章11節)。

Oそのとき私達はどうなるのでしょうか。

そのときすでに死んでいる人は(復活)しま

す。コロサイ 3章4節。

0私達の魂は、死のときから復活までどうなって

いるのでしょうか。

全〈聖くされ(へプライ 12章23節)、神様の

ところにやすらいでいます(コリントー13章12

節)。ちゃんと(イエス様)に結ぼれて(復活)

の時を待つのです。

0では体は?

見た目には、骨になってしまい、ちりになっ

てしまいますね.ではな〈なってしまうので

しょうか。

いいえ、体もイエス様に愛され、イエス様に

仕えた大切な体です.目には見えな〈ても、ちゃ

んとイエス様に結ぼれたまま(休む)のです。

0イエス械が肉体をもって苦しみ、死なれ、復活

なさいました.ちょうどそのように、(わたし

たち)も、肉体をもって死んで葬られますが、

やがて(復活の目)を迎えます(カテキズム研

究)0

O復活の時、魂と体はどうなりますか。

(結合)する。それから(審判)で、神様か

ら(無罪)を宣言されて天に受け入れられます。

Oこのときの魂と体はあなたの魂と体ですが、今

と遣うことがあります。それは何でしょうか。

今はまだ(罪)があるし、体もやがて(死ぬ)

体です。だから今はどんなことがあるかかんが

えよう o (患い考えや行い、争い、憎しみ、悲

しみ、体の病、など)。魂は死の直後聖〈され、

体は壊れることのない体に復活します。だから、

復活後、天ではもうこれら(罪や死)はな〈な

るのです(ヨハネ黙示録21章3、4節)。

0天で私達は何をするのでしょうか。

今どう言っていいか分からない〈らい大きな

(喜び)で一杯になります.神様にお会いし、神

様を(喜び)、(賛美し)、神様にお仕えするの

です.

〈祈り〉

天の父なる神様.私たちを神の子にして下さっ

てありがとうございます。今はまだ罪があります.

悲しんだり争ったりすることもあります。この体

も、病になったり、弱ったりします.けれども、

イエス様がおいでになるとき、私たちは天の御国

に神の子として入れられます。今からしっかりと

信じることができるようにして下さい.
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5月8日 「復活のときの祝福」 中学科

【目額】

死のあとにはどこに行〈のか? 天国への希

望を知る。

①説教を深めるために

Q.説教を聞いて新し〈発見したことは?

Q. わからなかったことは?(分級では教師が

一方的に教えるのではなく、ここで出された

生徒の疑問を大切にしながら進めてゆけるな

らば理想的である)

②改めて御言葉に取り組む

→ヨハネの手紙一3章1節"'3節を生徒と読む。

【ポイント】

「抑子が現れるとき、得子に似た者となるJと

いうことは、どのようなことなのか? 主イエ

スの滑さにあずかる(ヨハネー3:3)。義の栄冠

を受ける(テモテニ4: 8)。朽ちず、輝かしい霊

の体に復活する(コリントー15: 42.......44)0新し

い命に生きる(ローマ6:4)。そしてその時には、

fわたしたちはいつまでも主と共にいることにな

りますJ(テサロニケー4:17)0死のあとには、誰

もおらず、行き先も分からないのではなくて、主

がそこにちゃんといてくださるということ。新し

い体、義の栄冠、想像にまさる祝福がそこに待っ

ているということを覚えた~'0 

③生徒と一緒に考える

→まず教師自身にとっての「復活があることに

よる希望j を生徒と分かち合う。

Q.復活のことを考えたことがありますか?

Q. 主イエスは十字架で死なれたあと、復活さ

れました。主イエスの復活はあなたとどんな

関係がありますか?(ヨハネによる福音書5: 

24. 11: 25) 

Q. もし仮に主イエスが復活されなかったとし

たら、どうなってしまっていたでしょう?

考えてみましょう。

Q. 疑問は解決されましたか?

④抑言葉を生徒が自ら自分の日常に適用できるよ

うに導〈

Q. 死はいつやってくるか分かりません.死を

迎える前に必要なことを今日学べましたか?

Q. これからの一週をどんな一週間にしたいで

すか?

⑤祈り

死のあとにも神様がさらに大きな祝福をもって

待っていてくださることへの感謝。復活の希望を

知り、励まされて、安心して人生を歩めるように.
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5月15日 聖書研究「聖霊降臨・教会の誕生」

テキスト エゼキエル書37章1.......14節

〈枯れ骨の復活の幻) (主のみ盤によって生かされる〉

エゼキエル書37章1節以下は、預言者エゼキエ

ルに神がお見せになった幻です.

主のみ霊はエゼキエルを、かつて激しいたたか

いの舞台となった谷に連れていかれます。そこに

は戦死者の骨がいちめんに散らばっていました。

それらの骨はもう長〈放置されていたため、枯れ

ていました。

もう決して生き返ることはない枯れ骨は、死と

絶望の象徴です。そして、神の民イスラエルはこ

のときまさし〈枯れ骨のようであったのです。エ

ゼキエルは補囚に立ち会った預言者です.彼自身

もパピロンに移され、イスラエルの民ど苦難をと

もにしました。

補囚はイスラエルの背きに対する神の審判です.

神はご自身に従う民を祝福される一方で、ご自身

に背〈民をみ手をもって打たれます.

パウロは罪の支払う報酬は死であると語ってい

ます(ローマの信徒への手紙6章23節)0 イスラ

エルにとって、補囚は文字通りみずからの背きの

罪の報酬としての死の経験であったのです。枯れ

骨の幻は決して誇張ではなかったのです。

しかし、神は枯れ骨を生き返らせたまいます@

エゼキエルが神に命じられたとおりに、枯れ骨に

向かつて「お前たちは生き返る」と語ると、まず

筋と肉ヒ皮膚とによって体が造リ上げられます。

さらに主のみ霊が体の中に吹き込まれると、体

は生き返って自分の足で立ち、非常に大きな集団

となったのです。このように全能の主のみ言葉と

み霊には、枯れ骨を生き返らせる命のカがあるの

です。

枯れ骨が生き返り、自分の足で立ち、非常に大

きな集団となるこの幻は、イスラエルの回復の預

言です。今しばら〈の苦しみを経て、イスラエル

は補囚からときはなたれ、祖国に帰り、荒らされ

た都と神殿とを再建し、礼拝をととのえ、主にあ

る新しい歩みへとうながされていくであろうこと

を、神はこの幻によってあらかじめお告げになっ

たのです。罪の赦しの恵みは、このように瀕死の

民さえも新しい命に生き返らせるのです。いまだ

補囚の苦しみと悲惨のただ中に置かれていたイス

ラエルに向けて語られたこの預言は、希望なき民

に大きな希望と慰めを与えたのです.

枯れ骨を生き返らせた神のみ霊は、新しいイス

ラエルである新約の教会をも生み出したまいまし

た。墓を破って復活したもうたイエス・キリスト

のみ霊によって、べンテコステのみわざが起こさ

れました。神はひとり子イエス・キリストを十字

架につけてよみがえらせたもうことにより、おの

が罪ゆえに死んでいた私たちをキリストとともに

よみがえらせ、キリストのみ霊によって生きる新

しい人として〈ださいました。枯れ骨を生き返ら

せる全能のみわざを私たちのうちにも起こしてく

ださったのです。

この神のみ霊のみわざはべンテコステの日以後

も継続されています。今も生きて働きたもうキリ

ストのみ宣はご自身の体なる教会とそこに生きる

ひとりひとりに、日々新しい命のカと希望を与え

て〈 だ さ る の で す 。 ( 木 下 裕 也 )
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5月15日 「聖霊降臨・教会の誕生」 説教展開例

テキスト エゼキエル書37章1--14節

(単元のねらい)

聖霊降臨祭を祝うテキストとして、エゼキエル書から選ばれました。聖堂の注ぎが神の民を集め、生

かします。しかもそこで神の言葉の説教が伴います。キリストの教会の誕生は、まさにこの物語の成就

なのです。また、これはただ一度限りの{卸業なのではなく、神の民は常に、この神の霊によって、命を

受け、新し〈され、満たされます。主の自のたびごとに正しい説教とその聴聞によって起こっているの

です。教会に速なる者は、すべて、この震の働きにあずかる者とされていることを信じたいと思います。

子どもの礼拝式の説教が祝福され、分級では、特に、上級や中学生には、聖霊の働きへの飢え渇きと自

覚的な信仰体験を求めるよう励ましてくださ~ ¥0 r子どもカテキズム』問22を参照のこと。

『画き出し定懐骨I?J

今日は、教会の特別の記念日です。世界中の教 ゼキエルは、神さまの預言者です。ですから、素

会で同じお祝いをしています。2000年前のこの目、 直に命じられるままそっくり神さまの御言葉を語

エルサレムに集まって、お祈りしていたイエスさ ります。するとどうでしょう.音が聞こえてきま

まの弟子たちにお約束通りに、イエスさまの宜で した。「カタカ夕、カタカタ。」骨と骨がぶつかり

ある聖霊なる神さまが注がれました。そのとき、 合う音です。ぱらぱらになったその骨が人聞のも

教会は誕生したのです。 との体のままにつながってゆきます。それだけで

さて、今一緒に読んだ聖書の御言葉、すごいで

すね。エゼキエルという神さまの御言葉を語る

『預言者Jが、神さまの霊によって一つの幻を見

ました。谷の真ん中に、とても多〈の人聞の骨を

見ました。干からびている骨です。それを見せら

れた神さまは、おっしゃしました。「この骨は生

き返ることができると思うかけエゼキエルは、こ

のときとても困ってしまったと思います。もしか

するとすぐに心の中でこんな考えがよぎったかも

しれません。「こんなからからの骸骨が、生き返っ

て人間になるなんて、それはいくらなんでもでき

ないよなありそこで、エゼキエルさんは、やっ

との思いでこうお答えしました o r神さま、それ

は、あなただけがご存知ですりすると、神さま

はエゼキエルにこのような神さまの言葉を告げら

れます。「枯れた骨よ、主の言葉を聞け。主なる

神さまはあなたがたのよに神さまの霊を吹き込む。

するとあなたたちは生き返る。そして、あなたた

ちはわたしが主であることを知るようになる。jエ

はありません.骨に筋肉がついて行くのです。そ

して、皮がついて人間になったのです。

まるで、創世記のなかの神さまが土のちりから

人聞を創造されたように、神さまのカは、死んで

骨になった人聞を復活させられるのです。でも、

それだけではまだ、本当の人間らしい人間になり

ませんでした。つまり、神さまを信じて従う人問、

神さまを礼拝する人間のことです。神さまは次に

このように仰いました。「霊に預言しなさい。神

さまの霊がこの人間に注がれるように、このよう

に言いなさいけエゼキエルは、今度も言われた

とおりに語りました。するとどうでしょう。本当

に、この骸骨で満ちていた谷で死んでいた人たち

が生き返って自分の足で立ち上がったのです。そ

れは、とても大勢の人々でした。

このお話は、昔、イスラエルの人たちが神さま

に従わないせいで、パピロンという固に滅ぼされ、

生き残った人たちも奴隷となって連れて行かれた

ときに、神さまが見せて下さった幻です.もしも、



イスラエルの人たちが、神さまに立ち返って、神

さまの抑言葉を聴き、それに従うなら、もう一度、

神さまの民として生き返るという約束なのです。

この幻は、そのおよそ600年後、実現します.そ

れが、教会の誕生、聖霊降臨の出来事です。その

とき、エゼキエルではな〈、聖霊を受けたイエス

さまのお弟子さんたちの中からべトロが立ち上

がって、このように神さまの言葉を説教し始めた

のです。「あなたがたは神さまの独り子を十字架

で殺してしまいました。けれども、天のお父さま

は、イエスさまを基の中から建らされました。誰

でも、この罪を悔い改めて、イエスさまを信じる

なら、罪が赦されます。神さまの民となれます。j

すると、この説教を聴いていた 3千人もの人たち

が、イエスさまを信じて洗礼を受けました.これ

が、僕たち私たちの教会の誕生の物語です。今日

は、世界中で、聖霊が注がれて教会が誕生したこ

とをお祝いするのです。

でも、一番大切なことは、 2000年の昔に聖霊な

る神さまが注がれて教会が誕生したことを覚える

ことだけではありません。皆の前に立っている先

生は、神さまの聖霊を注がれています。先生だけ

〔今週の暗唱聖句〕 使徒言行録2章4節

ではありません。ここにいる僕たち私たち一人ひ

とりにも神さまは聖堂を注いでいて下さっていま

す。神さまの約束通り、この礼拝式の真ん中に聖

霊なる神さま、自には見えませんがイエスさまは

共におられます。でも確かに、聖霊なる神さまは

目に見えません。ですから、本当にここにおられ

るのか、本当に僕のところに来ておられるのか分

からないって考えるお友達もいるでしょう。でも

それは本当です.目に見えない聖霊なる神さまは、

確実に、イエスさまの説教がされ、これを聴いて

いるとき、僕たち私たちに注がれているのです。

目には見えなくても、聖書の言葉、神さまの言葉

は説教を通して耳に聞こえるでしょう。この説教

を聴いて、イエスさまは、どんな人間でも生まれ

変わらせ、生き返らせることができるんだと信じ

ることができたら、もうあなたは、聖霊を受けて

います。イエスさまを信じて行こう、お祈りして

行こうと心に思っているお友達は、すでに聖霊を

受けているのです。教会に通っている僕たち私た

ちは聖霊のお働きを受け始めています。もっと

もっと、聖堂を受けて、神さまと教会の役に立ち

たいと思います。(相馬伸郎)

すると、一同は聖霊に満たされ、

“霊"が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話しだした。
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5月15日 「聖霊降臨・教会の誕生」 幼稚科

〈ねらい〉

聖霊の大きな働きを知 lJ、聖霊のカを信じて生

きる。聖堂は、み言葉を宣べ伝える勇気と力を与

えて下さる。

〈展開例〉

みなさんにお誕生日がありますね。教会にもお

誕生日があります。今日は教会のお誕生日です.

教会がどうやって誕生したのでしょうか?

イエス様が天に昇られた後、残されたお弟子さ

んたちは、一つの部屋に集まっていました。そこ

に神様が約束して下さった、「聖霊の力j が降り、

お弟子さんたち一人一人は神様の言葉を語る勇気

ど力が与えられました.もうだれ一人イエス棋が

十字架にかかる時に逃げ出したお弟子さんのよう

ではありませんでした。。そして、本当のカと勇気

を与えられたお弟子さんたちは、自分がお話して

いる言葉ではなくてもお話をしたり、たくさんの

人たちにイエス様の事を語りました。速くの地ま

で。その言葉を信じた人たちが、また神様の言葉

を伝えて世界中に神様の言葉が伝えられていきま

した。驚くことは、 2000年も前の出来事を、日本

にいる私たちも知り、信じていること、今も世界

食品-6¥ーとまをつくるラ女

0遊び方

床や机のよに置き、円の中心に息を吹きかけ、くる

くる回して遊びます。

中に神様の言葉が伝えられていることです。教会

は、このような神様を信じる人たちが集まったも

のですが、その中に、神様の特別なカが働いてい

て、今も昔もそしてこれからもずっと変わらず伝

えられていくのです.

私たちも教会学校で神様のお話を聞いています.

難しいな、分からないなって事がたくさんあると

思います。そんなとき、聖霊の力が働いて、聖書

の言葉が分かるように私たちに力を与えてくれま

す。また、お友達に神様のお話を教えてあげたい

と思うときに聖霊のカが与えられて、お友達にお

話しする勇気が与えられます。聖霊は、お化けで

も怖いものでもありません。目には見えませんが、

神様が私たちに与えて〈れる本当の力と勇気だと

思います。

〈お祈り〉

神様。神様の力が働いて世界中に聖書の言葉が

伝えられた事を感謝します。私たちも聖霊のカを

信じて歩んでい〈ことが出来ますように.お友達

にも神様の言葉を伝えていくことが出来ますよう

に。イエス様のお名前によってお祈りします。アー

メン。

0用意するもの

画用紙、油性べン、のり

O作り方

①画用紙を円形に切ります。

②両面に好きな模様を油性べンでかきます。

③図のように切り込みを入れ、折ります。

④画用紙を図のように切 1)、円の裏につけます.

女どんな模様をかくと、回ったときにきれいか、エ夫

してみましょう.



5月15日 「聖霊降臨・教会の誕生」 小学科下級

〈盟書のお話を砲認してみよう〉

①今日は何の日?(→べンテコステ)

②べンテコステは、何が注がれた目?(→聖霊)

③そのとき何が誕生した?(→教会)

④今日の聖書のお話には何という預言者が出てき

た?(→エゼキエル)

⑤エゼキエルが見たのは、どのような光景だっ

た?(→枯れた骨の復活)

⑥骨に肉がついただけ?(→霊が吹き入れられた)

⑦この骨とは、誰のことだった?(→罪を犯した

イスラエル)

⑧罪を犯すことがある私たちは、どうすれば聖堂

を受けられる?(→御言葉を聞き、イエスさま

を信じる)

〈考えてみよう〉

息をとめるとどうなるでしょうか。もちろん苦

し〈なって、死んでしまいます。私たちは息をし

ないと生きていけません。しかし、息はしていて

も、心が苦しくなるということはないでしょうか。

お友達とけんかをしてしまったとき、ずるいこと

をしてしまったとき、なんだか嫌な気持ちになり、

心が苦しくなります。私たちには、罪があり、そ

れが苦しさの原因です。その苦しさを取り除〈た

めには、聖霊という空気を吸って呼吸をしなけれ

ばなりません。それは、イエスさまを信じる人に

与えられる特別な空気のようなものです。

〈一緒に祈るう〉

天の神さま.イエスさまを信じる私たちの罪を

ゆるしてください。聖宣を与えてくださ~'0そし

て、いつも教会に喜んで行〈ことができるように

して〈ださい。イエスさまのお名前によってお祈

りします。アーメン.
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5月15日 「聖霊降臨・教会の誕生J 小学科上級

〈ねらい〉

聖霊なる神様が働くとき、枯れた骨も生き返る。

私達がイエス様を信じていること、教会に信じる

人達がいること、これは聖霊が私達、教会の人遣

に働いているからであることを知る。自分たちが

現に聖霊の注ぎを受けていることを信じること。

これが教会の始まれ

〈展闘例〉

考えてみよう。

0預言者エゼキエルが見たものは?

(枯れた骨)が(生き返る)幻。

0神様からエゼキエルに、枯れた骨に向かつて語

るように命じられた言葉を読んでみよう。 37章

4-6節。

Oこの言葉から、霊がどんな働きをしたことがわ

かりますか.

骨と骨を近づけ、それらのよに(肉)と(筋)

を生じさせ、(皮膚)がその上を(覆う)よう

にした (8節)0

Oこの後、霊が彼らの中に入ると、どうなったで

しょうか。

(生き返って)(自分)の(足)で(立った)0 それ

から非常に(大きな集団)になった (9-10節)。

Oこの霊は、(聖宜)なる(神様)です。今日は、

聖霊降臨を記念する日です。これは、弟子遣に

霊が〈だって、弟子遠がいろいろな国の言葉で

イエス様のことを語ったことを記念する目です。

このときから、世界中にイエス様の福音が伝え

られるようになりました。だから、イエス様の

復活後の教会の誕生日なのです(使徒 2章)。こ

のとき弟子たちにくだられたのは、エゼキエル

書37章で出てくるのと同じ霊でしょうか。それ

とも違うのでしょうかo (同じ)霊です。だか

ら(聖霊)なる(神様)です。

0聖霊なる神様が注がれる時、どんなことが起こ

るのでしょうか。

・エゼキエル37章では、(枯れた骨)を(生き

返らせ)、(大きな集団)にしました (10節)。

・使徒言行録では、弟子遣が、(いろいろな国

の言葉)で、(イエス様)のことを(話す)よ

うになりました(使徒言行録2章4節、 14-

40)0 

・さらに大勢の人たちが(イエス様)を(信じ

る)ようになりました。(キリストの教会)が

生まれたのです(使徒言行録 2章41-42節)。

0聖霊なる神様は今も私達に注がれています。そ

れはどうして分かりますか。考えてみよう。

①私がイエス様を信じるようになること、信じ

ているのは、聖堂なる神様のお働きです。

②イエス様を信じる人たちの集団(教会)があ

ること。

〈祈り〉

天の父なる神様、あなたは、聖霊なる神様を私

達のところに送って下さり、イエス様を信じて、

水遣の命に生き返るようにして下さいました。私

達がもっとあなたのことが分かるように、聖霊な

る神様をお送り下さい。そしてこの教会に、さら

に大勢の人たちが来て、エゼキエルが見たように、

新しい命に生き返り、教会が、大きな集団になる
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5月15日 「聖霊降臨・教会の誕生」 中学科

ことができるようにして〈ださ L、
【目標】

霊によって生きるということはどういうことか

考える。

①説教を深めるために

Q. 説教を聞いて新し〈発見したことは?

Q. わからなかったことは?(分級では教師が

一方的に教えるのではな〈、ここで出された

生徒の疑問を大切にしながら進めてゆけるな

らば理想的である)

②改めて御言葉に取り組む

→エゼキエル書37章1-14節を生徒と読む。

【ポイント】

枯れた骨が生き返ったのは、筋と肉を与えられ

たからではな〈、最後に宣を与えられたからで

あった.ただ骨と筋と肉があるだけでは、その状

態を生きていると聖書は語らな~'0神様から吹き

入れられる霊によってこそ『お前たちは生き返るJ

(5節)と言われる。霊を吹き込まれるというこ

とは命を得ることを意味し、それは神様に場所を

得るということ、主を知ることにつながる(14

節)。その実現がべンテコステに起こった。そこ

に教会が誕生し、何よりそこに主を知り、主に対

して新たな命を得て生き返った新しい主の民の歴

史が誕生した。私たちの教会、私たち一人一人も、

重を受け、神様を知り、枯れた骨が生き返るほど

の力強い命を吹き込まれた者たちなのである.

③生徒と一緒に考える

→聖霊なる神は霊であられるので目に見えない

が、しかし確かに私たちに働いて私たちを神

様に結び付けていて〈ださる.見えない霊の

働きは、しかしそれが具体的に働いた教師自

身の人格、経験、その信仰、その証しを通し

て見えるのである。まず教師自身にとっての

「童によって生かされているJことの証しを

生徒と分かち合う。

Q. 特に牧師先生などは聖堂の働きを熱心に求

めて祈っていますが、あれはなぜだと思いま

す か?

Q. 疑問は解決されましたか?

④抑言葉を生徒が自ら自分の日常に適用できるよ

うに導〈

Q. あれは聖堂の働きだったのかも?と思え

るような経験はありますか?

(例えば、なかなか分からなかった聖書の言

葉、十字架の意味、自分の罪についてのこと

が理解できた経験など)

Q. 聖霊の働きを求めて祈ったことはあります

か?

Q. これからの一週をどんな一週間にしたいで

すか?

⑤祈 IJ

私たち一人一人に神様の御堂が与えられている

ことの感謝。今後も神様が命の宣を豊かに注いで、

私たちを支え、神様との結ぶっきの中に保って〈

ださるように.
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5月22日 「感謝一神の求めJ 聖書研究

テキス卜 ルカによる福音書17章11--19節

本教案誌のカリキュラムは、主の苦難と復活・

教会・終末と進み、いよいよハイデルベルグ信仰

問答でいう第三部「感謝についてJにはいる。こ

の感謝の生活はたえず十字架のキリストを仰ぐこ

とから始まる。今日のテキストからもこの道筋を

見ることができる。テキストの節を追って嘆想し

つつその意味を考えていこう。

11節:何のためにエルサレムへ。これからイエ

スは異邦巡回を終え、十字架の苦難が待ち受ける

エルサレムへ。 18: 31--33参照。

12節 f重い皮膚病J。新共同訳の初版、カト

リックのドン・ポスコ社訳、以前の新改訳、 1955

年改訳ロ語訳はみな「らい病J。この不快語・差

別語からの訂正は重要。この病気は肉体的な病人

というだけでなく、宗教的・社会的にも汚れた者

とされ、イスラエル社会から隔離・除外されてい

た。「速くの方に立ち止まったままJ近づくこと

も許されていない。この汚れた者もイエスの来臨

によって、まった〈新しい憐れみと恵みの世界へ

と引き入れられた。宣教の初期から、イエスは「深

〈憐れんで、手を差し伸べてその人に触れJ(マル

コ1:40)てまでして清められた。彼らの清めと癒

しはイエスの宣教目的であった(マタイ 11: 5)0 

13節:主に対する「憐れんで〈ださいJ(エレ

イソン)という叫びはキリスト教信仰の本質的な

ものである。カトリックなどの「キリエ(主よ)・

エレイソンj 唱和の伝統の見直しを。

14節:清めの判定は祭司の仕事であった。レピ

13章参照。「見てj は、速くからさ覧になったの

か、主がすぐ近くまで行かれたのかは不明。マル

コ1:-40のように、患者たちに触れるということ

はなかったと思われる。しかも 10人が癒されたの

は、祭司のところへいく途中であった。彼らの中

に「望んでいる事柄を確信し、見えない事実を確

認するJ(へプライ 11:1)という信仰、イエスに

よって清められ癒されるという信頼を見ることが

できる.

15.16節:しかし「その中の一人、サマリア人j

だけが、癒されたあと神に賛美をささげながらイ

エスに感謝をするために戻って来た。他の 9人は

ユダヤ人だったのだろうか。サマリア人は「この

外国人J(18節)と言われているように異邦人と

の混血人で、ユダヤ人からは軽震と敵対意識の対

象となっていた.彼らサマリア人にイエスの福音

の光があてられ、彼らのなかに恵みの世界が拡

がった。良きサマリア人のたとえ(ルカ 10:25 ....... 

37)や、シカルの井戸辺でのサマリアの女の話

(ヨハネ4:1.......42)は、この個所と合わせて味わ

うとよい。かれがイエスのところへ「戻って来たj

のはいつか。レピ 13章によると、祭司のところで

の清めの判定がでるまでには、一週間以よもか

かった。そんなに時間がたてば、エルサレムに向

かつておられるイエスの一行を見失ってしまう。

そこでこのサマリア人は、祭司に見せることな〈、

癒されるとすぐ、真の大祭司であられるイエスの

もとに引き返したのである。

17節ほかの9人Jの信仰が問われる。神の

みもとに来ようとしないアダムの堕落以来の人聞

の姿(創世紀3: 9) が、 fどこにいるのかj とい

うイエスの御言葉に込められている。神の恵み、

私たちを心底作り替えるイエスの癒しに対して、

私たちの応答いかに。

18.19節:病気が癒されるという恵みには 10人

すべてがあずかった.しかしこの一人のサマリア

人の信仰のみが、「あなたを救った」のである。そ

の信仰ゆえに彼はこれから後、自分の人生に「立

ち上がって、行j くことができる。しかし彼はま

ず、「神を賛美するためにjイエスのもとへ「戻っ

て来たj のである。

『重い皮膚病Jは私たちの罪、清くされ癒され

るのは罪の赦し・義認と、聖化の恵み。そして私

自身を主の日の礼拝で主イエスにお見せする。神

にまみえ神への賛美ヒイエスへの感謝のために、

この喜びの礼拝に骨週、戻ってくるのである.第

三部「感謝についてJの生活はここから始まる.

(中根汎信)



5月22日 「感謝一神の求めj カテキズム研究

カテキズム 子どもカテキズム問37

子どもカテキズム

問37 神さまが人に求めておられることは何ですか.

答 神さまが私たちに求めておられることは、感謝することです。

証拠聖句 ルカ 17: 11-19、テサロニケー5:18、エフェソ5:20、コロサイ 1: 12、

べトロー2: 9-10 

参考教理問答 『ジュネーヴJ128，130、『ハイデルベルクJ2，86，90、

『ウ信仰告白J16: 2、『ウ大教理J97 

本間から第三部『生活の道Jについて学びます.

聖書は、人が倍ずべき事柄と共に、生きるべき

道をも教えています(問6参照)。信仰のない生

活が鹿しいように、行いの伴わない信仰もまた死

んだも同然です(ヤコプ2:26)。なぜなら、信仰

は人に新し〈生きる命を与えるものだからです.

神は人を心と体を持つものとしてお造りになり

ました。それは、人が心と体をもって神の栄光を

現すことをお望みになったからでありましょう.

1 .救われるためではなく

第一部「人生の目的Jの問4で、私たちは f神

が私たちに望んでおられることJを学びました.

これは、神が人間に望んでおられる究極の規準に

ついてであり、この後間39以下でもう一度学んで

行〈ことになります.

けれども、人はその規準に従わなかったばかリ

か、従い得ない者へと堕落してしまったのでした

(問17-18)。ですから、いくらこの規準を学んで

も、そこで見出すのはただそれを為し得ない自分

の惨めな姿だけです。何とかそこから救われるた

めに自力で遭いよがろうとすることは、もはや不

可能なのです(問28)0

2.救いへの応答として

しかし、神はそのような私たちを一方的に愛し

て、救ってくださったのでした(問29-31)0 そこ

には、何の条件も求められていません.ただ、神

が御自分の独り子イエス・キリストを犠牲にして

私たちをお救いくださったということ、そこまで

してこのような私たちを御自分の子どもとなさろ

うとしたその愛を信じることだけでした。

ですから、神がなおも私たちから求めておられ

ることは、私たちが救われるために何かをするこ

とではありません。むしろ、その救いに対する私

たちの応答です。別の言い方をすれば、その救い

を大喜びする私たちの心です.神に愛され神の子

とされていることを素直に喜んで『ありがとう j

と言う、その心なのです.

3.ただ感謝のみ!

したがって、“ただ患みのみ"の救い(問28)に

対する最もふさわしい応答は、“ただ感謝のみ"で

すo rカテキズム』が <1)返し f心を込めて」と

か「喜びと感謝をもってJと私たちの姿勢を表現

してきたのは、そのためです(問23，25他)。

神の救いの恵みに対して、いつでも感謝できる

ことはキリスト者の特権です(コリントー1: 4、

エフェソ 1: 16、フィレモン 1:4他)。自分のこと

であれ他人のことであれ、感謝する材料に事欠〈

ことはありません(テサロニケー5: 18)0祈りに

よって(コロサイ 4:2)、讃美によって(同3: 

16)、また献げ物を通して(コリントニ9:11)私

たちは感謝を捧げます。感謝することは、様々な

思い煩い(フィリピ4:6)や患い思い(エフェソ

5:4)に打ち勝つカとさえなるのです。(吉田 隆)
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5月22日 「感謝-神の求めJ 説教展開例

テキスト ルカによる福音書17章11-....19節

カテキズム 子どもカテキズム問37

(単元のねらい)

信仰は、様々な側面をもっています。アプラハムは、不可能を可能に変える神様の全能の御力を信じ

ました.また、信仰は、祈る熱心さを表す場合もあけます.しかし、今日の聖書箇所がはっきり教えて

いることは、「信仰とは感謝することであるj という理解です.また、この感謝は、律法主義的な信仰

によっては引き起こされません。また、感謝する信仰は、御利益信仰の対局にあるものです.イエス様

は、感謝を生み出す信仰を求めるおられます。

『感謝する融厄ぢ』

この世には、御利益信仰と呼ばれる信仰があり

ます。例えば、九州の福岡にいたとき、多〈の車

のリアパンパーの辺りに宗像大社のシールが貼っ

てあるのを見かけました。何かしらの加護の抑利

益を期待しているのでしょう。また、幾つかの新

興宗教では、信じることで病気が癒やされること

を宣伝 Lています。治ると信じることができたな

ら、本当に治る病気もあるでしょうから、全〈の

嘘ではないかもしれせん。そのような宗教は、信

じることから結果する御利益を人に期待させ、信

者を護得しようとしています。

福音書には多〈の癒やしの物語が記されていま

す。その意味では、イエス様を信じて多〈の病気

の人が癒やされたのですから、イエス様を信じる

信仰は、信じた人に病気を癒やすという益をもた

らしました.イエス械は、病気を喬やすことで、

病気に苦しむ人に、神の憐れみ深さを表し、また、

ご自身が病気を癒やすことができる救い主である

ことを明らかにされました。イエス様を信じた人

は、確かに、様々な多〈の益を受けることができ

ました.しかし、福音書において、イエス様から

癒やしの益を受けた人がすべて救われたのであり

ません。

今日の聖書箇所において、イエス様から癒やさ

れた人は 10人です。そして、この 10人は、イエス

様の御言葉を信じました。イエス様から「重い皮

膚病は癒やされる jというお言葉を頂いただけで、

この抑言葉を信じて、その場を立ち去ったからで

す.そして、まだ重い皮膚病が癒やされていない

にもかかわらず、癒やされることを信じて、自分

の身体を祭司に見せるための旅に出かけたからで

す.普通なら、自分で治ったのを確認してから、

その証明を受ける為に祭司のもとに行〈のですが、

自分では治ったことが確認できないときに、イエ

ス様が治るといってくださったという御言葉だけ

を信じて旅に出るのですから、強い信仰といえる

かもしれません。そして、イエス様は、このよう

に信じて去った 10人全員を癒やしてくださいまし

た。

10人ともに、祭司に見せる旅の途中で自分の皮

膚が締麗になったことに気付きました。皮膚は敏

感ですから、蚊に刺されてもすぐ赤〈腫れます。

蚊に刺されたぐらいなら、すぐに精麗な肌に戻り

ますが、重い皮膚病で悩んでいた人は、自分では

もう治らないと思われるほど皮膚が痛んでいまし

た。ですから、イエス様からお言葉を頂いて、そ

の皮膚が締麗になっていくことに驚いたことで

しょう。みんな本当に婚しかったと思います.そ

して、祭司から治ったことの証明を受けるために、

旅を急ぎました。その証明さえあれば、家族のも

とに帰ることができます。可の人の輸のなかにも

入り、共に礼拝を守ることができます。

ところで、その 10人のなかで一人だけが、祭司

から証明を受ける旅から引き返して来ました。ル
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カは、彼のことを 15--16節でこのように記してい

ます。「その中の一人は、自分がいやされたのを

知って、大声で神を賛美しながら戻って来た。そ

して、イエスの足もとにひれ伏して感謝した。J彼

は、自分の病気が癒やされたのは、神様の御業で

あることを知っていました。イエス様を通して、

神様が働かれたのです。そして、大戸で神様の御

名を賛美し、イエス様に感謝を献げました.イエ

ス様が、お言葉を与えて癒やして〈ださったから

です。

その彼に対して、イエス様は、 19節で次のよう

に語られました。「立ちょがって、行きなさい。あ

なたの信仰があなたを救った。Jここで、「救ったJ

というお言葉に着目してくださ ~'o 10人はすべて

癒やされました.しかし、救われたのは感謝を表

しに来た彼一人です。 10人は、イエス様と出会っ

て癒やしの御利益を受けました。しかし、イエス

様と出会って、「救L、Jの恵みを受けたのは彼一

人です.

この物語は、救いとは何かを改めて問い掛ける

ものです。癒やしと同じ意味ではありません。こ

の物語における「救Lリとは、イエス様に感謝を

表す者に与えられる祝福です。イエス様から「あ

なたの信仰があなたを救ったJと言って頂ける以

上の信仰的な祝福はありません。感謝を表しに

帰ってきた彼は、何よりも先にイエス様に感謝を

表すことが、祭司に自分の身体を見せること以上

に大事なことになりました。癒やしを与えてくだ

さったイエスとの出会いが、ある意味で、自分が

癒やされたことよりも重大な意味を持ち始めてい

ます。イエス様に感謝したいという思いが、彼を

突き動かしています。この信仰が、彼が救われて

いることを表しています。「救いj とは、イエス

様との深い交わりに入れられていることです。彼

は、これから、イエス様の御前を離れて祭司に見

せるために旅立つのですが、彼は永遠にイエス様

との交わりに生きることになります.

御利益信仰は、御利益を喜ぶ信仰です。それに

対してキリスト教信仰は、御利益を与えてくだ

さったイエス様を、御利益よりも喜ぶ信仰です。

ユダヤ人の 9人は、イエス様から重い皮膚病を癒

やされるというご利益を受けたのですが、イエス

様の霊的な結びつきという救いを受けることはで

きませんでした。多〈の人は、困ったときに教会

に来て助けを得ると、もう来なくなります.これ

は、本当に残念なことです。御利益以よの救いを

自の前にして、受けずに終わるのですから。一度

受けた特別な恵みから出発して、神を喜ぶことが

自分の人生の中心出来事となるところまで、イエ

ス様は出会う者を導こうとしておられます。

また、ルカは、彼がサマリヤ人であること伝え

ています。イエス様は、「この外国人のほかに、神

を賛美するために戻って来た者はいないのか(18

節)Jと問い質しておられます.この言葉から、他

の9人はユダヤ人であったことが分かります。通

常、神札拝に熱心であると自負している者が、神

を賛美することよりも、自分の癒やしを喜ぶこと

を優先したのです。そして、純粋な信仰を失った

とユダヤ人から農まれていた一人のサマリヤ人が、

9人のユダヤ人よりも豊かな神賛美へと進んでい

きま Lた。この物語は、律法主義的に救いを求め、

感謝することを忘れたキリスト者への警告を含ん

でいます.

今日の物語は、信仰の質を鋭〈問い掛けていま

す。他の 9人のユダヤ人もイエス様の御言葉を信

じて、病気が癌やされました。救いをもたらす信

仰とは、彼らの信じかたど区別されるべきです.

その際、イエス様が「信仰」と呼んでくださるの

は、イエス様に感謝する心です。イエス様は、私

たちが自分の為に御利益を求めて信じる信仰より

も、どんな些細なことであってもイエス様へ感謝

する信仰を尊んでくださいます.私たちは、この

礼持に集い、もう既に、イエス様を喜ぶ者に変え

られていることを何よりも心から感謝致しましょ

う。礼拝における感謝の祈りを、イエス様は喜ん

で〈ださいます。(岩崎謙)

〔今週の暗唱聖句〕 ルカによる福音書17章19節

イエスはその人に言われた。

「立ち上がって、行きなさい。あなたの信仰があなたを救ったoJ
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5月22日 「感謝一神の求め」 幼稚科

〈ねらい〉

全てのことが神様から与えられた患みであるこ

とを覚え、感謝する気持ちを持つ。

〈展開例〉

みなさんは、誰かから「ありがとうJヒ言われ

て婚しくなったことがありますか?

よく、お家のお手伝いをした時やお友達を助け

てあげた時などに、「ありがとう Jと言われたこ

とがあると思います。また、お買い物に行ってお

庖の人から fありがとうございますj ヒ言われた

こともあるでしょう o rありがとう j という一言

を言われて婚しくなったり、とても気分が良〈

なったりすると思います。「あリがとう j という

言葉でどちらもとても良い気持ちになります。

「ありがとう j の中で、もう一つ大切なことが

あります。それは、「神様ありがとう Jです。神

様に私たちはお祈リの中で「ありがとうJと古い

ますね。どうして、「神様ありがとう Jと言うの

でしょうか。

神様は、私たちの真っ黒な心の中をイエス様を

通して真っ白な心に変えて下さるからです。私た

ちのためにイエス様を与えて下さり、十字架で私

たちのために死んで下さったのからです.そして、

私たち一人一人を愛し、神様の子どもとして守っ

て下さっています.私たちは「神様ありがとう J

といつも言える子どもになりましょうね。

〈お祈り〉

神様、イエス様を私たちのために送って下さり

ありがとうございます。神様がいつも私たちを

守って下さることを心から感謝します.イエス様

のお名前によっておいのりします.アーメン。

*魔渚のつレヨシ食

0用意するもの

画用紙、クレヨン、先のとがったもの(ツマヨウジ、粘土べラなど)

O遊び方

①画用紙全体を黒色以外のクレヨンで8か所ぐらいに分けて、白い部分が残らないようにぬります。

②そのよから黒色のクレヨンを、下の色が見えなくなるまでぬります。

③ツマヨウジの裏や粘土べラで削るように絵をかくと、いろいろな色の絵が浮き出てきます。

*余白がな〈なるまで色を塗ることは、かなり根気が要ります。年齢によって紙の大きさを調整し

ましょう。また、最後までぬることができるよう、戸をかけて励ましましょう。

ベ司11;角的ミ件、:)15'1ゐ 上め完全ワレヨ:τ仇，1.

fft..A~， "t内ー

。。



5月22日 「感謝一神の求めj 小学科下級

〈聖書のお話を確認してみよう〉

①イエスさまのところに何人の人が来た?(→10 

人)

②彼らはどういう病気だった?(→重い皮膚病)

③その病気を癒されたのは何人? イエスさま

のところに帰ってきたのは何人?(→10人、一

人)

④帰ってきた人は何をしに戻ってきた?(→イエ

スさまに慰謝するため)

⑤イエスさまによって本当に救われた人は何人?

それは誰?(→一人、帰ってきたサマリア人)

〈カテキズムの内容を確認してみよう〉

①自分で自分を救うことはできる?(→できない)

②誰が自分を救って〈れる?(→神さま、イエス

さま)

③それでは、自分はもう何もしなくていい?(→ 

いいえ)

④何をするべき?(→神さま、イエスさまに感謝

をする)

ゐ

〈考えてみよう〉

先週は何かいいことがあったでしょうか。その

ことで自分はどう思ったでしょう.自分はすごい

と思った? 自分は運がいいと思った? ある

いは、そのことでお友達に自慢した? でも、ま

ずは神さまに感謝しましょう。すべてのことは神

さまがして〈ださったことです。そして、いいこ

とは何もなかったというお友達も、よ〈考えてみ

ましょう。今、こうして教会に来ていることなど、

当た"前のようにしていることも、神さまが患み

をもってそうして〈ださっていることなのです。

〈ー績に祈るう〉

天の神さま。たくさんのよいことを私たちに与

えて〈ださってありがとうございます.何よりも

イエスさまを与えて〈ださってありがとうござい

ます。いつもイエスさまに感謝することができま

すように。イエスさまのお名前によってお祈りし

ます。アーメン。
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5月22日 「感謝-神の求めJ 小学科上級

〈ねらい〉

主イエスに癒されて、神への感謝と賛美に至っ

た人の物語を通して、信仰が、主の恵みに対して

感謝することであるいうことを伝える。十戒の学

びに入る前に、十戒を守る生活の源泉は、神の恵

みへの感謝であることを伝える.

〈展開例〉

考えてみよう。

O重い皮膚病を清められた人たちはどこへ行った

でしょうか.

・10人の内 9人は: (清められた)証明のため

(祭司)の所へ行った.

• 10人の内の 1人は: (祭司)の所へ行〈途中

から(イエス様)の所へ(戻ってきた)。

ルカ福音書17章15節.

0イエス様の所へ戻ってきた人は、なぜ戻ってき

たのでしょうか。

(イエス様)に(感謝)したから、(神様)を

(賛美)しながら戻って来た(15-16節)。

0残りの 9人はどうして戻ってこなかったので

しょうか。

9人の人達にな〈、戻ってきた人にあったも

のは?(イエス様への感謝)。

0戻って来た人l立イエス様から『あなたの信仰が

あなたを救ったJ(19節)という御言葉をいた

だきました。この人の信仰はどんな信仰だった

でしょうか.

①イエス様に救われるためには重い皮膚病を自

分で清くしなければならな~'0 

②イエス様が清〈して下さった。だからもうイ

エス様には用はな~'0イエス様とは関係な〈

生きていけばいい。

③イエス様は私を清めて下さった。だからうれ

しくて、感謝せずにはいられな~'0イエス様

の所へ行って感謝を表した~'0神様は素晴ら

しいって賛美せずにいられない.

(もちろん③が正解.①は律法主義、②は

無律法主義の考え方。)

0私達がイエス様からいただいている恵みには、

どんなことがありますか.挙げてみよう.

・(命が与えられていること、日々の糧が与え

られていることなど、さまざまあるでしょう)。

. (そして何と言ってもイエス様に救われた事.

罪の赦し、復活の希望)

0私達がイエス様から救われていることを感謝し

ょう。ではその感謝をどんなふうにあらわした

らよいでしょうか.私達にもできることがある

でしょう.考えてみよう。

(いつでもイエス様の所に戻る事、礼拝、賛

美、祈りの生活.これから十戒を学んで守るこ

と、その他子ども達が考えるように導<) 0 

〈祈り〉

天の父なる神様、私達はあなたから大きな恵み

をいただいています.何よりも、主イエス・キリ

ストが私達のために、救いのお働きをなしとげて

下さいました。私達は罪を赦され、天の御国に入

れていただ〈救いを与えられています。神様あり

がとうございます。心から感謝します。私達が神

様の言葉に従い、あなたを愛し、人を愛して感謝

を表したいと思います。どうか私達が神様に感謝

を表すことができるようにして下さい.



5月22日 「感謝一神の求めj 中学科

【目領】 捧げる心が先行するはずである。その至極当然の

誰のために信仰を持ち、生活をし、礼拝をする ことをしただけの一人に、主は救いを約束してく

のか、その向かう先を考える。 ださった.そこに感謝はさらに豊かなものとされ

①説教を深めるために

Q. 説教を聞いて新しく発見したことは?

Q. わからなかったことは?(分級では教師が

一方的に教えるのではなく、ここで出された

生徒の疑問を大切にしながら進めてゆけるな

らば理想的である)

②改めて御言葉に取り組む

→ルカによる福音書17章11-19節を生徒と続

む.

【ポイント】

皮膚病を患っていた 10人は皆、主イエスに憐れ

みを求めたが、癒された後に戻って来て主に感謝

をささげたのは一人だけだった。自分の願いがか

なえられたらそれで終わりなのか、それとも自分

が受けたものを神様にお返しする、神様に栄光を

帰するというところまで神様から目を離さずに進

むのかという点が問われている。これは結局、誰

のために生きるのか、誰のために世界は回ってい

るのかという問題に行きっし抑自身のために世

界を回すカと権威をお持ちの主イエスが、全〈私

たちのために、生まれて、生きて、そして死んで

くださった.そして今こうして私たちを生かして

〈ださっている。この事実を知るならば、自分自

身の事に思い煩うよりも、振り返って主に感謝を

るのである。

③生徒と一緒に考える

→まず教師自身にとっての「神様に感謝した経

験Jを生徒と分かち合う。

Q.教師が神様に感謝できた時、けれどもとら

え方によっては、それを自分のカだと考える

などして感謝しないということもできる。聖

書では 10人中、 9人が主イエスに感謝 Lな

かった.原因を考えてみよう。

Q. 疑問は解決されましたか?

④御言葉を生徒が自ら自分の日常に適用できるよ

うに導〈

Q.神様に感謝した経験はありますか?

Q. 今あなたにできる神様に喜んでいただける

感謝のあらわし方とは何だと思いますか?

Q. これからの一週をどんな一週間にしたいで

すか?

⑤祈り

全てのことを感謝すべき患みとして送って〈だ

さる神様への賛美。感謝し切れないほどの患みで

私たちを包んでくださっている神様に感謝して。
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5月29日 聖書研究「感謝としての服従J

テキスト ヨハネによる福音書21章15--19節

十ニ使徒のなかでもシモン・べトロほど、私た

ちに親近感を与える人はいないだろう。ガリラヤ

湖の漁師で「無学な普通の人J(使徒4: 13)、妻

帯もしていた(マルコ 1: 30)。しばしばその宮動

は、イエスの叱責を招いている。誤ったメシア観

(マルコ 8:33)、の変貌の山での無知(マルコ 9:6)

など.使徒として活動を始めてからも、その信仰

の姿勢についてパウロから非難を受けている(ガ

ラテヤ2:11--14)。失態とともに朴納とした誠実

さも窺われる。ベトロの失態のなかでも特筆すべ

きは、「たとえ、みんながつまずいても、わたし

はつまずきませんj と豪語したあと、捕らえられ

たイエスを見捨てて逃げ去り(マルコ 14:50)、イ

エスの予告どおり、大祭司の中庭で 3皮も主を知

らないと言ったことである(マルコ 14: 30，66-' 

72)。べトロの再召命を記す今回のテキストの背

後には、この悲 Lみと悔悟がある。節を追いつつ

御言葉を学び暖想しよう。

べトロはいま深い心の傷を負いつつ神妙な面持

ちでイエスの前に立つ。「今から後、あなたは人

聞をとる漁師になるJとの最初の召命(ルカ5: 

10) から三年問、主とともに歩み訓練を受けてき

た。その一切が水泡に帰する思いである o rわた

しを愛しているかj という三度の問いかけに、三

皮の主に対する否認という拭い去ることのできな

い普い経験がオーパーラップした。 f愛するJと

いうイエスとべトロの言葉が七回繰りかえされる。

アガパオー(イエスの第一、第二の問い)と、フィ

レオー(その他の五回)という二種類の『愛するJ

という言葉が使われている。しかしこのニつの語

義の相遣を論じることは、ここでは蹟末なことで

あろう。むしろ愛についての七回の繰りかえしと

ニつの語葉によって、多様で豊かな概念を持つ愛

の再構築がイエスとベトロの聞でなされていると

考えたほうが良い。 Lかもそれはべトロの側から

人間的に考えるなら、絶望的にみえた。ただ一方

的にイエスのほうから赦しと再召命の患みとして

べトロに迫るものである。ベトロ自身は「はい、

主よ、わたしがあなたを愛していることは、あな

たがご存じですJというほかなかった。自分のす

べては主に知られているので、主の患みに訴える

以外にすべはない。しかしそれで十分である.主

の恩寵の勝利は、失態の後の再召命にこそ豊かに

示されるものであった。べトロの言葉に続いて、

イエスは「わたしの(小)羊を飼いなさい、世話

をしなさ Lリヒ言われる。『飼いなさ Lリは餌を

食べさせ養う、「世話をしなさ Lリは群れを牧す

る・群れに餌を与えて世話をするという意味があ

る。牧者が羊に与えるものは良質の餌でなければ

ならない。問題の餌は天からの命のパンであり神

の抑官業である(ヨハネ6: 22--71参照)0

ところで今まで大失態を犯し、一度はイエスを

見捨てて逃げ去ったような人物が、このような大

きな務めにつくことができるだろうか。これは今

日も牧師・長老・執事や教会学校教師など、教会

の働き人に投げかけられている問いである。考え

るべきことは、べトロ自身、迷える羊(ルカ 15: 

1--7)であり、良い羊飼いに命をかけて救われた

羊である(ヨハネ 10:11) ということである.こ

こから主に対する感謝と献身が生まれてくる。多

〈赦されたものは多〈愛する。多〈愛されたもの

は多〈をささげる。これは献身にも献金にも様々

の奉仕にもあてはまる。忠実な献身者に求められ

ることは何か。第ーにはおのが罪の深さを悲しみ

悔い改めること。第二はキリストの赦しと救いの

患みがどんなに大きいことか、そして赦しの世界

に入れられている幸いを十分に味わい知ることで

ある.第三は他の羊を飼うという働きのためには、

自分自身が良き羊飼いイエスに養われていること

を知るということである。このようにしてベトロ

自身も、同じことを後世の人々に伝えたのである

(べ卜ロの手紙一5: 1--4)0 中根汎信)

。。



5月29日 「感謝としての服従J カテキズム研究

カテキズム 子どもカテキズム問38

子どもカテキズム

問38 あなたはその慰謝をどのようにしてあらわしますか。

答 神さまが聖書を通して明らかにしておられる仰心に従うことです。

証拠聖句 サムエル上15:22、ミカ6:8、ローマ3: 31，12 : 2，14 : 1-10 

参考教理問答 『ジュネーヴJ129、『ハイデルベルタ~ 91、『ウ信仰告白J16: 1，2、

『ウ大教理.191，97、『ウ小教理J2，39 

1 .感謝のかたち

どんなにヘタタソな絵でも、かえって後片付け

が大変になるようなことでも、幼い子どもたちの

感謝のかたちは婚しいものです.神が、御自分の

子どもとなさった私たちからお求めになっている

こともまた、同様です。主は、何よりも感謝する

心を求めておられます。

神の救いに対する感謝のかたちは、多様です。

それは具体的に、教会における様々な奉仕や、信

仰者としての日々の生活のかたちとなって表され

ます.その際、人によって賜物の遣いや症かれた

状況の遣い、あるいはまたその人の信仰の度合い

によって、多様な表現を取ることでしょう。神の

救いそのものが、その人にふさわしい多様な恵み

をもたらすからです。

ですから、互いの奉仕や信仰生活の優劣を比較

したり、ましてそれらを侮るべきではありません

(ローマ 14:1-10)。キリストは、どのように弱〈

理解の足りない者のためにも、死んで〈ださいま

した(同14: 15)。神の国は平和と喜びの国です

(同14: 17)。大切なのは、皆の感謝を寄せ集め、

互いに建てよげられて行〈ことです。

2.聖書に現わされた御心

成長するとともに、子どもも次第に頭を使うよ

うになってきます。相手が喜びそうなことをいろ

いろと思い巡らします。主を愛するようになった

私たちもまた、主がお喜びになることを考えるべ

きです(ローマ 12: 2)。

幸い、神は、御自分の御心を自ら明らかにして

くださっています。それが、神の言葉である聖書

です.しかし、聖書は、神が欲するプレゼントの

リストを書き連ねているような書物ではありませ

ん.ある箇所にははっきりと神の御旨が記されて

いますが、理解しに〈い所も多々あります.祈り

つつ読みまた思い巡らして行〈中で、神の御性質

とお考えの全体が次第に分かるようになる、その

ような書物なのです。

別の言い方をすれば、神様を知りたい、神様の

お喜びになることを学びたいと願うたち者に、聖

書は自らを開< (啓示する)書物だということで

す。神の御旨を知ることと神を愛することは、

つのことなのです.

3.キリスト者の服従

ちょうど時を正しく刻ませるために時計が作ら

れたように、人もまた創造者の御意志に従う時に

のみ、本来の目的に通うものとなります。その意

味では、御言葉への服従はすべての人の義務です。

しかし、キリスト者の服従は、それ以上です。

そこには感謝があるからです。堕落以前の人間も

また、自ら進んで神の御心を行なっていたことで

しょう。しかし、神がどんなに足耐強〈、またど

んなに深〈私たちを愛しておられたことか、どれ

11ど分かっていたというのでしょう.キリストの

赦しの愛を知った私たちは、主への感謝に満ちた

愛によって従います。多〈を赦された者は、多〈

愛するのです(ルカ7: 47)0 吉田 隆)
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5月29日 説教展開例「感謝としての服従」

カテキズム 子どもカテキズム問38

ヨハネによる福音書21章15--19節テキスト

(単元のねらい〕

この聖書箇所には、物語そのものに感動が宿っているので、教師がまず感動し、付け足しをせずその

まま語り、聖書の感動を子供たちに伝えて頂きたい.今回の説教を、何故自分が教師をしているのかを

考えながらら、教師に自分の為に読んでもらいたい。復活のイエス様とべ卜ロとの会話をどう説明しょ

うかと考えるまえに、そのニ人の会話に自分が巻き込まれてい〈経験を説教準備においてして頂きたい。

その備えがあれば、聖書を単純に語っても届〈言葉となることを信じている.

『感謝して、イエス厳巴従ラ』

ベトロは、イエス様が十字架に架けられる直前

にイエス様を知らないと三度否みました。自分で

は、死んでもイエス様に従う覚悟を固めていたの

ですが、イエス様を否んでいる自分と出会いまし

た。イエス様が逮捕された時、ベトロは、イエス

様を案じているつもりでしたが、気付いてみれば、

死んでもした〈なかったことをしていたのです.

それも、自分のロと言葉で誓うかの如〈にしっか

りと否んでいたのですから、弁解の余地はありま

せん。また、べトロのこの失態は、イエス様の目

に留まらぬ、隠れたところでなされたものではあ

りません。イエス様によって預言され、予め知ら

れていました。そして、イエス様は、否んでいるべ

トロを見ておられました。ベトロは、一番見られ

たくない場面で、イエス様と目と目が合いました。

復活されたイエス様は、べトロと再会されまし

た。そこで、イエス様は、三度「わたしを愛する

かj とべトロに問い掛けられました.べトロは、

三度「愛しますj と答えます。この三度のやり取

りは、べトロの三度の否みと対応していると思わ

れます.べトロは、三度も同じ問いをイエス様か

ら受けて、悲しくなりました。「愛していますj と

一度言ったら、それで自分の愛が伝わるかど思っ

ていたのに、三度も同じ問いに答えねばならな

かったからです。

ところで、べト.ロの答えを丁寧に読みますと、

べトロはイエス様の問い掛けに、「ハイ、愛しま

すJと直接、答えていません.べトロの答えを直

訳すれば、強調点は、自分が愛しているというこ

とよりも、そのことをあなたご自身がご存知であ

るという点にあリます.べトロの悲しみを表すな

ら、「あなたは、あなたを愛している私の心を知

リながら、何故、三度も問い続けるのですかj と

なるでしょう。

ここにおいて、大きな信仰的な進歩をべトロに

見ることができます。以前のべトロなら、必死で

断言して、「私は、何があってもあなたを愛しま

すJと叫んでいたことでしょう。しかし、べトロ

は、今は自分の弱さも知り、また、自分が三度否

むことを、イエス様は否む前からご存知であった

ことを体験的に知りました。そして、復活の主イ

エスとの出会いのなかで、イエス様は三度否んだ

べトロを赦しておられることを知りました。べト

ロはそのようなイエス様を、今、以前にも増して、

悔い改めをもって愛しています。そして、ここで

大切なことは、否むであろうことをご存知であっ

た主イエス・キリストが、今度は、イエス様を愛

してべトロをもよくご存知であるという確信が、

べトロの中に宿っていることです.

では、何故、イエス様は三度も同じ質問をされ

たのでしょうか.ベトロの「あなたを愛しますJ

という答えを引き出し、そのうえで、『わたしの

羊を飼いなさ Lリと語り出すためではなかったか

と思われます。イエス様は、べ卜ロが深〈傷つき、

。。



自分はもはや教会の指導者にはなれないと言い出

す程、落ち込んでいることを心配されたのです。

べトロは、個人的には身をヲI~、て、隠れたところ

で、イエス様を愛して生きょうど思っていたのか

もしれません。

しかし、イエス様は、「わたしを愛しているこ

とが確かであるなら、わたしの羊の世話をしなさ

L、j とベトロを召し出して〈ださいました.この

ように解釈するなら、三度の問い掛けは、ベトロ

は、一回「わたしの羊を飼いなさいJと宮われた

だけでは、まだ、対応できない弱さを抱えていた

からだと思われます。「あなたを愛していますが、

わたしのような者に、あなたの羊は飼えませんJ

という応答がべトロの心から消えるために、イエ

ス様は繰り返し促されました.イエス様を愛して

いることとイエス様の羊の世話をすることが、一

つの事柄となるのに、三回のやり取りが必要だっ

たのです.

べトロは、このやり取りを通して、直接イエス

様を愛するのではなく、イエス様が愛しておられ

たイエス様の羊の世話をすることによって、イエ

ス様への愛を表すように召し出されました.この

ことは、教会の教師や指導者がどのような器であ

るかを、明確に指し示しています.教師になると

は、決して名誉職に就〈ことではありません。教

会の教師・指導者に求められる資質は、イエス様

を愛していることです。ここで、自分こそイエス

様を誰よりも愛しているという自意識をもっとす

れば、かえって奉仕の妨げとなります.自分がど

れ程イエス様を愛しているかを自分で吟味するの

ではな〈、「あなたがご存知ですj とイエス様に

委ねることが大切です.すべてを知っていて〈だ

さる主イエス・キリストが、イエス様の羊を飼う

ように託して〈ださるのです。そして、私たちは、

イエス様の羊を愛することによって、私たちはイ

エス様をどれ程愛しているかを、日々、証しする

ように招かれています。

この物語は、更に展開します.イエス様は、三

度の問いかけの後、急にべトロの晩年の働きに言

及されます。帯を締めるとは、神様から託された

仕事に取り組むときの洋服の備えです。それは、

心の身支度をも表しています.ベトロは、若いと

きは自分で帯をして自由に行動できますが、晩年

には人の手を借りることになリます。ここで、イ

エス様は、死に方を示しておられます。両手を広

げとは、初代教会では、十字架の徴でした。ペト

ロは、晩年において、十字架で死ぬという預言を

受けたのです。

この殉教の預言を、べトロは悲しい思いで聞い

たでしょうか。そうではないと思われます.ベト

ロは、感激して聞いたのではないでしょうか。以

前、たとえ死んでも従いますと語ったとき、イエ

ス様から本当は従えないことを見抜かれていまし

た.今回は、イエス様が、べトロは人生をかけて

イエス様に従いきる人物であることを語って〈だ

さいました。イエス様に知られていることを知っ

ているべトロは、殉教の死の預言を聞いて、今回

はイエス様の見守りの内に最後までお従いできる

ことを、確信したことでしょう。

この物語の締め括りの言葉は、「わたしに従い

なさ Lリです。ベトロは、最初にバプテスマのヨ

ハネの紹介でイエス様にお会いしたとき、すぐに

従う者となりました。ですが、イエスに従う道は、

十字架によって中断されました。しかし、イエス

様の復活を契機に、改めて、イエス様のほうから、

イエス様に従う道を再度聞いて〈ださいました。

今回は、イエス様とべトロとの個人的な関係にお

ける服従ではな〈、イエス様の羊を飼うことに

よって、イエス様に従う道です。これは、べトロ

個人の物語ではありません.イエス様に罪赦され

た者は、その感謝を兄弟姉妹との関わりにおいて

表すべ〈召されてます。イエス様への感謝は、必

ず、イエス様から与えられる職務への服従となっ

て表されます。(岩崎謙)

〔今週の暗唱聖句〕 ヨハネによる福音書21章19節

べトロがどのような死に方で、神の栄光を現すようになるかを示そうとして、

イエスはこう言われたのである。

このように話してから、べトロに、『わたしに従いなさい」と言われた.
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5月29日 幼稚科「感謝としての服従j

〈ねらい〉

主イエスへの感謝と献身に生きることに、喜び

に生きる道があることを知る。

〈展開倒〉

みなさんは、今回、「あリがとう Jを古いまし

たか? 誰に言いましたか? 思い出してみて

ください。お父さんやお母さん? 兄弟? お

友達や先生に言ったかもしれませんね? では、

どうして「ありがとうJを言ったのでしょう?

何かをもらったから? 親切にして〈れたから?

あなたのために何かしてくれたから・・・?

『ありがとう j は感謝の言葉です。あなたがう

れし〈なるようなことをしてくれた人に対して自

然に出て〈る言葉ですね。でも、わたしたちの感

謝の気持ちは「ありがとう j というだけでは足り

ないと感じる時がありませんか? 私をこんな

にうれしい気持ちにさせてくれた人に今度は私が

何かをしてあげたい、喜ばせてあげたいと思うこ

とがありますね.

天の父なる神さまは、私たちをいつも守ってく

ださり、食べるものや着るもの必要なもの全てを

備えて〈ださいます。私たち一人一人を深〈愛し

て〈ださって、私たちの患い心「罪Jを赦してく

ださるのです。そんな神さまに「ありがとう j を

言いたいですね。そして、神さまを喜ばせてあげ

るために何かした〈なりますね。どうしたら神さ

まは喜んで〈れるのでしょう。それは、神さまの

「御心に従うJことです。「御心Jとは神さまのお

考えです。神さまが考えておられることは、聖書

に書かれています.みなさんはまだ聖書を読むの

は難しいですから、教会学校にきて先生のお話を

聞〈ことが、神さまの抑心を知ることになるので

す.

〈お祈り〉

天の父なる神さま、神さまのお患みに感謝して、

喜んで神さまに従うことができますように。イエ

ス様のとうといお名前によっておいのりします。

アーメン。

*璽旬〈鎗〉カード食
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5月29日 「感謝としての服従J 小学科下級

〈聖書のお話を確認してみよう〉

①ベトロはこれまで失敗することな〈イエスさま

に従ってきた?(→十字架のときに裏切ってし

まった)

②そのときイエスさまのことを何回知らないと

宮 った?(→三回)

③ここで復活されたイエスさまは、べトロに何回

「愛しているかJと聞いた?(→三回)

④べトロはイエスさまを愛している?(→愛して

いる)

⑤「わたしの羊を飼いなさいj とはどういう意

味?(→イエスさまを信じる人たちを守ること)

〈カテキズムの内容を確認してみよう〉

①神様の御心は何に書いである?(→聖書)

②私たちは聖書を読むだけでいい?(→読んで従

う)

③ただ従えばいい?(→感謝して従う)

〈考えてみよう〉

大きな失敗をしてしまったべトロが、ここでも

う一度イエスさまに声をかけられ、しかも大切な

仕事を与えられました.べトロはどんな気持ち

だったでしょうか。考えてみましょう。私たちも

失敗することがあります.でも、イエスさまは私

たちをいつまでも深〈愛してくれます。感謝して

イエスさまを信じて従いましょう。

〈一緒に祈るう〉

天の神さま。ベトロを散して〈ださったように、

私たちの罪も赦してください。そして、慰謝して

イエスさまに従えるようにしてください。私たち

に何ができるか、聖書を通して教えてください。

イエスさまのお名前によってお祈りします.
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5月29日 「感謝としての服従」 小学科上級

〈ねらい〉

主イエスを否定するという、主を裏切る罪を犯

したベトロが、復活の主に赦され、 しかも教会の

指導者として召される。罪の赦しと召しに、べト

ロは感謝して従った。生徒達自身が、主に赦され、

主に従うよう招かれていることを知ること.そこ

には主のあわれみに対する感謝の応答がある。

〈展開倒〉

考えてみよう。

0べトロはイエス様から「あなたがたは皆わたし

につまずくりといわれたとき、どんなふうに

答えましたか.マルコ福音書14章29節を読んで

みよう。

Oここから、.ベトロがイエス様に従うことについ

て、絶対(大丈夫)って、(自信)をもってい

たことが分かりますね。

Oイエス様が捕らえられたとき、弟子遣はどう

なったでしょうか.

イエス様を(見捨て)て(逃げてしまった)

(マルコ福音書14章50節)。

0イエス様は大祭司の所へ連れて行かれましたそ

のときベトロはどこへ行ったでしょうか。

(マルコ福音書14章53--54節)。

0その後、べトロは自分でも思いもよらなかった

事をしてしまいます。どんなことだったでしょ

うか(マルコ福音書14章66--72節)。

0十字架にかけられ、死んで復活された主イエス

がべトロに会って下さいました。今日の説教の

場面です。このときのベトロの気持ちを考えて

見ましょう。(まだ他の人はつまずいても、自

分は大丈夫と自信をもっていたでしょうか。も

う宮えな〈なっていましたね。それどころかべ

トロは、自分はもうイエス様の弟子として失格

だと思っていたかもしれませんね。)

0主イエスはべトロをどうなさったでしょうか.

べトロを赦さず、弟子として失格であると宮わ

れたでしょうか.

(べトロを赦し、教会の働きをする人に立て

て下さった.ベトロをもう一度イエス様の弟子

として立ち直るようにして下さった。イエス様

の教会の働きをするようにされたのでした)。ヨ

ハネ福音書21章15--19節。

0ベトロがこの後教会で働くことができたのはだ

れのカでしょうか。べトロがイエス様にお詫び

して償ったからでしょうか.自分で立ち直るた

めにがんばったからでしょうか.そうではあり

ません.イエス械が大きな罪を犯したべトロを

散し、主の働きのために召されたからです.

0散されたべトロに求められたことは、イエス様

の宮葉に従っていくことでした(ヨハネ福音書

21章19節)。

0イエス様に救われた私達に求められていること

は慰謝してイエス様の言葉に従ってい〈こと。

〈祈り〉

天の父なる神様、あなたはイエス様を3度も否

定したべトロを赦し、あなたの御用のために立て

られました。あなたは私達の罪を赦し、あなたの

言葉に従うように求めておられます。罪深い私達

を見捨てることな〈、あなたの御用に立てて下さ

います。ありがとうございます。どうか私遣を、

あなたに感謝して御言葉に従う人にして下さ~'0 



5月29日 「感謝としての服従J 中学科

【目標】

主への感謝は主への愛を生み、それは具体的な

服従を伴うことを知る.

①説教を深めるために

Q. 説教を聞いて新し〈発見したことは?

Q. わからなかったことは?(分級では教師が

一方的に教えるのではな〈、ここで出された

生徒の疑問を大切にしながら進めてゆけるな

らば理想的である)

②改めて御言葉に取り組む

→ヨハネによる福音書21章15--19節を生徒と

読む.

【ポイント】

べトロの感謝と愛と服従のあリ方に目を留める

時に、それらは捉え易くなる.まずべトロの感謝

は、自分が主イエスを裏切ったにもかかわらず、

主が彼に再び目を留めて下さっていること、愛に

ついての問いかけによって彼の主への愛を呼び覚

ましておられることから生じる。主イエスを愛せ

なかった者、裏切った者、失敗した者を、しかし

主は見放されないのである.ベトロは感謝した.

それと同時に主は彼に従う道を示された.しかも

御自身の羊を飼うというとても重要な務めを任せ

て〈ださった.ベトロは主から信頼を受け、愛さ

れた.その時には自然にべトロからも愛が生じる。

愛は信頼に答えようとべトロを動かし、主に服従

してゆ〈ことをこのよない喜びとするのである.

感謝は、それが具体的に相手に伝わった時に相手

を喜ばすが、それは神様との関係においても同じ

である.神様はいつも私たちを見ていてくださり、

たとえ言葉にならない私たちの感謝にさえも目を

留めて喜んでくださる。

③生徒と一緒に考える

→まず教師自身にとっての fべトロと同じよう

な経験Jを生徒と分かち合う。そして教師自

身にとっての神様への感謝の捧げ方とは何

か?

Q.疑問は解決されましたか?

④御言葉を生徒が自ら自分の日常に適用できるよ

うに導〈

Q. 好きな人、愛する人、大切な人に感謝を伝

えたい時、どうしますか?

Q. では神様に感謝を伝えるにはどうすれば良

いですか?

その時聖書は役に立ちますか?(次週への伏

線)

Q. これからの一週をどんな一週間にしたいで

す か?

⑤祈り

主がべトロに目を留められたように、私たちに

も目を留めて〈ださること、それぞれに素晴らし

い感謝の道を備えて〈ださっていることへの感謝。

この御言葉を受けて歩み出す私たちの一週間を主

が喜んで〈ださるように。
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6月5日 聖書研究「十戒一感謝の道標j

テキスト 申命記6章16-..25節

(人聞の罪の本質〕

主なる神様は、エジプトにあって奴隷の状態に

あったイスラエルの民を解放し、救い出して下さ

いました.しかし、エジプトを脱出し荒れ野に入っ

たイスラエルの民は、食料が十分に食べられない

ため、エジプトの固で奴隷のまま、死んだ方が良

かったと、モーセとアロンに向かつて不平を述べ

始めました(出エジプト 16: 1-3)。すると主は、

イスラエルの民に対してマナとうずらをお与え下

さいました(同 16: 4-5， 13，31)。しかしイスラエ

ルの民は、続けて『我々に飲み水を与えよj と不

平を宮い始めました(同 17: 2)0すると主はモー

セを通して、イスラエルに水をお与え下さったの

です(同 17:5，6)。そして、モーセはこの場所を

マサ(試し)と名付けました(同 17: 7)0主が全

てをお与え下さることを信じることな〈、主を試

そう(マサ)とすることは、罪を有する人聞の本

質そのものです。

(すでに与えられた救いとこれから与えられる約束〕

しかし主は、イスラエルに対して「主を試して

(マサ)はならな Lリと命じておられます(16)。

そしてさらに、『主が命じられた戒めと定めと提

を守Jるよう、求めておられます.これは約束の

地カナンに入る直前に改めてモーセによってイス

ラエルの民に語られた十戒を忠実に守ることです

(申命記5: 1-21)0 

十戒は、序文で語られているように、すでに、

主がイスラエルをエジプトの圏、奴隷の状態から

救い出して下さった事実に基づいています.そし

てその事実を受け入れ、主への信仰を言い表して、

感謝を持って主に聞き従うことによリ、これから

与えられようとしている約束の地力ナンに入るこ

ともまた、主./J{お与え下さる約束の成就として受

け入れることが出来るのです(18)0 それは、カ

ナンに住んでいる先住民である他の民たちを、主

が追い払って下さることによって成し遂げられる

ことを信じることをも意味します(19)。

つまり、イスラエルの救いを私たちに重ね合わ

せてみますと、私たちが主なる神様のお語り下さ

る命令に服従するのは、すでに与えられた救い

(主イエスによる十字架の購い)に対する感謝の

思いと共に、やがて与えられる約束(神の国)を

確信しているからです.

(子どもへの伝達〕

そして続けて、この主が命じられた戒めと定め

と提をなぜ守らなければならないかを、子どもた

ちに教えるように語ります。聖書はこの命令を、

繰り返し語って来ています(出エジプト記10:2、

12: 26、13:8，14、申命記4:9、6:7、11: 18-20、

詩編78:4-6)。人聞は、与えられた恵みや豊かさ

を、その時は喜んだとしても、時が過ぎれば忘れ

しまいます.そして、欲望が出て、不平・不満ぱ

か"を持つようになります.

だからこそ、主なる神様がお与え下さった救い

と患みと喜びを、さらに約束されている神の国の

確信を、子どもたちに対して、繰り返し語り伝え

ることが求められるのです.繰り返し教えられる

ことにより、主なる神様への信仰と、その主がお

語"下さる戒めと定めと披を感謝をもって聞き従

うものとなるようにされてい〈のです.しかしな

がら、ここで既に与えられた救いと患み、約束さ

れている神の国の祝福を語ることなし戒めと定

めと披のみを教えることは、主なる神様を信じる

ことが、苦しみと重荷となり、信仰の本質を歪め

てしまいます。そして律法学者やファリサイ人た

ちがそうであったように、戒めと定めと披を守る

ことによって、神様が救いを与えて下さるという、

誤った信仰を伝えてい〈ことになります。

(辻幸宏)
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6月5日 カテキズム研究「十戒ー感謝の道標J

カテキズム 子どもカテキズム問39

子どもカテキズム

問39 神さまの仰心の、明らかにされた規準はどこにありますか。

答 十戒の中にあります。

参考教理問答 『ウ小教理.D40，41、『ウ大教理J93-98、『ハイデルベルクJ92 

問37から第三部「生活の道」に入りました。こ

れまでの第二部「信仰の道Jで、「福音Jつまり

「罪からの救Lリを見てきたわたしたちは、これ

からはこの神の恵みに対して、どのように応えて

い〈かが求められていきます。神の患みに対する

慰謝の応答、それが信仰生活です。ですから、そ

れは律法でも義務でもない、わたしたち自身から

ほとばしり出て〈る神への感謝と賛美なのです.

ここでいわゆる律法(その中心が十戒)が、福音

(それは使徒信条に要約される)の「後Jに直か

れていることに注意して〈ださ~'0ここに改革派

信仰が顕著にされています.改革派信仰によれば、

「律法から福音jなのではなくて、『福音から律法」

なのです。ここでは律法の位置づけが変わります。

それは人聞を断罪し、恐怖と混乱におとしめるも

のではなくて、人間の生きる道筋です.律法に

よって罪に絶望して人聞が、キリスト(福音)へ

と追いたてられてい< (律法の第二用法、ウ信条

の区分による)というだけなのではな〈て、福音

によって生きる者とされ、神の患みによって救わ

れた者が、どのようにして神への感謝を表わすか

という、神への感謝の捧げものとして生きてい〈

生き方の道筋として与えられたということです

(第三用法)。

ここにわたしたちの『善い行いJがあります。

それは、この善い行いを功績として、その報いと

して自分の救いを勝ち取るということではなくて、

先に神の救いがあり、救われた者として、神への

感謝と賛美のうちに、神の抑心に応えていこうと

するあり方です。「それは、わたしたちがその患

みに対して、全生活にわたって神に慰謝を表わし、

この方がわたしたちによって賛美されるJという

ことです(ハイデルベルタ問86)。わたしたちが

喜び感謝して救いの人生を歩むこと、それが神の

栄光を表わすことに他なりません.そしてそこで

こそ、「わたしたちの隣人をもキリストへと導<J 

ことができるのです(同)。これからの第三部で

語られてい< r感謝j とは、具体的には「十戒J

と「主の祈りJに生きることですが、それによっ

て、わたしたちは心からの感謝と賛美を神へと捧

げ、その喜びの中で生きることでいっそうの祝福

にあずかりながら、患みの中で生きてい〈ことが

できるのです。

ですから、これから学んでい< r十戒j とは、

「神さまが聖書を通して明らかにしておられる仰

心J(問38)であり、そこで明らかにされた「規

準Jでした.そして「神さまがわたしたちに求め

ておられるj ことのすべては、ここに示されてい

ます。その「御心j とは、わたしたちが「感謝し

て生きるJということですが、その具体的な姿を

示したのが、『十戒j なのです。そしてこの「十

戒Jは、神の一方的な患みと憐れみによって救わ

れたわたしたちが、神への感謝の捧げ物として果

たす『暑さ業』の指針として与えられたものでし

た。神への感謝の捧げもの、神の患みに対する感

謝の応答の指針として与えられた「律法jの中心、

本質こそ、「十戒Jな の で し た 。 ( 三 川 栄 ニ )
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6月5日 「十戒一感謝の道標J 説教展開例

テキスト 申命記6章16-25節

カテキズム 子どもカテキズム問39

(単元のねらい)

キリストを信じる者は、神の救いの恵みへの感謝の応答に生きる。その感謝の生活の指標として十の

戒めが授けられていることを確かめたい.

『神の庖みを費え続ける』

みなさんは十戒を知っているでしょう。教会学

校の礼拝のたびに唱えている教会もありますof子

どもカテキズム』にも十戒は記しであります。昔々

のイスラエルの民に神さまが授けてくださった十

の戒めですね。ちなみに、イスラエルの民を代表

してこれを神さまから受け取ったのが、皆さんも

よ〈知っているモーセさんです。

ところで、十の戒めに先立って、神さまのみ言

葉の語りかけがあることに気づいていましたか.

こういう語りかけです。「わたしは主、あなたの神、

あなたをエジプトの園、奴隷の家から導き出した

神である。j

ここには、神さまがイスラエルの民にしてくだ

さったすばらしい救いのみわざが語られているの

です。昔イスラエルの人々は故郷を遠〈離れたエ

ジプ卜という国の奴隷となっていました.奴隷で

すから、がんじがらめにしばられて、自由があり

ません。毎日過酷な労働を強いられて、イスラエ

ルの民からは苦しみの叫びがあがっていました.

しかし憐れみ深い神さまは、 〈すしいみ手を伸

ばしてイスラエルをエジプトから救い出して〈だ

さいました。奴隷となっていたイスラエルを自由

の身としてくださったのです。それは神さまの愛

によることでした。

つまり神さまは十戒の最初のところで、イスラ

エルの人々に、ご自分がなさった救いのみわざー

エジプトの園、奴隷の家からときはなって自由の

身として〈ださったそのみわざを、あらためてた

からかに宣言なさったのです。これは愛の宣言で

す.イスラエルよ、わたしはあなたを愛している、

だからこそあなたをエジプトの回、奴織の家から

導き出したのだー神さまはまずそのようにお語り

になったのです。

その愛の宣言の後に、十戒のひとつひとつの戒

めが続くのです。それはどういうことでしょうか。

神さまがまずイスラエルの民を愛してくださいま

した。だから、イスラエルの民も神さまの愛にこ

たえて生きるのだということです.神さまから与

えられた十の戒めに聞き従って生きることで、イ

スラエルは神さまの愛にこたえ、神さまへの愛を

あらわすのです。

イスラエルの人々はこのエジプトでの救いのみ

わざを、その後いつまでも覚え続けました。わた

しの恵みを忘れずに覚えていなさいと神さまが

おっしゃったからです。時がたって、子どもや議

たちの時代になると、イスラエルのなかにもあの

エジプトでの出来事を知らない人々が増えてきま

す.神さまが恵み深いお方だということを忘れて

しまって、神さまから離れてしまう人々も出てく

るかもしれません。

だから、礼拝をささげるたびに、十戒を唱える

たびに、このみわざを思い起こす必要があったの

です。それから、子どもたちが十戒の意味につい

て尋ねてくることがあるかもしれません。そのと

きにはお父さんやお母さんが、あのすばらしい患

みのみわざについて、そこに示された神さまの愛

について、また十の戒めを守リ行って生きること

こそが神さまの愛におこたえすることで、そうす

るときに人は命を得るのだということをきちんと

教えなければならなかったのです.
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十戒は昔のイスラエルの民たちだけに与えられ

ている戒めではありません。私たちのひとりひと

りにも与えられている愛の戒めです。

神さまがイスラエルをエジプトからときはなた

れたことは、イエスさまが私たちのためにして〈

ださったすばらしい救いのみわざを先取りするも

のでした。神さまは小羊の血を目印にして、奴隷

となっていたイスラエルの民を自由の身とされま

した。同じように、神さまはひとり子イエスさま

を私たちの罪を購う犠牲の小羊として十字架に死

〔今週の暗唱聖句〕 詩編103編2節

なせるこどによって、罪と死の奴隷となっていた

私たちをときはなち、自由の身として〈ださった

のです.

十戒の序文を読むたびに、私たちはイエスさま

の十字架の蛾いと、よみがえリの命のみわざを思

い起こします。そして昔も今も、水速にかわるこ

とのない神さまの私たちへの愛を確かめるのです。

そして私たちも十の戒めのひとつひとつに聞き従

うことによって、神さまの愛ど恵みにこたえて生

き る の で す 。 ( 木 下 裕 也 )

わた Lの魂よ、主をたたえよ。

わたしの内にあるものはこぞって聖なる抑名をたたえよ。



6月5日 幼稚科「十戒一感謝の道標J

〈ねらい〉

十戒は神から神の民への愛の贈り物、愛の言葉

である。神の愛にこたえて生きることを教える。

〈展開例〉

みなさんは「交通ルールJというのを知ってい

ますか? 赤信号では止まりましょう、とか、自

動車は左側を走ります、とか他にも色々あります

ね。もしも交通ルールがなくなってしまったらど

うなるでしょう? 交差点で車がぶつかってし

まったり、みんなが好きなように猛スピードで車

を運転したり、安心して道路も歩けなくなってし

まいますね。みんなが困ってしまうでしょう。「交

通ルールj だけではありません。幼稚園やみんな

のおうちでも、「きまり Jや「約束事Jがありま

すね。みんなが仲良〈、安心して暮らせるように

作られたのが「ルールJや「きまりJです。

人聞が自分たちのために作ったきまりやルール

は、昔も今も、ものすごくたくさんありますが、

そのどれよリも大切なきまりがあります.それは

神さまが私たちのために与えて〈ださった十の戒

め、「十戒Jといわれるものです。

私たちは皆、心の中に患い思い「罪Jを持って

います。そのため全ての人は、希望もなく、まる

で真っ暗聞の中をさまよっているようでした。し

かし、神さまは私たちを愛して〈ださり、私たち

の「罪Jをなかったことにして〈ださいました。

そのよ、ホ速の命を約束してくださったのです。

真っ暗閣の中でどうすることもできなかった私た

ちに、神さまの大きな愛の光が照らされたのです。

なんてうれしいことでしょう。さあ、神さまの愛

の光に照らされた私たちは、どのように生きてい

くのでしょうか。それを示して〈れるのが、「十

戒Jです。神さまのお恵みに感謝して、神さまの

子どもとして生きていく生き方を教えて〈れるの

が「十戒Jなのです。

〈お祈り〉

天の父なる神さま、十戒によって、神さまにし

たがってい〈生き方を教えてくださってありがと

うございます.イエス様のとうといお名前によっ

てお祈りします。アーメン。
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6月5日 「十戒一感謝の道標」 小学科下級

〈型書のお話を確認してみよう〉

①神さまがイスラエルに与えて〈ださった十の戒

めを何と言う?(→十戒)

②それは、どういう出来事の後で与えられた?

(→出エジプト)

③イスラエルの民をエジプトから脱出させた指導

者は誰?(→モーセ)

@イスラエルの民は、神さまの戒めをきちんと

守った?(→守れなかった)

⑤それはどうして?(→出エジプトの感謝を忘れ

たから)

〈カテキズムの内容を確認してみよう〉

①私たちが従うべき神さまの御心は何に書いてあ

る?(→聖書)

②その中で、特に行うべき大切な戒めとして与え

られているのは何?(→十戒)

③十戒は聖書のどこに出てくるか知っている?

(→出エジプト記20章、申命記 5章)

〈考えてみよう〉

イスラエルの人たちは、どうして神さまへの感

謝を忘れてしまったのか、考えてみましょう。そ

の後の旅がつらいものだったからではないでしょ

うか.うれしいことがあっても、その後にいやな

ことがあると、そのいやなことばかりが心に残っ

てしまい、感謝を忘れることがないでしょうか。

先週、どんなことがあったか思い出し、話し合っ

てみましょう。そして、すべてのことを神さまに

感謝し、神さまに従っていきましょう.

〈一緒に祈るう〉

天の神さま.私たちがいつも神さまに感謝をす

ることができますように。そして、私たちを愛し

てくださる神さまを、私たちも愛して、心から感

謝して従うことができるようにしてください.イ

エスさまのお名前によってお祈りします。アーメ

ン。
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6月5日 「十戒一感謝の道標」 小学科上級

〈ねらい〉

主の言葉に従う(主の抑心に従う)ことの具体

的な指針として十戒が与えられている。十戒が与

えられたいきさつを理解すること。十戒はエジプ

トの奴隷の家からの解放という救済の事実に基づ

いている。従って十戒を守ることは救済の事実を

覚え続けることになる。このことを理解する。私

達にとっては主イエス・キリストによる救いの患

みを覚え、感謝を表すことである.

〈展開例〉

考えてみよう。

0十戒には十の戒めがあります。でもその前に大

切な言葉があります。どんな言葉でしょうか。

fわたしは主、あなたの神、あなたをエジプ

トの園、奴隷の家から導き出した神であるけ

(序文) (出エジプト 20章2節)。

Oここには、どんな風にして十戒が与えられたか

が書かれています。それはどんな物語だったで

しょうか。

(エジプト)で(奴隷)として苦しめられて

いた(イスラエル)の民が、神様によって助け

出されてエジプトから(脱出)し、途中の(シ

ナイ山)で神様から与えられたのが十戒。

0神様はこの十戒を守るようにイスラエルの人々

にお求めになりました。では何のためにイスラ

エルの人達は十戒を守るのでしょうか。

①エジプトから救われるため

②神様から愛されるようになるため

③神様から愛され、神の民とされたこと、エジ

プトから救われたことの感謝をあらわすため.

(もちろん③が正解)

0十戒はイスラエルの人達だけでなく、私達にも

守るように求められています。では、どうして

私達は、十戒を守るのでしょうか。

①イエス様に罪を赦していただいて救われるた

め。

②イエス様に救われたから、神様へのありがと

うという感謝を表すため。

②ですね。これから十戒を学んで神様に感謝を

表しましょう.

〈祈り〉

天の父なる神様、あなたはイスラエルの人遣を

エジプトでの奴隷の苦しみから救い出し、十戒を

お与えになりました.ちょうどそのように、私達

のために、イエス様をお送り下さり、私遣を罪と、

水遣の刑罰から救い出して下さいました.そして

天の御固に入れていただ〈ようにされています.

ありがとうございます.このうれしい気持ちをあ

なたに表したいと願っています。この感謝をどう

やってあらわしたらよいでしょうか。あなたはそ

のために十戒を与えて下さいました。私達はこれ

から十戒を学び、これを守る事を通して、救われ

たことを忘れず、あなたに感謝をしていきたいと

思います。どうか私達が、十戒を守るように励ま

してください。
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6月5日 「十戒一感謝の道標J 中学科

【目標】

神様への感謝の道筋は、神様からの愛の証しで

ある序文を含む十戒に具体的に示されていること

を知る。

①鋭敏を深めるために

Q.説教を聞いて新し〈発見したことは?

Q. わからなかったことは?(分級では教師が

一方的に教えるのではな〈、ここで出された

生徒の疑問を大切にしながら進めてゆけるな

らば理想的である)

②改めて御言葉に取り組む

→申命記6章16.....25節を生徒と読む。

【ポイントI
M節で「今日j という言葉が語られるが、ここ

で、イスラエルの民に「今Jという時が与えられ

ているという事実は奇跡であったo 40年間という

期問、膨大な数の民、砂撲の舞う荒野での放浪、

様々な国民との衝突にも関わらず、この民は全て

の困難を乗り越えてここまで来た。モーセはこの

ことを忘れるなと語る。この「今日j という言葉

は私たちにも当てはまる。私たちが「今日J生か

されているということ。この事実は、私達が一瞬

の問も、主から切り離されることなし守られ、

支えられ続けてきたことの奇跡を証している.ま

たこの私たちに今後があるならば、それはこの

「今日Jを与えてくださった神様の提と法に従っ

て生きることとひとつである。神様の按と法は+

戒に明示された。いつも肌身離さずその教えを守

り自分自身に注意すること。これが神様が喜んで

〈ださる感謝の道、希望の将来を開〈道しるべ、

また患から遠ざかるための防御壁であると教えら

れている.

他人に迷惑をかけないため、秩序維持の目的で

設けられている校則や法律などの他の定めと、十

戒の本質的な相遣を考えてみるのも興味深いこと

かもしれな~'0 

③生徒と一緒に考える

→まず教師自身にとっての『十戒j とは何かを

生徒と分かち合う。

Q.十戒と聞いた時どんなイメージを持ちます

か?

Q. あなたにとって十戒とは、それを守ること

とは、校則を守ることと同じですか?

Q. 疑問は解決されましたか?

@御言葉を生徒が自ら自分の日常に適用できるよ

うに導〈

Q. この御言葉を聞いた者として、これからの

一週をどんな一週間にしたいですか?

⑤祈り

慰謝と服従の素晴らしい道である十戒が与えら

れたこと。この十戒に従って、今週も神様に守ら

れて歩むことができるように.
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6月12日 「神と人への愛J 聖書研究

テキスト マルコによる福音書12章28-34節

{律法学者) いをもたらして下さる唯一の主なる神様に対して

主イエスの時代、旧約聖書において本来教えら どの様な行いをとるべきであるのか、また主の愛

れていた律法以外にも、多くのものが付け加えら に満たされている全ての隣人との聞で、どの様に

れ、膨大な量の戒律が存在し、その研究と解釈が 交わりを行えばよいのか、その根本的な答えが、

重要な仕事となり、律法学者たちは、その働きを 主イエスによってなされたのです.

行っていました。そして彼らの多〈は、戒律を守

ることにより、救いが与えられるとの信仰を持っ

ていました。

そのような状況の中、一人の律法学者は、主イ

エスの復活に関する適切な答えを聞いて、主イエ

スに「あらゆる提のうちで、どれが第一でしょう

かJ(28)と質問します.彼のこの質問により、当

時の律法学者たちが、旧約の時代に主がお語り下

さった律法の中心的事柄を、すっかり忘れていた

事実を知ることができます。しかし同時に彼の探

求心は、律法の専門家として、律法を学び続けて

いる律法学者の姿を映し出しています.

{ニつの提)

律法学者の問いに対して、主イエスはニつの答

えを語られますo r第一の披は、これである o rイ
スラエルよ、聞け、わたしたちの神である主は、

唯一の主である。心を尽くし、精神を尽〈し、思

いを尽〈し、カを尽くして、あなたの神である主

を愛しなさ L、0.1第二の捻は、これである o r隣人

を自分のように愛しなさい。』このニつにまさる

披はほかにないJ(29-31)0 前者は申命記6:4，5 

の引用であり、後者はレピ記19:18の引用です.

しかしながら、このニつの提を貫いているもの

は、同一であることを忘れではなりません。それ

は、唯一の主なる神様がおられことです.そして、

その神様が私たち人間を愛して下さっていること

です.そして神様が、罪人である私たち人聞を救

いに導いて下さるお方である・乙.ど:-ri..す。

このことを私たちが理解したよで、私たちは救

{十戒の要約〕

そしてこのニつの提は、同時に十戒の要約でも

あると言われます(子どもカテキズム問40)。つ

まり第一の錠が十戒の第一の板の要約であり(参

照:ウエストミンスター大教理問答問102)、第二

の披が十戒の第二の板の要約(同 122)となります.

つまり、第一の披である「心を尽〈し、精神を

尽くし、思いを尽〈し、力を尽〈して、あなたの

神である主を愛しなさ Lリを実践していこうとす

れば、十戒の第一戒から第四戒の言葉を心から実

践してい〈者とされてい〈のです.そして、第二

の戒めである「隣人を自分のように愛しなさいj

を実践しようとするならば、第五戒から第十戒ま

での言葉に心から従う者とされてい〈のです.

従って、このニつの挺を覚えることにより、十

戒を単に形だけでも守れば救われると言った形式

的な信仰・律法主義に陥ることを防ぎ、行いと言

葉と思いをもって主なる神様を愛し、隣人を愛し

て、行動するものへとされて行きます.

(律法学者の餓度)

律法学者は、「先生……J(32) ヒ語ります.初

めに質問した時には、主イエスに対して試そうと

しているようでしたが、ここでは主としての権威

を受け入れています。また彼は「……どんな焼き

尽くす献げ物ゃいけにえよりも優れています」ヒ

語ることにより、形式的な律法の服従が誤りであ

ることを認める者とされているのです。

(辻幸宏)
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6月12日 「神と人への愛J カテキズム研究

カテキズム 子どもカテキズム問40

子どもカテキズム

問40 イエスさまが教えて〈ださった十戒の要約は何ですか。

答 「わたしたちの神である主は、唯一の主である.

心を尽〈し、精神を尽くし、思いを尽〈し、カを尽〈して、

あなたの神である主を愛しなさ Lリと、

「隣人を自分のように愛しなさいj です。

神と人への愛、ニつで一つの愛に生きることです。

参考教理問答 『ウ小教理JJ42、『ウ大教理JJ98、『ハイデルベルクJ93 

「十戒j は、ニ枚の板に記されました。ですか

らそれは、神に対するニ重の義務として分類する

ことが出来ます.主イエスは、十戒のみならずそ

れに代表される律法全体を、「ニつの愛の戒めjに

要約されました。「律法と預言者j、つまり旧約聖

書全体は、この神への愛と隣人への愛の「ニつの

愛の戒めJにまとめられると共に、それこそが全

律法の本質であり中心であることを明らかにされ

ました.ここで大事なのは、神が人間に求められ

た義務とは、かくあるべしとか、何々をしてはな

らないといった事柄ではなく、「愛するJという

ことだということですo r神を愛し、隣人を愛す

るj、それが神がわたしたちに求めておられるこ

との全てだというのです.

しかしさらに、このニつの愛の戒めは「ただ一

つの戒めJに要約されていきます。「ホ遣の命Jに

ついて尋ねた若者に向かつて、主は「按を守るj

ことを求められ、それを「殺すな、姦淫するな、

盗むな、偽証するな、父母を敬え、また隣人を自

分のように愛しなさいJという按に要約されまし

た(マタイ 19: 18， 19)。つまり「神への愛Jは、

f隣人への愛Jにおいて具体化され、具現されて

い〈と。それを受けてパウロもこう勧めることが

できましたo r互いに愛し合うことのほがは、だ

れに対しても借りがあってはなりません。人を愛

する者は、律法を全うしているのですo r姦淫す

るな、殺すな、盗むな、むさぼるな』、そのほか

どんな提があっても、『隣人を自分のように愛 L

なさい』という宮葉に要約されます。愛l立隣人に

患を行いません.だから、愛は律法を全うするも

のですJ(ローマ 13: 8-10) と。つまり「神を愛

するJことと f隣人を愛するJというニつの愛の

戒めは、結局「隣人を自分のように愛しなさいJ

という言葉に要約されるというのです。

だからヨハネは、 rr神を愛している』と言いな

がら、兄弟を憎む者がいれば、それは偽り者です。

目に見える兄弟を愛さない者は、目に見えない神

を愛することができません。神を愛する人は、兄

弟をも愛するべきです.これが神から受けた披で

すj と語りました(ヨハネー4: 20，21)0 だから、

主がわたしたちに求められることも同じでした。

「あなたがたに新しい提を与える。互いに愛し合

いなさ~'0わたしがあなたがたを愛したように、

あなたがたも互いに愛し合いなさ~'0互いに愛し

合うならば、それによってあなたがたがわた Lの

弟子であることを、皆が知るようになるJ(ヨハ

ネ13:34，35)0主の弟子であることは、主の教え

を熟知しているとか、信仰年数が長いとか、熱心

に拳仕しているということではなく、 f互いに愛

し合う Jことだと言われました.互いに愛し合っ

ていることが、主の弟子のしるしであり、それに

よって周りの人々はわたしたちが主の弟子である

ことを知るに至ると言われたのです。(三川栄ニ)
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6月12日 「神と人への愛」 説教展開例

テキスト マルコによる福音書12章28--34節

カテキズム 子どもカテキズム問40

{単元のねらい〕

十戒の十の戒めが、神への愛と人への愛の戒めに要約されることをあらためて覚えた~'0そして、こ

のふたつの愛の戒めに生き通された主イエスを仰ぎたい。

『神と人とを要する』

先週に続いて、今週も十戒について学びましょ

フ.

十戒は旧約聖書の昔に、神さまがイスラエルの

民に授けてくださった十の戒めです。けれども先

週も言いましたように、十戒は昔のイスラエルの

人々にだけ語られた戒めではなく、私たちのひと

りひとりにも語られている愛の戒めです。神さま

はイエスさまを十字架につけてよみがえらせたも

うことによって、私たちを罪と死の支配からとき

はなち、永遠の命を与えてくださいました。私た

ちを愛されたからこそ、このような大きな恵みを

くださったのです。私たちもこの神さまの愛にこ

たえて生きるのです。十の戒めを守り行うことに

よって、神さまへの愛を身をもってあらわして生

きるのです。

ところで、十の戒めはニ枚の石の板に刻まれて

いました.その一枚にははじめの四つの戒めが、

もう一枚にはあとの六つの戒めが記されていまし

た。

つまり、一枚目の板に刻まれた四つの戒めは、

一言で要約するなら神さまを愛しなさいという戒

めです。たとえば神さまはそこで、わたしのほか

に神があってはならない(第一戒)、偶像、偽り

の神を遣ってはならない(第二戒)、とお命じに

なります.神さまは私たちを愛し 1くださいまし

た.ひとり子イエスさまを十字架につけるほどに

愛して〈ださいました。この愛を知るなら、私た

ちは当然、ただ神さまだけを愛しますね。偽りの

神さまをこしらえて、これを礼拝して、神さまの

愛を裏切ったりはしないはずです。神さまを悲し

ませるようなことはしないはずです。

一方、二枚目の枚に刻まれた六つの戒めは、一

言で要約するなら隣り人を愛しなさいという戒め

です。神さまはこの私と同じように、私の隣り人

をも愛してくださっています。そして、人間どう

しがたがいに愛し合って生きることを喜ばれ、ま

た望んでおられます。私たちがそのような愛に生

きるために、あとの六つの戒めをも授けてくだ

さったのです。たとえば、殺してはならないとい

う戒め(第六戒)は、ただ人の命を奪わなければ

よいというのではなく、どんなに弱〈小さな命を

もたいせつにしなさいという意味をもふくんでい

ます。盗んではならないという戒め(第八戒)は

盗まなければよいというのではなく、貧しい人々

に分け与えなさいという意味をもふ〈んでいます。

偽証してはならないという戒め(第九戒)は、う

そを言わなければよいというのではなく、おたが

いに真実をつくして生きなさいという意味をもふ

くんでいます。

このように、十戒の十の戒めは、ふたつの戒め

に要約することができるのです。神を愛しなさい

という戒めと、人を愛しなさいという戒めです。

イエスさまも、十戒はこのふたつの戒めに要約で

きるとおおせになりました。『子どもカテキズム』

にもそう苦い¥ありますね(問40)。

さて、このふたつの愛の戒めを完全に守り抜い

て生きられたお方はイエスさまです。イエスさま

は父なる神さまを、そのご生涯において愛し通さ
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れました。それは、神さまのみ言葉の戒めを完全

に守り抜かれたということです。イエスさまは父

なる神さまのご命令に完全に従い通されました。

十字架への道は、イエスさまにとっても苦しくお

そろしい道でした。しかしそれが私たち罪人を救

うための神さまのただひとつのご計画でしたから、

イエスさまはひたすらにその道を歩まれたのです。

そのようにして、神さまのご栄光をあらわされた

のです。

イエスさまはまた、私たち罪人を愛し通されま

した。神さまのひとり子であられたのに、人々に

僕のようにお仕えになりました。そしてご自分の

〔今週の暗唱聖句〕 レビ記19章18節後半

命をも私たちにお与えくださったのです。

神さまは私たちにも、神を愛し人を愛して生き

なさいとおおせになります。このふたつの愛の戒

めに生きるとき、私たちは永遠の命にあずかるの

です。

そして、私たちのそのような歩みの目当てはイ

エスさまです。イエスさまが生きられたように、

私たちも生きるのです。イエスさまは私たちを愛

していてくださいます。イエスさまの愛をいただ

くことによって、私たちもこのふたつの愛の戒め

に生きることができるのです。(木下裕也)

自分自身を愛するように隣人を愛しなさ~'0わたしは主である。
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6月12日 「神と人への愛J

〈ねらい〉

神様を愛することと人を愛すること。このニつ

の戒めを覚え、この戒めに生きられたイエス様を

仰ぎ見ょう。

〈展開例〉

※あらかじめダンボールか発泡スチロールの板

をニ枚用意し、十戒が書かれていた石板をイメー

ジしたものを作っておくと話しやすいかも知れま

せん。

みなさんは、おうちでお父さんやお母さんに

rooしてはいけませんj とか rooしなさ Lリヒ

言われることがありますか?rうそをついてはい

けません。Jrすききらいをしてはいけません。J

fご飯を食べる前に手を洗いなさいoJ rお友達と

仲良くしなさい。Jきっと、こんなことを言われ

たことがあるでしょう。お父さんやお母さんはみ

なさんが元気な良い子に育つようにと願ってそう

いうことを言うのですね。

では、神さまは私たちにどんなことをおっしゃっ

てるでしょうか? 聖書の中に「十戒Jが書か

れていることは先週のお話でも聞きましたね。神

さまが私たちのために書いてくださった十のおこ

とばでしたね。「本当の神さま以外の神さまを信

じてはいけませんJとか「他の人の物をとっては

女くるくるパラシコート食

幼稚科

いけませんJなど十このおことばを神さまはニ枚

の板に書かれたのですよ。(ニ枚の板を見せる)0

一枚目の板には四つのおことばが書かれていたの

ですが、この四つのおことばを一言で言うと「神

さまを愛しなさいj という意味でした。そして、

二枚目の板には六つのおことぱ書かれていたので

すが、一言で言うと「みなさんのまわりにいる人

たちを愛しなさ Lリという意味だったんですよ。

神さまは私たちみんなが神さまのことを大切に思

うように、そして、まわりの人たちのことも大切

に思うようにと願っておられます。みなさんの大

好きなイエス様は、いつも神さまのことを愛して

おられるし、私たちみんなのこともいつも愛して

いてくださるのです.イエス様は神さまのお言葉

をいつも守っておられるのですね。みなさんもイ

エス様のようにいつも「神さま大好き! お友

達もみんな大好き IJって言えるといいですね。

〈お祈り〉

天の父なる神さま、私たちがいつも神さまのこ

とを愛することができますように。また、まわり

にいる人たちのことも愛することができますよう

に守っていてください。イエス様のお名前によっ

てお祈リします.アーメン。
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6月12日 「神と人への愛J

〈盟.のお掻を砲認してみよう〉

①イエスさまのところに来たのは誰?(→律法学

者)

②旧約聖書にはたくさんの提が書いてあるけれど、

一番大切なことは何?(→神さまを愛すること)

③それだけ?(→隣人を愛すること)

④でも、どうしたらそのように生きることができ

る? (→本当に神を愛し、隣人を愛して〈だ

さったイエスさまを信じる)

〈カテキズムの内容を確認してみよう〉

①十戒は、大き〈どこで分けられる?(→第一戒

から第四戒と第五戒から第十戒)

②前半にはどういう意味がある?(→神を愛する

ということ)

③後半にはどういう意味がある?(→隣人を愛す

ると L、うこと)

④ニつのうちどちらかが守れたらいいの?(→ど

ちらも守らなければいけない)

，-、、
y、，
fψ-....-

‘二、LJ

3め~

あリfi.ヒう

イエスさt
ー，、

‘，¥.、
" : -~，' 

小学科下級

〈考えてみよう〉

神を愛するということと、隣人を愛するという

ことは、具体的にどういうところから始められる

か、考えてみましょう.毎日お祈りをすること.

日曜日には教会で礼拝すること.これからも続け

ていきましょう。お父さんお母さんの言うことを

よく聞〈こと、お友達と仲良〈すること、また赦

してあげることは、隣人を愛するということです。

そして、まだ知らないお友達にイエスさまのこと

を教えてあげるということはどうでしょうか。そ

れこそ、神さまを愛し、隣人を愛するということ

です。

〈一績に祈るう〉

天の神さま。一番大切な神さまの教えを守るこ

とができますように。神さまを愛して、周りの人

も愛することができるようにして〈ださい.イエ

スさまのお名前によってお祈りします。
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6月12日 「神と人への愛J

〈ねらい〉

ここから十戒の内容に入る.十戒の内容l立まず

神を愛すること、そして人を愛することである。

この十戒のニつの内容を覚えるよう教えたい。こ

れが神の救いへの感謝をあらわすことである。子

どもたちには、自分を愛して下さった神様に感謝

し、神と人を愛するよう勧めたい.

〈展開倒〉

考えてみよう。

O(十戒の文章を見ながら)十戒を読んでみよう。

十あるけれど、大きくニつに分けることが出来

ます。どこで分けられるでしょうか。

(前半田っと後半六つ、出エジプト 20章3-

11節、 12-17節)。

Oニつに分けられる理由は?

前半(四つ)が(神)を愛すること、後半

(六つ)が(人)を愛することが求められてい

ますね。

O神様は私達を愛して下さいました。どんな風に

愛して下さったでしょうか.もう一度思い出し

てみよう。

私達の(罪)の刑罰をイエス様が(身代わり)

に受けて下さったo (天の柳国)に入れるよう

にして下さった。そして今も(一緒にいて)下

さる。とても(うれしい)ことですね。だから

私達も(神様)を愛しましょう。本当の(神様)

だけを(神様)として礼拝しましょう。それが

最初の四つです。

小学科上級

イエス様は(人)を愛して下さいました.そ

して十戒の後半は(人を愛する)ように求めま

す。神様が愛され、私達と一緒生きるようにさ

れた人を愛することが第二に求められることで

す。神様がおおせになることですから、隣人を

愛することは、(神様を愛する)ことでもある

のです。

Oところで、「自分自身を愛するようにJって書

いてありますね。これどういう意味でしょうか。

考えてみよう.自分を愛することはいけないこ

と? 人のことを大切にすればよいので、自

分のことなんかどうでもよいのでしょうか。そ

うではありませんね。自分も(神様)から(愛

されて)いる(大切な)人間です。だから、自

分を(組末)にしてはいけません。大切に愛さ

なければなりません.そして、自分を愛するよ

うに、(隣人)を愛しなさいといわれるのです。

0覚えよう。

「心を尽くし、精神を尽〈し、思いを尽くし、カ

を尽〈して、あなたの神である主を愛しなさ

い。Jr隣人を自分のように愛しなさい。J(マル

コ福音書12章30、31節より)0

〈祈り〉

天の神様、あなたは、私達を愛して下さいまし

た.イエス様は私を愛し、また他の人々をも愛さ

れました。だから、私達も十戒にしたがって、あ

なたを愛し、人を愛する者となりますようにして

下さい。
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6月12日 「神と人への愛」

【目額】

十戒の要約、その目的は愛であることを知る。

①鋭敏を深めるために

Q. 説教を聞いて新し〈発見したことは?

Q. わからなかったことは?(分級では教師が

一方的に教えるのではなく、ここで出された

生徒の疑問を大切にしながら進めてゆけるな

らば理想的である)

②改めて御言葉に取り組む

→マルコによる福音書12章28-34節を生徒と

読む。

【ポイント】

十戒の要約と共に32-33節の律法学者の反応に

も注目したい.彼は恐らく慰動を持ってこう答え

た。彼は何を発見したのだろうか.彼は十の戒め

はよく知っていたと思われるが、それらが目指す

目的については、それを捉え切れていなかった.

それは明文化や規定を超えた神と人への愛であっ

た.クリスチャンとして生きるということの本質

は、決まりや義務に縛られて生きることではなし

それらを超えて愛に生きるということである.主

は、十戒を通して私たちをこの愛へと向かわせて

中学科

おられる。

③生徒と一緒に考える

→まず教師自身にとっての「神を愛し、人を愛

することj とは何かを生徒と分かち合う.

Q.御言葉を語られたイエス様御自身は神を愛

し、人を愛して歩まれたでしょうか?

Q. クリスチャンとして生きるとは、どういう

ことでしょうか?

Q. 疑問は解決されま Lたか?

@御言葉を生徒が自ら自分の日常に適用できるよ

うに導〈

Q. あなたにとっての「神を愛し、人を愛する

ことJとは何だと思いますか?

Q. これからの一週をどんな一週間にしたいで

すか?

⑤祈り

神様が私たちを愛して〈ださったこと。主が神

ヒ人への愛に生きるという素晴らしい道を私たち

の前に聞いて〈だっさっていること、それぞれが

その道を歩んでゆけるように.
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6月19日 「賎し、のみわざ一過越J 聖書研究

テキスト 出エジプト記12章21.......27節

{最後の災い)

主なる神様は、モーセによって、ファラオとエ

ジプトに九つの災いをもたらしました(出エジプ

卜7:14-10:29)0それはファラオが主の御前で

頑なになって、イスラエルの民を去らせなかった

ためです。そして主なる神様は、最後に、「エジ

プ卜の圏中の初子が皆、死ぬJ災いをもたらすこ

とを約束されました (11: 5)。

{すべてが裁かれる〕

この災いにおける主の裁きを、自分の力で逃れ

ることが出来る者はありません。ここには、ファ

ラオが頑なになっていたための裁きの意味のみな

らず、主の御前に立つ時、誰一人として例外な〈、

主の裁きが与えられる頑なな罪があることを示し

ています。「そのとき、エジプトの圏中の初子は

皆、死ぬ。王座に座しているファラオの初予から、

石臼をひ〈女奴隷の初子まで。また家富の初子も

すべて死ぬJ(11: 5)のです。

{主の憐れみ)

もし主の御手が、イスラエルにもたらされてい

なければ、イスラエルの民の土にも、エジプト人

と同じように、すべての初予の死がもたらされて

いたことでしょう。しかし、愛そのものであられ、

憐れみ深い主なる神様は、イスラエルのよに災い

が通り過ぎ、災いから逃れる手段をお与え下さい

ました。これが過越の犠牲を献げることです。こ

れは『鴨居とニ本の柱に塗られた血j というしる

しが飾られることにより、イスラエルがエジプト

から区別され、主が裁きを行うことな〈過ぎ去っ

て下さるのです。これは主なる神様の一方的な憐

れみによって与えられた救いの御業です。

〔子訴のための定め〕

そして主なる神様は、この過ぎ越しにより、イ

スラエルが購われ、エジプトから救い出されたこ

とを覚えるために、骨年、この儀式を守り (25)、

子供に教えて教育していかなければならないこと

を命じています (26-27)。それはエジプトの初子

の死と過ぎ越しの御業自体は、一回限りの出来事

ですが、過去の出来事として、忘れ去られないた

めに、必要なことなのです。儀式が毎年行われ、

繰り返し繰り返し教育されていくことにより、時

間と共に、そして世代が代わることにより、主な

る神様がお与え下さった恵みは忘れ去られ、主へ

の信仰は失われていくことを〈い止めることが求

められているのです。それは、人間の思いは、持っ

ていないもの、与えられていないものに対する不

平・不満を語り、要求はするものの、すでに主な

る神様から与えられている患みに対して感謝する

ことが出来ないからであり、恵みを忘れ去るから

です。

しかし、主なる神様による購いが自分たちに与

えられたのだという事実が、儀式と教育によって

伝えられてい〈時、主なる神様による救いにある

ことを喜び、感謝して、主を『ひれ伏して礼拝j

(27)する者へとされてい〈のです。(辻 幸宏)
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6月19日 rJ'郎、のみわざ一過越」 カテキズム研究

カテキズム 子どもカテキズム問41，42

子どもカテキズム

問41 十戒の前書きは何ですか。

答 「わたしは主、あなたの神、あなたをエジプトの園、

奴隷の家から導き出した神であるJです。

参考教理問答 『ウ小教理.D43，44、『ウ大教理J101 

十戒の最初には「わたしは主、あなたの神Jと

の序文が付けられています.神は「わたしは主J

だと言われました。『主Jとはヤーウェという神

ご自身の名で、「わたしはある、わたしはあると

いう者J(出エジプト 3:14) という言葉に由来し

ています。この「わたしはある、わたしはあると

いう者J(わたしは在らんとして在るもの)とは、

単に孤立して存在するということではなく、自分

の以外のすべてを「在らしめj て、存在へと呼び

出し、存在せしめる、あらゆる存在の根拠という

ことです。別言すれば、「共に在るJということ

で、ヤーウェなる神とは、イスラエルを存在へと

呼び出して在らしめるだけではなく、そのイスラ

エルと f共に在るj 神であり、 fあなたがたと共

に、いつも在るJ神だということです.だからこ

こで神はこう約束されましたo rわたしは必ずあ

なたと共にいるJと。共在する神、それがヤー

ウェという意味なのです.

この『わたしはあるj という神は、それによっ

て神に在らしめられているわたしたち自身が、自

分に向き合い、神へと向き合う者となるように呼

び掛けられます.わたしたちに呼び掛けられる神

と向き合い、その方が「わたしはあるj という方

であることを知るとき、わたしたちはそこで初め

て自分というものの存在を自覚させられます.人

は神と出会わせられ、その出会いによって自己を

知るようになるのです。「わたしはあるJという

神との出会いは、わたしたちを真実にわたしたら

しめていくのです。 fわたしはあるJという神は、

その呼び掛けによってわたしたちを真実な存在へ

と呼び出し、存在せしめてい〈生ける神なのです。

そしてその神が、わたしと共にいて〈ださる神と

して、この神との出会いと交わリの中で生きる者

へとわたしたちを呼び出された、それが十戒だと

いうことができます.十戒とは、この生ける神に

よるわたしたちへの生きた語リかけであり、「生

きよJと呼び出して下さる生命の神の呼び掛けな

のです.

ここで神は『わたし・あなたj というニ人称関

係に神・人関係を置き、ご自身を fわたしJrあ
なたの神Jとしてどこまでも人格的、具体的な神

として『あなたj と関わりを持とうとされる動的

な神であることを明らかにします。人間に「あな

たJと呼び掛け、相互の生きた交わりを求められ

る人格的な神であるということです。「あなたの

神j として彼らを「奴識の家から導き出した神J

であり、そこに具体的で生きた人間との関わりと

働きを為さる神なのです。神は、こうしてわたし

たちをご自身との交わりへと呼び出し、招かれる

交わりの神です.わたしたちとの交わりを求めら

れてわたしたちを救い、 fあなたの神」としてわ

たしたちとの特別な関係へと導き入れてくださっ

たのです。十戒とはこの神からの交わりへの招き

の言葉なのです.かつてイスラエルを救いだすた

めに、ただ一人戦い、血を流してイスラエルを守

られた神は、やがてゴルゴダの丘でただ一人罪と

戦われ、ただ一人血を流して、それによってわた

したちを蹟いだしてくださった神なのでした。そ

の神が呼び掛けられるのです。「わたしの他に、何

者をも神としてはならな Lリと。(三川栄ニ)
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6月19日 「賎し、のみわざ一過越j 説教展開例

テキスト 出エジプト記12章21-27節

カテキズム 子どもカテキズム問41，42

(単元のねらい)

感謝にいきる生活を、十戒を通してまなぶに際して、十戒という神の抑言葉が、どのようにして、ど

んな目的をもって与えられたかを、十分に理解することは、大人にも子どもたちにも大切なことである。

十戒は、もとより神の「戒めj であり、神がその民に求められる「要求Jである.けれども、このよう

な神の戒めが、神の選びの民に与えられた理由と目的を考えると、十戒は単なる「律法Jr要求」とし

て考えるべきものではなく、その根底にある神の愛、神の献身、ということをよく心に刻むことが必要

である。

とくに、日本のキリスト者と教会が、「律法Jの理解をあいまいにし、その結果「福音J理解そのも

のが聖書の本筋からそれて、人間中心的になりがちな傾向は、今なお克服されていない。十戒の根拠が、

イスラエルに対する神の選びと贈いにあること。そして十戒の恩患的な性質を、はっきり告げるのが、

十戒の「序言j であることを、いくら強調しても過ぎることはないはずである。感謝の生活の指針・規

範としての十戒を、神の恵みの選びと愛の福音的基礎のよにはっきり据えることを、この単元の眼目と

したい。

『神iま酷庖ちをおがなってく躍さる』

皆さんは、むかしのイスラエルの人びとが、長

いあいだエジプトで奴隷の生活をしていたことを

知っているでしょう。イスラエルの人びとは、は

じめはエジプトの王様(ファラオといいます)や

エジプトの人びとから、とても歓迎され、やさし

〈迎えてもらいました.ところが、イスラエルの

人びとの数が増え、次第に大きな民になって〈る

と、エジプトの王様は、イスラエルの人びとを恐

れるようになりました。それで、イスラエルの人

びとにたいへん厳しい労働をさせるようになりま

した。

けれども神様は、イスラエルの人びとの苦しみ

と叫ぴを、聞いておられました。神様は、しばら

くのあいだ、ご自分の民が試練や苦しみに遭うこ

とを許されますが、その苦しみと嘆きを、見過ご

したり忘れてしまわれるこ・とは、決してありませ

ん。神様はイスラエルの人びとの苦しむ様をご覧

になり、そして人びとの祈りと訴えに耳を傾けて

くださいました。そして、モーセというひとを特

にお選びになりました。

モーセについては、皆さんもこれまでに学んで

覚えていることもあるでしょう。アニメ映画で

『プリンス・オプ・エジプト』というのを観たひ

ともいるかもしれません。モーセは、生まれて問

もないころに、不思議な神様のみちびきで、エジ

プトの王女(ファラオの娘)によってナイル川か

ら助け出されました。そして、 40成になるまでは、

エジプトの宮殿のなかで育てられ、エジプトの言

葉や学問を学んで、とてもすぐれた指導者として

の訓練を受けることになりました.しかし、ひと

つの事件があって、モーセはエジプ卜の宮殿を出

て、荒れ野のなかで40年を過ごすことになりまし

た。羊飼いの娘と結婚し、子どもも生まれて、モー

セは80鼠にもなりました。

その80歳になったモーセを、神様は、イスラエ

ルの人びとをエジプトから救い出す働きに、召さ

れたのです。神様は、モーセを通して、エジプト

の王様に「イスラエルの民を自由にさせなさいJ

fイスラエルの人びとがまことの神様を礼拝でき

るように、奴隷の生活から解放してやりなさいj
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と、繰リ返し命令されました.ところが、エジプ

トの王様は、モーセの言葉に耳を傾けようとはし

ません。そのため、神様はエジプトの国にいろい

ろな災いと苦しみを送リ、なんとか王様の心を変

えようとされたのです。エジプトの王様は、とて

も頑固で神様に対してもモーセに対しでも、ごう

まんに振舞いました。

それで神様は、ついにエジプトにたいして、もっ

とも激しい苦しみを与えることを決心されました。

それは、エジプトに生まれた「初子 (rういごJ)、

つまり人間でも家富でも、長男として生まれたも

のを、ぜんぶ死に絶えるようにされる、そういう

おそろしいさばきでした。真夜中に、神様の使い

がエジプトのすべての家を訪れ、人間であれ家富

であれ、すべて長男として生まれたものの命を絶

つという、厳しいさばきがはじまりました。

けれども、イスラエルの人びとは、モーセに教

えられて、このおそろしいさばきをのがれること

ができたのです。子羊の血を、ヒソプという植物

の枝にぬり、その血をそれぞれの家の入りロの、

柱や鴨居(かもい=柱のよ側に渡した横木のこと。

敷居が下にあるのに対して、鴨居は入 IJロの上の

部分)に塗ってお〈のです.イスラエルの人びと

は、その夜は一歩も家から出ることはありません

でした。こうして、滅ぼすために神様から送られ

た御使いは、イスラエルの家を通り過ぎて〈れた

のです.この患みの事件が『過ぎ越しj です。滅

びと死の瀬戸際にあるイスラエルの人びとが、こ

うして神様の大きな守りと愛によって、救われ、

いまわしい奴隷の生活から脱出することができま

した.イスラエルの人びとは、恐ろしい暗聞のな

かで、神様が守って〈ださった、その愛を、いつ

までも忘れないために、それから毎年、『過ぎ越

しjを記念して、お祝いをするようになりま Lた。

私たちはこれから、神様のくださった十の言葉

(十戒)をひとつひとつ学びます.その十戒のは

じめに「わたしは主、あなたの神、あなたをエジ

プトの園、奴隷の家から導き出した神であるJと

書かれていますね。それは、神様がと〈に「過ぎ

越しJという患みの出来事をとおして、イスラエ

ルの人びとをエジプトから無事に連れ出して〈だ

さったことを、教えているのです。神様が、どん

なに大きな愛で、イスラエルの人びとを、苦しみ

から救ってくださったか。「わたしは、あなたが

たを、どんな苦しみの中でも見捨てはしない。あ

なたを愛し、いつまでもあなたがたを私の腕にか

かえて、導いてあげよう Jo神様は、そのように

イスラエルの人びとに、呼びかけておられます。

そして、じつは同じ神様の愛が、今も私たちにむ

かつて差し出されているのです。

ずいぶん昔、「こんにちは赤ちゃんJという歌

が日本中で歌われました。生まれてまもない赤

ちゃんに、お母さんがやさしい声と笑顔で「こん

にちは」と呼びかけて、自己紹介している歌です。

「こんにちは赤ちゃん、わたしがママよJ。ニコ

ニコと、笑顔で赤ちゃんに微笑んで〈れる、お母

さん。そして「わたしがママよJと挨拶して〈れ

る。赤ちゃんにとって、こんなに幸福で安心なこ

とはありませんね。神様が、イスラエルの人びと

に、十戒という言葉を〈ださったとき、まずはじ

めに、神様は自己紹介をされました。「わたしは

主、あなたの神J。いつでも、どこでも、そして

いつまでも、わたしはあなたを離れない。あなた

を見捨てない。だれよりも深〈、あなたを愛して

いる。だから安心して、私の言葉に従いなさい.

わた Lのあとについて来なさい・H ・..0 これが十戒

を〈ださった神様の心です小野静雄)

〔今週の暗唱聖句〕 出エジプト記12章9節

主が力強い御手をもって、あなたをエジプトから導き出されたからである。
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6月19日 「蹟いのみわざ一過越」 幼稚科

〈ねらい〉

十戒の前書きを通して、神の恵みの選ぴと十戒

を与えられた神の愛の心を知る。

〈展開例〉

昔、イスラエルの人たちはエジプトという国で

とてもつらい仕事をいっぱいさせられて、朝から

晩までたくさん働かされました。イスラエルの

人々はとってもつらかったので、 f神さま、つら

いよ~苦しいよ~助けてください IJって神

さまに言いました。その声を聞いた神さまはなん

とかイスラエルの人々を助け出そうとしました.

でも、エジプ卜の王様のファラオという人はすご

く頑固な王様だったので、『もう仕事はやめてエ

ジプトから出て行っていいよJつてなかなか言っ

てくれなかったのです.ついに神さまはエジプト

に生まれた最初のこども(初子)を全部(人間の

子どもだけではなく動物の子どもも)殺すことに

決めました.でも、イスラエルの人たちの初子が

殺されないように、おうちの入りロに小羊の血を

塗るように教えました。夜中に神さまはエジプト

中を歩いて初子を一人残らず殺したのですが、イ

スラエルの人々の初子は一人も殺されずにすみま

女パクパクカード食

した。とうとう、ファラオはイスラエルの人たち

をエジプ卜から出て行かせました。神さまが助け

出してくださったのです。

十戒の十このおことばの前に「わたしは主、あ

なたの神、あなたをエジプトの国奴隷の家から導

き出した神であるJということばがあります。こ

れは、「わたしがイスラエルの人たちを救い出し

た神で、いつもあなたたちと一緒にいますよJと

いう意味です。昔、イスラエルの人々を助けて〈

ださった神さまは今でもわたしたちのこともいつ

も助けていて〈ださるのです.

神さまに救い出されたことを忘れずに、わたし

たちを救って〈ださった神さまといつも一緒に歩

いていくことができるように、神さまはわたした

ちに十戒を〈ださったのです.

〈お祈り〉

天の父なる神さま、神さまがいつもわたしたち

と一緒にいてくださリありがとうございます。こ

れからもいつも神さまと一緒に歩いていくことが

できるように守っていてください。イエスさまの

お名前によってお祈りします。アーメン。

lr，♂ワパワカードdl(椛びtすカード)…タωB.-140日のフルe;.卜l乙も…・

用発するもの:会供，・宰〈もの・ lまさみ.(1)1) 

....t，n岬
①品用科ve輔氏祈ソ

切ツ込)te1.1れて

折ソ綿占あツょす

@広島fて放がピ雪作ヲ
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6月19日 r~:郎、のみわざ一過越J 小学科下級

〈聖書のお話を確認してみよう〉

①神さまを信じるイスラエルの人たちは、どこで

奴隷になっていましたか?(→エジプト)

②そこから神様が助けてくださるとき、家の柱に

何を塗るように言われましたか?(→羊の血)

③そうしてお〈と、エジプト人を撃つために巡っ

ておられた神様がどうなさる?(通り過ぎてい

〈・過ぎ越される)

④この過越は、このときだけで終わっていいもの

だった?(→神さまの救いを語 1)続けなければ

ならなかった)

〈カテキズムの内容を確認してみよう〉

①十戒にはい〈つの戒めがありますか?(→10) 

②大きくどこで分かれますか?(→第一戒から第

四戒と第五戒から第十戒)

③十戒には十の戒めがあるだけですか?(→前書

きがある)

④前書きが教えている神さまの救いの出来事を何

と言いますか?(→出エジプト)

ぜク
的

〈考えてみよう〉

過越によって、イスラエルの人たちは救われま

したが、どうして家の柱に血を塗るように神さま

は言われたのでしょうか。神さまなら、血など見

なくても、どこがイスラエルの人の家なのか分か

るのではないでしょうか。ここでは、その血が犠

牲の羊の血であったことを覚えておきましょう。

イスラエルの人たちも罪人です。助かるためには

犠牲が必要なのでした。そして、この羊の犠牲が、

やがて来られるイエスさまの十字架の犠牲を予告

しているのです。

〈ー績に祈るう〉

天の神さま。むかしイスラエルの人たちを救っ

てくださった神さまが、今も私たちをイエスさま

によって救ってくださることを感謝します。神さ

まに感謝して、神さまの教えを守ることができる

ように助けて〈ださ~'0イエスさまのお名前に

よってお祈りします。

匂
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6月19日 「贈し、のみわざ一過越J 小学科上級

〈ねらい〉

十戒の序文を、背景となった過越におけるイス

ラエルの救済体験から学ぶ。子ども遣が、過越の

出来事そのものを覚えるようにしたい。神様が、

イスラエルをエジプトから救うために、かた〈な

なファラオとエジプトに対して、恐ろしい災いを

下された.イスラエルの人々は子羊の血を家の入

ロの柱と鴨居に塗ることで、災いが自分たちの家

を過越して救われた。ここでは子羊の血による救

いがキリストの購いを暗示することまでは触れな

くて良いだろうが、子羊の血を塗った家は過越さ

れた事は子どもたちにも覚えさせた~'0イスラエ

ルが聞くべきことは、「これほどまでしてあなた

を救った神様が『わたしは主、あなたの神』と

言って下さるJということである.

〈展開例〉

考えてみよう.

0十戒の序文には、神様がイスラエルの人遣を、

エジプトから導き出したことが書いてあります.

どんな風に導きだされたのでしょうか。その中

でも、特に大切な出来事は(過越)です。

0神様は、モーセを通して、エジプトの王様に

「イスラエルをエジプトから去らせるよう Jrま
ことの神様を礼拝できるようにエジプトから去

らせてやリなさ Lリと繰り返し命令されました

(出エジプト 5章1--3節、 7章16節など)0エ

ジプトの王様は、モーセの言葉に耳を傾けよう

としません.神様はどうされたでしょうか。

た。どんな災いだったでしょうか。

すべての(初子)を打つ、その(命)を絶つ

こと。

0神様は、イスラエルの人々に、このさばきから

逃れるためにどうするようにお命じになりまし

たか?

(小羊の血)を(家の入ロ)の二本の(柱)と

(鴫居)に塗っておくこと。イスラエルの人遣

はその夜は一歩も家から出ることはありません.

(12章7節)。

0その夜、神様は、エジプトの家に対しては、(人)

であれ、(家富)であれ、すべての(初子)を

隼たれました。イスラエルの人々の家に対して

は、(血)を見て(過越)されました。(12章12

節--13節)。

Oとうとうファラオはイスラエルを去らせました。

こうしてイスラエルは神様のさばきから救われ、

エジプトの奴臓の生活から救い出されたのです。

(12章31節)0

0神様はご自分を、このようにしてイスラエルを

救った方として紹介されるのです(12章27節)0

0神様は、私達にも「わたしは主、あなたの神j

とおっしゃっています.私遣を救って下さった

神様として自己紹介されているのです。

エジプトの国にいろいろな(災い)を送り、 〈祈り〉

王の心を変えようとされた。 天の父なる神様、あなたはイスラエルの人達を

Oそれでも王は(かたくな)で、イスラエルの

人々がエジプトを出ることを(許しませんでし

た)。それでとうとうエジ.プ.トに対して、もっ

とも激しい苦しみを与えることを決心されまし

力強い御手をもってお救いになりました。私達も

あなたの力強い御手によって神様のさ 11きから救

われました。あなたは私を救って下さった神様で

す.日曜日のたびにあなたを礼拝してあなたにお

従いすることができますようにして下さい。
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6月19日 rl'郎、のみわざ一過越J 中学科

【目槙】 れ得ぬ体験として記憶した.十戒はこの救いの神

過越という不思議な出来事が、神様から私たち からの提であり、神への感謝の応答の道筋である。

への膿いのみわざであったことを知る.

①説教を深めるために

Q.説教を聞いて新しく発見したことは?

Q. わからなかったことは?(分級では教師が

一方的に教えるのではな〈、ここで出された

生徒の疑問を大切にしながら進めてゆけるな

らば理想的である)

②改めて抑言葉に取り組む

→出エジプト記12章21-27節を生徒と読む。

【ポイント】

御言葉を、当時イスラエルの民がどのような状

況にあったのかを追体験するかのように、絵画的

に想像力を働かせて分かち合えるならば理想的で

ある.子供心にとっても、強い印象を与えるよう

な御言葉である。つらい奴隷生活。頑なな王ファ

ラオ。イスラエルの民の望みは尽きるかに思えた。

しかしその中で主は行動を起こされた。暗い夜、

主が街を巡られる。イスラエルの民は玄関に小羊

の血を塗って備えた。その夜、エジプト中に恐怖

の叫びがこだました。イスラエルの民は家の中で

じっとしていただけである.ただ主の腕が、彼ら

を救い出された。その救いをイスラエルの民は忘

③生徒と一緒に考える

Q. 自分がもしその場に居合わせたら、どう

だったでしょう?

Q. 過越を通して民を救った神様は、どんなお

方だと思いますか?

Q. なぜ、戸ロに塗るしるしが、小羊の血だっ

たのでしょうか?

→次週への伏線、汚れなき命の犠牲を示す血

Q. 疑問は解決されましたか?

④柳宮葉を生徒が自ら自分の日常に適用できるよ

うに導〈

Q. 過越をされたこの神様は今も生きて、私た

ちを守って〈ださいます。これからの一週を

この神様の前にどんな一週間としたいです

か?

⑤祈り

神様は愛する民のことを必ず守って救って〈だ

さること、私たちが今生かされていることへの感

謝。
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6月26日 「過越の成就ーキリストJ 聖書研究

テキスト へプライ人への手紙9章11--14節

(1日約の幕屋〕

旧約の時代、幕屋に聖所が設けられ、祭司を通

して、罪の購いとして雄山羊と雄牛の血による賊

いを献げられることが求められました。それは、

血が、人間の生命の源であることに基づいており

(レビ11: 11)、血を流すことなしに、罪の赦しは

あり得なかったのです (22)0

しかし幕屋における雄山羊や雄牛の血は、あ〈

までもキリストによって与えられる完全な購いの

予型に過ぎす、キリストの十字架において流され

た血を指し示しているに留まっていたのです。し

かもそれは繰り返し行う必要があるものであり、

すべての罪の賦いが完全になされることはあリま

せんでした(1-10)0

(大祭司キリスト)

しかしキリストの十字架によって罪の完全な購

いは成し遂げられたのです。そして、人間の手に

よって造られた幕屋(出エジプト 25--40章)では

な〈、「この世のものではない=神様によって

与えられた「完全な幕屋Jに、キリストは入られ

たのです.だからこそ旧約の時代の幕屋は、キリ

ストが十字架に架かられ、死を遂げられた時、そ

の役目を終えたため、真っニつに裂けたのです

(マタイ 21: 51)0 

それは、大祭司としてのキリストが、神の御子

であられるため、まった〈罪がな〈、雄山羊や雄

牛と比べることの出来ない完全なものであり、キ

リストの十字架で流された血によって、完全な永

遠の罪の競いを完成するに足るものだからです。

従って、旧約の幕屋における動物の踊いのように、

繰り返して行われる必要はなく、キリストの十字

架によるただ一度の蹟いにより、旧約から新約に

いたる全ての救われるべき人の、そしてその全て

の罪が、購われたのです.

言い換えれば、本来ならば私たちが自らの罪の

故に負わなければならなかった死は、命が献げら

れなければ蹟うことなど出来ないのであり、しか

も罪に汚れたものの血によっては、決して購うこ

とが出来なかったのです。だからこそ、神様の御

子として、罪のないキリストが、十字架に架から

れ、血を流され、死に渡されなければ、私たちの

罪の蹟いが完成することはなかったのです.

{キリストを信じる者〕

だからこそ、キリストの十字架を信じて、キリ

ストの十字架を受け入れる全ての者は、本来なら

ば罪の故に死に定められているにもかかわらず、

キリストの十字架の購いの故に、罪が赦され、清

められるのです。

そしてキリストの血の蹟いにあずかる私たちは、

清められ、神の国を見据えた永遠の生命が与えら

れたからこそ、神様が人間を創造された時の目的

である私たち人聞が神様の栄光を誉め讃え、神様

を讃美しつつ、礼拝を献げる行為へと促されてい

くのです(14)0 辻 幸宏)
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6月26日 「過越の成就ーキリストJ カテキズム研究

カテキズム 子どもカテキズム問41，42

子どもカテキズム

問42 この意味は何ですか。

答 かつては、神の民をエジプトから救い出すことによって、

今は主イエス・キリストの十字架と復活の御業によって、

神さまはわたしたちの神さまとなって〈ださいました。

ここにすでに、神さまの愛の御心があらわれ出ています。

この神さまの愛の支配のもとではじめて、

わたしたちは、幸せに、また自由に、生きることができるのです。

参考教理問答 『ウ小教理J96、『ウ大教理J168、『ハイデルベルタJ75-78 

過越とは、イスラエルがエジプト脱出の折、エ

ジプトを討つための死の使いが行き巡ったとき、

小羊の血が死の使いを過ぎ越させたことを覚えて

祝う祭でした。神の民を罪の世から脱出させ、死

から生命へと過ぎ越させるために、小羊の血が流

され、小羊の犠牲が必要でした。わたしたちはそ

のことを、聖餐によってお祝いしています。主は

聖餐を、過越の食事の時に制定されたことで、聖

餐が過越の食事であり、そこで意味されたことは、

まさに過越であることを明らかにされました.つ

まり聖餐とは、「キリストがわたしたちの過越の

小羊どして屠られたJことを表わすものでした

(コリントー5:7)0そこで示されたことは、わた

したちが死から生命へと至るためには、小羊の犠

牲が必要であり、そのために小羊の肉が裂かれ、

その血が流される必要があるということです。そ

の過越の小羊こそ、キリストご自身でした.キリ

ストは「世の罪を取り除〈神の小羊J(ヨハネ 1: 

29) であり、これは「罪が赦されるように、多〈

の人のために流されるjキリストの血(マタイ 26:

28) を表わすもので、神がわたしたちと「新しい

契約J(エレミヤ31: 31以下、 32:38以下、ルカ

22 : 20) をキリストの血によって締結してくだ

さったことを確証するものでした。わたしたちの

罪が、キリストによって確かに贈われ、確かに罪

の赦しが与えられたことを、信じることが出来る

し、そのことが保証されているのです.

キリストは、「ご自身の血j により、「永遠の嫡

いを成し遂げられJました。こうして「新しい契

約Jが結ばれました.この「契約j という言葉は

「遺言Jという言葉ですo r遺言Jは、遺言者が死

亡してはじめて効力を発揮します(へプライ 9: 

17)0 r新しい契約J、つまりキリストの遺言は、キ

リストが十字架で死なれたことによって有効なも

のとなりました。これまでの動物の犠牲による蹟

いでは、十分に人聞の罪を取り除〈ことはできな

かったので、罪を犯すごとに、動物犠牲が繰り返

されることになりました(10: 1-4)。しかしキリ

ストは、わたしたちの罪の購いを「ただ一度、ご

自身を献げることによって、成し遂げられたJの

であり (7: 27)、「ただ一度、ご自身をいけにえ

として献げて罪を取り去るために、現われ……多

〈の人の罪を負うために、ただ一度身を献げられ

たJ(7章26，28)のでした。こうして「ご自身を

傷のないものとして神に献げられたキリストの血

は、わたしたちの良心を死んだ業から清めて、生

ける神を礼拝するようにさせj るのです。わたし

たちは、キリストの十字架のただ一度かぎりの犠

牲によって、確かに「罪の赦しJを得るものとさ

れたのでした。だから、たとえ罪を犯し悲嘆に暮

れるとしても、キリストの血によって繰り返し赦

され、清められていくのです。「たとえ罪を犯し

ても、御父のもとに弁護者、正しい方、イエス・

キリストがおられます。この方こそ、わたしたち

の罪、全世界の罪を償ういけにえですJ(ヨハネ

ー 1: 9，2 : 1， 2) 0 三川栄ニ)
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6月26日 「過越の成就ーキリスト」 説教展開例

テキスト ヘプライ人への手紙 9章11.......14節

カテキズム 子どもカテキズム問41.42

(単元のねらい)

十戒の学びに先立って、神への感謝と従順を基礎づける、救いの完成をはっきりと語ることが必要で

ある。そうすることによって、十戒は、圧倒的な恵みにたいする感謝の応答となり、聖書的・福音的な

人生にとってかけがえのない指針となり規範となる。

旧約における購いについての前回の学びは、エジプト脱出時の「過越」に集中して考えた。子羊の血

をもって、滅びの使いを過越してくださった神の不思議な患み。旧約における蹟いの患みは、しかし真

実なものが来るための約束であり、まことのものの到来の予告・予型である.イエス・キリストによっ

て完成された、まことの購いとしての十字架の賄罪を、ここで提示することになる。へプライ人への手

紙の使信をもちいて、主イエス・キリストの十字架を語ることは、けっして簡単なことではない。しか

し、旧約における動物犠牲の時代から、キリストの十字架の一回かぎりの蹟いへと、救いの道がどのよ

うに完備され、徹底され、強化されたかを、ともに分かち合いたい。そうすることで、十戒に示される

『感謝の生活Jが、どんなに大き〈深い基礎に根ざしているかを語る基盤を得ることができる.

『年リスト・怖の山羊』

先週の「過ぎ越しJの患みから、私たちはい〈

つもの大切なことを学びました。なかでも、私た

ちが忘れてならないことは、神様が私たちを救っ

て〈ださるために、「血Jによる購い、血による

罪のゆるしが、欠かせないということです。

旧約聖書の時代には、神様を礼拝するために、

祭司という人びとが働きました.祭司が働〈場所

を、「聖所JとL、L、ます.きよい神様を礼拝し、神

様から抑言葉をいただき、そして罪のゆるしを受

けるために、と〈べつにつ〈られた場所、それが

聖所です。はじめは、木材や天幕でつ〈った聖所

ですが、のちにはエルサレムに神殿が建てられ、

その中心に聖所がおかれるようになります。

聖所で行われたことは、祭司たちが神様への献

げものをし、イスラエルの人びとに代わって礼拝

することです。とくに、聖所のなかでもいちばん

奥にある「至聖所j という場所は、と〈べつな目

的のために、大祭司というひとだけがそこに入る

ことができました。大祭司は、なんのために至聖

所に入ったのでしょうか。それはイスラエルの人

びと全体の罪が赦されるように、一年に一度だけ、

雄の山羊や、若い子牛の血をもって、聖所のいち

ばん奥にある「至聖所j に入ったのです。動物の

血を流すためには、もちろん動物を殺さなければ

なりません。

わたしが、まだ学生のときに、ひとりの友だち

を教会にさそいました。一緒に教会で礼拝したの

ですが、ちょうどその日の礼拝のお話は、動物の

血をささげて、神様に罪のゆるしをお願いすると

いうところでした。お話を聞いていた、わたしの

友人は、礼拝が終わったあとで、「動物を殺して

罪のゆるしを受けるような、そんな残酷な教えを、

ボクは信じることはできな Lリと言いました。ざ

んねんなことに、その友人は、それから教会に行

〈のをやめてしまったのです。

たしかに、人間の罪がゆるされるために、牛や

羊のような動物の血を流すことは、残酷なように

思えます。でも考えてください.私たちが、神様

の前におかした罪は、そのままにしておくことは

できないほど大きなものです。神様を神様として

愛することを忘れ、人をこころから愛することも

忘れて、自分を中心に、 したいほうだいのことを
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続けているのが、私たち人聞のほんとうの姿です.

そのような私たちの罪を、なんとかして赦し、そ

して神様とのまじわりができるようにと、神様が

ひらいて〈ださった道が、動物の血による犠牲と

いう方法でした。犠牲にされる動物のことを考え

ると、心が痛みますが、神様の前で罪のあるまま

で生きることは、もっともっと恐ろしいことでは

ないでしょうか。

むかし旧約聖書のころは、そのように動物の血

によって、イスラエルの人びとの罪の身代わりに

する方法を、神様はもちいられました.しかし神

様は、もっとすばらしい方法で、救いの道を完成

されました。それは、神様の独り子であるイエス

様を、私たちの罪のための犠牲にするという、 l.I

んとうに驚くべき方法でした。「神は、その独り

子をお与えになったほどに、世を愛された。独り

子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得

るためであるJ。そのようにヨハネ福音書 3章16

節に記されています。

皆さんは、イエス様が十字架という死刑によっ

て、設され、そして死んで〈ださったことを知っ

ているでしょう。十字架は、イエス様の時代はも

ちろん、人類の長い歴史のなかでも、これ以ょに

苦しみと痛みの激しい死刑の方法はないと言われ

るほど、残酷なものでした。イエス様は、いまか

ら2000年前、エルサレムで、その十字架に架から

れました。なにか患いことをされたのですか。な

にか罰せられるような悪事を働かれましたか.そ

うではありません.イエス様は、生まれてから十

字架につ〈まで、一日として神様の御心から離れ

たことをされませんでした.天の父である神様の

喜ばれること、つまり神様を愛し、人びとのため

に自分のすべてをささげて愛すること。そのよう

な完全な愛を、はじめから終わりまで生きて〈だ

さったのです。そのような清L¥神の子であって

こそ、私たちの罪をゆるし、私たちの罪の身代わ

りになってくださることができました.十字架の

よでも、自分を殺そうとしている人びとのために、

イエス様は祈られました。「父よ(神様)、あの人

たちをゆるして〈ださい。自分がなにをしている

か分からないのですからJ。

イエス様は、十字架の苦しみによって、ご自分

を私たちのためにささげてくださいました.そう

することによって、イエス様は、私たちのための

大祭司となられたのです。思い出してくださ~'0 
むかし旧約聖書のころの大祭司は、自分の罪のた

めに、そしてイスラエルの多〈の人びとの罪のた

めに、山羊や牛の血をもって、聖所に入ってゆき

ました。しかも、むかしの大祭司は、おなじこと

を毎年、繰リ返さなければなりません。けれども、

イエス様という大祭司は、ただ一度だけ、十字架

について流されたとうとい血によって、罪のゆる

しを成し遂げられました。イエス様を信じるひと

は、だれでも、この十字架を信じることにより、

罪をゆるされ、そしてホ速に神の子どもにしてい

ただけるのです.

大祭司は、天の父である神様と私たちをつなぐ

人です。そして、いまでは私たちには、イエス・

キリストという、ただひとりの本当の大祭司がお

られます。神様の愛も、いのちも、このひとりの

大祭司から、私たちに伝えられます.私たちのた

めに、いのちも惜 Lまないで、十字架にかかり、

イエス様は私たちを愛してくださいました。この

イエス様につながって、イエス様を信じて、私た

ちも神の子として天国への道を、もう進んでいる

のです小野静雄)

〔今週の暗唱聖句〕 ヨハネによる福音書 3章16節

神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。

独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためである。
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6月26日 「過越の成就ーキリスト」 幼稚科

〈ねらい〉

罪の赦しを得るためには、動物の血が必要で

あった事を知る。自分が大事にしている身近な動

物にEき換えて想像してみる。イエス様の十字架

によって動物を捧げる必要がなくなったことを覚

える。

〈展開例〉

みんなが友達とケンカして、仲直リするときど

うLますか? 何かをあげる? お菓子?

おもちゃとかかな?

じゃあ、神様の前に患いことをしてしまったら、

どうしたら良い? ごめんなさいって謝るよね.

神様は、わたしたちのことを愛してくださって

いるから、謝るわたしたちのことを赦してくださ

る.そのときに、「大事なものを持ってきなさ

いJって言われたんです。それも、「命のあるも

のをJと言われたの。みんなが大事にしている

ベットとかね.そしたら、越し〈でしょうがない

よね。神様は、わたしたちを愛して赦したいんだ

けれども、正しいお方だから、患いことを見逃す

ことはなさいません。だから、神様は、代わりに

動物をささげることによって、わたしたちを赦し

て〈ださったんだ。イエス様の生まれるずっと昔

はね、大事にしている動物をささげなくちゃなら

なかったんだよ。

イエス様が十字架にかかったこと、覚えている

よね.そこでね。もう僕たちは大事にしている動

物を神様にささげなくても良くなったんだ.イエ

ス様のおかげだよ.

〈お祈り〉

神様、私達にイエス様を与えて下さってありが

とうございます。そしてイエス様がわたしたちを

愛してくださることもありがとうございます。イ

エス様のお名前によって祈ります.アーメン。

〈ゲーム〉

子供たちそれぞれに舟きな動物を頭に浮かべて

もらい、それをみんなであてるゲーム。

①一人ずつ順番に行うが、好きな動物について

のヒントを三つ考える。

②そのヒントを一つずつ言って、それを聞いて

周りのみんなで当ててい〈。

〈お絵かき〉

思い浮かべた好きな動物の絵を描〈。

絵を互いに見せ合おう。
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6月26日 「過越の成就ーキリストJ 小学科下級

〈聖書のお話を確認してみよう〉

①過越のとき、何の血が流されましたか?(→羊)

②その後もイスラエルの人たちは、罪の赦しのた

めに何をささげ続けましたか(→雄山羊や雄牛)

③それらは完全な犠牲でしたか?(→いいえ)

④私たちの罪のために完全な犠牲となられたのは

誰ですか?(→イエスさま)

⑤どういうふうに犠牲になられましたか?(→十

字架にかかられ、死なれた)

⑥これからも動物をささげる必要がありますか?

(→ない)

〈カテキズムの内容を確認してみよう〉

①むかし、イスラエルの人たちはどこから救われ

ました?(→エジプト)

②イエスさまも私たちをエジプトから救って〈だ

さるのですか?(→いいえ)

③イエスさまは私たちをどこから救って〈ださる

のですか?(→罪の状態)

@そのためにイエスさまは何をして〈ださったの

ですか?(→私たちの身代わりとして十字架に

かかリ、死んでくださった)

⑤赦された私たちは、神さまからも自由になって

生きるのですか?(→救ってくださった神さま

に喜んで従うようになる)

ーー.
F 三1・忌 ...，..-1'--・
.ょ--

..・ー
‘ー.:~-. -. ， -

〈考えてみよう〉

先週は、どんなことがあったでしょうか。うれ

Lかったこと、残念だったこと、どちらが多かっ

たでしょう。残念なことが多かったとき、自分は

本当に神さまに愛されているのかなぁと心配にな

ることがあるかもしれません。でも、そういうと

きは、先週のことを思い出すのではなくて、聖書

に書かれている 2000年前のイエスさまのことを思

い出しましょう。もうすでにイエスさまは、私た

ちのために十字架にかかり、その愛をはっきり示

して〈ださっています。イエスさまを知り、信じ

ることのできる私たちは、神さまに確かに愛され

ているのです。

〈一緒に祈るう〉

天の神さま.私たちを愛して〈ださり、イエス

さまを与えてくださつでありがとうございます.

イエスさまが流してくださった十字架上の血を忘

れることなしいつもイエスさまを信じることが

できますように.イエスさまのお名前によってお

祈りします。アーメン。

，--ーで:...-----

d プ
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6月26日 「過越の成就ーキリスト」 小学科上級

〈ねらい〉

過ぎ越しの出来事において、イスラエルの人々

が救われるために、小羊の血が流された。私達の

罪の般いのためには、キリストの血が流されなけ

ればならなかった。過越しで流された小羊の血は、

キリストの血による購いを指し示するものである。

旧約時代、祭司は動物犠牲をささげて礼拝した。

これはやがておいでになるキリストの血による嫡

いを指し示すものだった。このように、出エジプ

トにおける過ぎ越し、そして旧約時代の動物犠牲

において指し示された購いの血、これがキリスト

において成就したこと、このつながりを理解した

い.十戒を守るのは、キリストが血を流して私達

を賊い取って下さったことに対する感謝の献身で

ある。

〈展開例〉

考えてみよう。

Oイスラエルの人達がエジプトから救い出される

時、エジプトの(初子)が打たれました。この

とき神様はイスラエルの家の柱と鴨居に塗られ

た小羊の血を見て過越されましたね。イスラエ

ルの人遣が救われるために小羊の(血)が流さ

れたのです.

Oイスラエルでは、旧約聖書の時代、どんなふう

に礼拝が行なわれていたでしょうか.

・礼拝する場所として、(幕屋)が造られまし

た(出エジプト 25--40章)。後に神殿が造ら

れました(列王記よ6章)0 幕屋には聖所が

設けられ、祭司を通して、雄山羊ヒ雄牛の

(血)が献げられることが求められました。

Oどうして動物の血が流されたのでしょうか。

人間の(罪)の(償L、)のために、血が流さ

れなければならないから。血は命の源(レピ 17

章11節)。だから(血)を流すことなしに、(罪

の赦し)はないのです(へプライ 9章22節)。

Oこれは繰り返し行なわれました。なぜなら、そ

こでささげられる(動物の血)には、人聞の罪

の身代わりになって私達に、罪の赦しをもたら

すカがないからです。でもそれは、私達の身代

わりになって罪の赦しをもたらして下さる方を

指し示していたのです(へプライ 10章 1--4

節)。

0その方こそ、イエス様です。イエス様は、ただ

一度だけ、十字架について流された尊い血に

よって、罪の赦しを成し遂げられました。

(へプライ 7章26--28節、ヨハネー 2章 1--2

節)。

O過越、旧約時代の動物犠牲はイエス様が私達の

罪のためにご自分をささげて血を流してくださ

ることを教えていました.このようにご自分を

犠牲にして下さったイエス様に感謝を表す生活

が、これから学ぶ十戒を守って生きることなの

です。

〈祈り〉

天の父なる神様、私達の身代わりに御子イエス・

キリストが十字架で血を流して下さいました。私

達のために血を流して下さったイエス様に感謝し

て、十戒を守って生きることができますように、

支えて下さ~'0 
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6月26日 「過越の成就ーキリスト」 中学科

【目標】

動物犠牲の時代からキリストの十字架への蹟い

の道の更新を学ぶ。

①鋭敏を深めるために

Q. 説教を聞いて新し〈発見したことは?

Q. わからなかったことは?(分級では教師が

一方的に教えるのではなしここで出された

生徒の疑問を大切にしながら進めてゆけるな

らば理想的である)

②改めて御言葉に取り組む

→へプライ人への手紙9章11-14節を生徒と読

む。

【ポイント】

時代は新約にとぶ。過越の小羊の血は、十字架

にかけられた主イエスの血の予型であった。そも

そも私たちの罪は、何頭動物を代わりに殺したと

ころで赦されるものではない。けれども神様は私

たちを生かすために動物犠牲という蹟いの道を備

えられた。けれどものちの過越の祭りの際に主イ

エスの十字架の血が、私たちの賦いのために流さ

れた。過去にも未来にも、私たちの罪のためのこ

れ以上の身代わり、犠牲は他にない。今を生きる

私たちもこの主イエスの血によって救われる.

③生徒と一緒に考える

Q.旧約聖書では、何のために動物が犠牲とし

て祭壇で焼かれていたのでしょう?

Q. なぜ今は教会で、旧約の時代のように動物

を捧げたりしないのでしょう?

Q. 罪の身代わりのために、主イエスの十字架

の血以上の捧げものがあるでしょうか?

Q. 疑問は解決されましたか?

④御言葉を生徒が自ら自分の日常に適用できるよ

うに導〈

Q. 14節、「主イエスの十字架の血があなたの

罪を赦して、あなたを清める。J信じられま

す か?

→教師自身が聖餐式で受けている十字架の血

による赦しの患みを生徒と分かち合う。

ヨハネの手紙一2章1-2節は私たちへの

約束です.

Q. これからの一週をどんな一週間にしたいで

すか?

⑤祈り

主イエスキリストの十字架、その赦しが今私た

ちに与えられていることへの感謝。
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《幼稚科工作(予備))) 

大クレヨシコロコロ 1標献な胸臆カード作り会

ふ @ 

にゴ〉

qレμ つh叫が
0用意するもの

短くなったクレヨン・クレパス類、お盆のような台になるもの、画用紙、水彩絵の具、筆

O作り方

①お盆のような台にクレヨンを適当に入れます。

②画用紙を①の上にのせ、両手で自由にそのよをゴロゴロと移動させます.

おもしろい模様が画用紙に広がります.

③よから水彩絵の具をぬると、クレヨンでできた模様部分だけはじいて、

きれいに残ります。

古できあがったものを、箱や牛乳パックの装飾に使うこともできます.
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日本教会史(第 1課)

本号から四回にわたって、日本のプロテスタン

ト教舎の歴史について見ていきます。以前に連載

された杉山明先生の「教会史Jの続編のようなも

のと理解しています。なるべ〈平易な解説を心が

けたいど思いますが、ごく基本的な、おおまかな

事柄にしか触れることができませんので、関連の

書物でおぎなっていただきたいと思います。

第1謀開国・維新とキリスト教会

日本は古来から、山川草木いずれにも神々が宿

るとする多神教(汎神論)的、偶像崇拝的な風土

の中でその歴史をおりなしてきました.さらに、

キリシタン迫害の歴史をもち、キリスト教邪宗観

が根強〈根を張る場所でもありました。日本プロ

テスタント教会の草創期に活躍したブラウンとい

う宣教師も、日本に福音を宣べ伝えることは石地

に種をま〈ようなわざだと語っています.

しかしそのような土地にも、幕末期にさまざま

な困難をのりこえて来日した宣教師たちによって、

福音の種はまかれました。

プロテスタントの日本宣教のきっかけとなった

のは、日本歴史上のおおきな変化です。すなわち、

閥固と明治維新です。

1800年代にはいると、それまでにも植民地の穫

得統争を展開していた欧米の強い国々は、東アジ

アの地域にも植民地をもとめはじめます。ペリー

の黒船来航をきっかけとして日本が長い間の鎖国

をといたのも、欧米各国のそうした圧力があった

ためです。開国は決して自発的なものではなかっ

たのです.

ともかく、日本の開国が福音宣教の足がかりと

成人科 (4月)

なったことはたしかです。外国とのあいだに条約

が結ばれはじめると、かねてから日本伝道を願っ

ていた欧米の宣教師たちが、続々と来日してきま

す。

ただ、当時はまだキリスト教禁制の高札がたか

だかとかかげられていた時代です.そこで宣教師

たちは、はじめはおもてむき学校教育や医療活動

等を行いながら、伝道の機をうかがいつつ準備を

すすめたのです。

「維新J とはすべてがあらたまり、新しくなる

ことです。そのように、明治維新(1868年)に

よってそれまでの日本の国のありょうは急激に、

しかも根本的に変化することになりました。明治

維新政府が目指したのは、ひとことで言えば強〈、

しかも近代的な国家づくりです。一方で欧米の

国々に負けないように軍備の増強がはかられ、経

済の基盤がかためられ、廃藩置県、学制発布、地

租改正、身分制度の廃止といった近代化がすすめ

られました。他方では欧米の学問や技術、風俗習

慣が積極的にとりいれられました。

このように近代化、文明開化の風潮にあっても、

明治維新政府はことキリスト教に関しては徳川幕

府以来の禁止政策をそのまま受け継ぎ、さらにキ

リスト教邪宗観がなお根強かったこと、西洋文明

を受け入れた識者のなかにもキリスト教反対論が

少な〈なかったことから、日本のキリスト教会は

草創期から逆境のもとに置かれることとな l)まし

た。この時代にキリストを信じることは、決死の

覚'陪をともなうことであったでしょう。

(木下裕也)

-128ー



日本教会史(第 2課)

第2謀草創期の日本人キリスト者たち

1.草創期の日本人キリスト者たち

日本伝道をこころざして来日した欧米宣教師た

ちの伝道活動がさまざまな困難をともなったよう

に、この時期の日本人がキリスト教に入信するこ

とも、なみたいていのことではなかったはずです。

では、当時にあってさまざまな困難や迫害にも

かかわらず入信し、教会にくわわった人々はどの

ような人々であったのでしょうか。

よく指摘されるのは、彼らは当時の知識階級で

あった武士階級の人々、とりわけ開国を幕府の主

導で行おうとしていた人々 (r佐幕派j と呼ばれ

ます。「佐Jはたすけるという意味です)であっ

たということです。

実際には彼らの思いとはことなって、天皇中心

の絶対王政のもとでの国づくりをかかげた護長土

肥といった西南雄藩出身の人々によって幕府は倒

され、明治維新政府の政権はこれらの人々によっ

て握られることになります.この人々には新しい

日本国家のリーダーとしての活躍がすでに約束さ

れていたわけです。

しかし政権奪取のたたかいにやぶれた佐幕派の

人々は、幕府の崩壊と家の没落のかなしみを味わ

わされたのみならず、新しい国家体制のもとでは

立身の志や豊かなオ能を発揮する場所も与えられ

ていませんでした。

そこで彼らは、西洋の新しい学問や思想、精神

文化を積極的に学ぶという方向に活路を見出し、

活躍の機をうかがうことになります。

成人科 (5月)

そして西洋の学問を身につけるにはまず英語を

学ばなければならないということで、キリスト教

禁制下にあって当初は英語や学問を教える方法を

とっていた欧米宣教師たちと出会い、同時にキリ

スト教とも出会うことになるのです。

2.西欧文明としてのキリスト教受容

日本にプロテスタントを伝えた宣教師たちは、

聖書をまっすぐに信じる素朴な信仰をもち、個人

的な回心の経験をおもんじ、伝道熱心であり、厳

格で禁欲的な生活を守る人々であったといわれま

す。彼らに触れるなかで、その信仰と人格の清新

な息吹が、多感な日本人骨年たちに強いインパク

トを与えたにちがいありません。

さらに、はじめて出会った聖書の世界は、彼ら

がそれまでまった〈知ることのなかった新しい世

界でした。唯一の神を信じる信仰は、それまで八

百万(やおよろず)の神々に親しんできた彼らの

人生観と世界観を根元から〈つがえし、彼らを偶

像宗教の迷信からときはなったことでしょう.

ただ、この頃の人々はやはり国家形成を第一の

関心事とし、新しい日本の建設を第一の使命とし

ていました。そこで、キリスト教を西欧文明の土

台としてとらえ、これこそが新日本建設のカだと

考えて、いわゆる国家経世という目的で入信した

人々も少なくはなかったはずです.彼らが真の福

音信仰に目覚めるためには、いわば第二の回心と

もいうべき経験が必要だったようです。

(木下裕也)
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日本教会史(第 3課)

第3課明治のキリスト教会(そのー)

1.日本最初のキリスト教会一日本菖督公会

明治維新後も、しばらくはキリスト教禁制の高

札がかかげられたままでした。政府の要人や当時

の識者たちのなかにも、キリスト教反対論はなお

根強〈ありました.

しかし、すでにキリスト教解禁への流れはとど

め得ないものとなりつつありました.これから欧

米諸国と付き合っていこうというのにキリスト教

を禁じたままでは、諸外国の印象がよいわけはあ

りません。 1873(明治 6)年2月に、キリスト教

禁制の高札はついに撤去されます。

日本最初のプロテスタント教会の誕生はその前

年、 1872(明治 5)年3月のことです.この教会

を日本基督(キリスト)公会(あるいは横浜公会)

と呼びます。

日本基督公会誕生のきっかけとなったのは、当

時横浜に住んでいた宣教師たちが持っていた祈祷

会です。この祈祷会が宣教師パラの英学聾に学ん

でいた日本人骨年たちを刺激し、彼らだけで祈祷

会を持つようになったことで教会ができたのです。

皆が祈っているところに聖霊がくだりたもうて教

会が生まれたというのは、使徒吉行錬2章にある

べンテコステの出来事をほうふつとさせます。

2.無数派の路線

日本基督公会の特色は、無教派ということにあ

りました。プロテスタント教会はい〈つもの教派

に分かれているというところにひとつの特徴があ

ります。日本に最初にプロテスタントのキリスト

教を伝えた宣教師たちも、改革派、長老派の人々

成人科 (6月)

でした。

しかし日本基督公会は、はじめから教派の別を

たてず、聖書を信じる者をはばひろ〈迎え入れる

という主義に立っていたのです。このような、プ

ロテスタントの歴史においてはきわめてユニーク

な性格の教会として日本最初の教会が生まれたこ

とは記憶にとどめておいてよいことです。

そこには、宣教師たちと日本人信徒たちとのあ

いだの思惑が一致したということがあったようで

す.宣教師たちには、生まれて聞もない日本の教

会にあまり教派色や重厚な教理、神学を持たせる

のは時期尚早で、かえって弊害となるという考え

があったでしょう。

一方日本人信徒たちには独立自主の気概を旺盛

に持ち、日本の教会が一日も早〈外国宣教師たち

にも頼らず、国家にも干渉されない自立した教会

になることを何よりも願っていました。そのため

には教派のちがいをこえて団結しなければならな

いと考えたのです。

ただ、その後は無教派というしかたではやはり

しっかりした教会をたてあげることはむずかしい

と考える宣教師たちもあらわれたこと、さらにキ

リスト教解禁にともなって聖公会、パプテスト、

メソジスト等プロテスタント各派のミッションが

続々と来日したことで日本基督公会も数ある教派

のひとつのようになってしまったこと等があって、

無教派路線はかならずしもかんばしい経過をた

どったとは言えません.けれども、この無教派の

行き方は、日本の教会のひとつの宿願として、後

の教会の歴史にもしっかりと根をおろすことと

なったのです木下裕也)
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月日

教会暦・行事

7月3日

10日

17日

24日

31日

8月7日

14日

(平和)

21日

28日

9月4日

11日

18日

(敬老)

25日

2005年7'"-9月カリキュラム(第18号)
ー『子どもカテキズム』に基づく二年サイクル第2年一

主 題
参考教理問答

| 聖書箇所 暗唱聖句

単元の目標

第神一戒を神とする
|問43μ |ウ小45-48、八イデ94
|マタイ4:ト11 |出エジプト20:3 

神を神とする戦いに勝利された主イエスを仰ぎ、神の御前に生きる幸いに招く

第刻二戒んだ像
|問45，46 |ウ小49-52、ハイデ95
|出エジプト32章 |出エジプト20:4a 

像を用いることはもちろん内なる偶像礼拝をしりぞ付る。正しい神礼拝に生きる

第神三戒の御名 | 

|問47ω |ウ小53-56、八イデ99-102
|マタイ7: 21-23 |出エジプト20:7a 

神の御名を唱えることで過ちを犯さない。正しく神をたたえ、神に祈るう

第主四戒 |ウ小57-62、八イデ103
の日の安息 ルカ6:ト11 |出エジプト20:8 

主イエス・キリストを礼拝する主の日の喜びとその安息を分かち合おう

第五父母戒を敬う
|問51，52 |ウ小63-66、八イデ104
|エフ工ソ6:1-3 |出エジプト20: 12a 

与えられた人間関係を神の恵みとして受け入れる心を援おう

第六殺戒しではならない
|問53，54 |ウ小67-69、八イデ105-107
|創世期1: 20-31 |出エジプト20:13 

いのちの主なる神を示し、殺してはならない理由といのちの尊厳を学ぼう

平和を創り出す
|イザヤ2:1-5 |イザヤ2:4

平和主日として礼拝をささげる。平和の幻に生き、平和を創り出す者となるう

第七姦戒淫 |問55，56 |ウ小70-72、ハイデ108-109
しではならない|創世期2: 18-25 |出エジプト20: 14 

いのちと性のかかわり、性の祝福、結婚の神聖を学ぼう。キリスト教 r性教育J

第八盗戒んではならない
|問57，58 |ウ小73-75、八イデ110，111 

|エフェソ4:48-29 1出エジプト20:15 
すべては神のものである。盗むことではなく、分かち合い、与えることヘ

第偽九証戒 |問59，60 ウ小76-78、ハイデ112
しではならない|使徒言行録5:1-111出エジプト20:16 

神の真実の愛にとたえて、私たちも神と人に真実を尽して歩もう

第十む戒さぼりの禁止
|問61，62 |ウ小79-81、八イデ113

|マタイ 18: 21-35 1出エジプト20: 17a 
恵みをむさぼるととは偶像礼拝である。神に感謝して生きょう

|問63 ウ小85-90、八イデ86-91
神のおきてを喜ぶ生活 1詩編119: 97斗041テトス2: 14 

恵みにより、善い行いに熱心な民とされている。神の御心に生きることに励もう

十戒の完成者キ山|問斜 |ウ小低八イデ114
マタイ 19: 16-30 Iローマ8: 1 

神の民をつぐない、いのちを与えてくださる主イエスを信じる幸いに生きる
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2005年度年間カリキュラム
(2005年4月-2006年3月)

二年サイクル第2年(子どもカテキズム問34-85)

月日 教会暦・行事 主題

2005年

4月3日 進級式 神の民の祈りの家

10日 キリストの体なる教会

17日 再臨の約束

24日 再臨に備える

5月1日 死のときの祝福

8日 母の日 復活のときの祝福

15日 聖霊降臨祭 聖盟降臨・教会の誕生

第三部生活の道 一、感謝について

22日 感謝・・・・・・神の求め

29日 感謝としての服従

第三部生活の道 二、感謝に生きる道

6月5日 十戒・・・・・・感謝の道標

12日花の日 十戒の要約・・・・・-神と人への愛

19日父の日 煩いのみわざ……過ぎ越し

26日 過ぎ越しの成就……キリスト

7月3日 第一戒神を神とする

10日 第二戒刻んだ像

17日 第三戒神の御名

24日 第四戒主の日の安息

31日 第五戒父母を敬う

8月7日 第六戒殺人の禁止

14日 (平和) 平和について

21日 第七戒姦淫の禁止

28日 第八戒盗みの禁止

9月4日 第九戒偽りの禁止

11日 第十戒むさぼりの禁止

18日 (敬老の日) 神のおきてを喜ぶ生活

25日 律法に背く人間

第三部生活の道 三、教会に生きる道

10月2日 教会に生きる(ー)

9日 教会に生きる(ニ)
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子どもカテキズム

問34

問34

間35

問35

問36

問36

間37

問38

問39

問41.42 

問41，42

問43，44

問45，46

問47，48

問49，50

問51，52 

問53，54 

閑55，56

問57，58

問59，60

問61，62

問63

間64

問65

問66



月日 教会暦・行事 主題 子どもカテキズム

2005年

10月16日 信仰と悔い改め 問67

23日 恵みの手段 問68

30日 宗教改革記念日 生ける神の御言葉 問69

11月6日 御言葉への聴従 問70

13日 礼典 間71

20日 洗礼 問72，73 

27日 アドペント 聖餐 問74，75 

12月4日 アドベント 待降節 一

11日 アドペント 待降節 一

18日 アドペント 待降節 一

25日 クリスマス 降誕祭 一

2∞6年

1月 1日 新年 一年の感謝と新たな始まり

第三部生活の道 四、祈りに生きる道

8日 祈りとは何か(ー) 問76

15日 祈りとは何か(ニ) 問76

22日 祈りのお手本……主の祈り 問77

29日 呼びかけ 問78

2月5日 (信教の自由) 第一の祈願 間79

12日 第二の祈願 問80

19日 第三の祈顕 間81

26日 第四の祈願 問82

3月5日 レント 第五の祈願 問83

12日 レント 第六の祈願 問84

19日 レント 領栄 問85

26日 レント アーメン 問85
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中部中会教育委員会からのお願い

F 、
『教会学校教案誌』発行のための

自由献金のお願い
、 tJl' : 

午:7:; ~- • ~ ';.，勺:;~t..~:."で τ 三 川コ字てて ;71 百ζす了了 宅一、、i 、 、
喝山 、、 、 ~.、、、 、J
....... •. ~--骨-，，"..今・.日 \s 合 同。 向...山川4問、匂日..…

教会のかしらなる主イエス・キリストの御名をあがめます。

中部中会教育委員会は、日本キリスト改革派教会をはじめとする改革・長老主

義諸教会の教会学校・日曜学校教育に資することを目的として、『教会学校教案

誌』を発行しています。 2001年4月に始まり、すでに 5年目を迎え、第 17号まで

発行して参りました。中部中会では7割ほどの教会により採用され、改革派教会全

体でもおよそ40教会で採用されています。先の第59回定期大舎の教育委員会報告

にありますように、大会教育委員会もご支持を表明してくださっています。皆様

のご支援に心からの感謝を申し上げます。

『教案誌』の発行は中部中会の事業として行われておりますが、中部中会教育委

員会では、あわせて皆様からの自由献金によってご支援いただきたいと願ってい

ます (2004年4月中部中会第一回定期会にて自由募金願いを可決承認。 2005年度

も提案する予定)。子どもたちの信仰教育のために、ぜひ皆様からのお祈りと献金

のご支援をいただきた〈、よろしくお願い申しょげます。教案誌を購入していた

だきやすくするために、教案誌の頒布価格を印刷.・製本単価ぎりぎりにおさえて

います。『教案誌』をご購入くださることも発行のための支援となりますので、ご

購入いただくことによってもご支援くださいますよう、お願いいたします。

目標金額

送金先

30万円

郵便振替伊藤治郎

00890-2-148183 
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〈あとがき〉

第17号をお届けいたします。 5年目を迎えるこ

とが許されました。執筆のご協力に、また採用し

てくださっている教会からの励ましに、心からの

感謝申し上げます。今年度も、「子どもたちに福

音を!Jと願って、神のみわざに仕えて励んで

参ります。よろしくお願いいたします。

今号の4月分4回は、聖書研究・カテキズム研

究・説教展開例を一人の執筆者が執筆することを

試みました。聖書の学び・黙想から始まり、教理

的な検討を経て説教作成の段階に至る、その過程

を少しでも知っていただければと願うからです。

そのような視点でも学んでいただければ感謝です。

また、新しい企画を始めました。一つは「日曜

学校教師会のためにJの連載です。毎月の教師会

で読み合わせていただくことを念頭において、一

号につき 3回分を掲載し、全体で 12回になります。

〈編集後記〉

.楽ではありませんでしたが、楽し〈執筆させて

いただきました。多くの教会学校のために(ちょっ

と)奉仕できたことは、喜びであり感謝です(横

浜教会教会学校教師会)0.初めての小学科でし

た。アウトラインだけですので、各教会学校で工

夫して展開してください(石原知弘)0.初めて

の執筆です。子どもたちの理解の助けになればと

ぜひ教師と教師会の学びのためにお用いください。

もう一つは、成人科の「日本教会史Jです。日本

のプロテスタント教会の歴史を学びます.中高生

の学びに、また壮年会・婦人会・青年会などの学

びにもお用いくださ~'0こちらも月一回・全12課

で、一号につき 3課分を掲載して参ります。

〈購読のお願い〉

教案誌の購読は、巻名義行(津島教会)までお

問い合わせください.別冊『子どもカテキズム』

(300円)、パックナンバーの在庫もありますので、

ぜひご購入ください。

津島教会気付 春名義行まで

干496-0038 愛知県津島市橘可2-30

Tel/Fax. 0567-26-4221 

Soli Deo Gloria! 

願っています(鈴蘭台教会日曜学校教師会)0

.笑顔で賛美する子どもたちにいつも励まされて

います(吉岡契典)0.子どもにとっても、大人

にとっても、キリストとの出会いにまさる幸いは

ほかにないことを痛感します(木下裕也)0• r進
級おめでとう Jと共に喜びましょう。子どもの成

長と共に自分も成長させらることが感謝であり、

慰めです(望月信)。

台本文執筆者一覧合

4月礼拝部分

相馬伸郎(名古屋岩のよ伝道所宣教教師)

春名義行(津島教会牧師)

5月・ 6月聖書研究

望月信(高競寺教会牧師)

木下裕也(豊明教会牧師)

中根汎信(那加教会牧師)

辻幸宏(大垣伝道所協力牧師)

5月・ 6月カテキズム研究

吉田隆(仙台教会牧師)

三川栄ニ(稲毛海岸教会牧師)

5月・ 6月説教展開例

小野田雄ニ(よ野緑ケ丘教会牧師)

相馬伸郎(名古屋岩のよ伝道所宣教教師)

岩崎謙(神港教会牧師)

木下裕也(豊明教会牧師)

小野静雄(多治見教会牧師)

分級展開例

幼稚科・横浜教会教会学校教師会

小学科下級・石原、知弘

(北神戸キリスト伝道所宣教教師)

小学科上級・鈴蘭台教会日曜学校教師会

中学科・吉岡契典(仙台カナン教会牧師)

成人科・木下裕也(豊明教会牧師)

表紙イラスト

坂野知子(松戸小金原教会日曜学校教師)

イラスト・作画協力

平尾信子(高蔵寺教会教会学校教師)
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相馬伸郎(長)

木下裕也

辻幸宏

春名義行

望月信

合編集卸食

名古屋岩のよ伝道所宣教教師

豊明教会牧師

大垣伝道所協力牧師

津島教会牧師

高蔵寺教舎牧師

定期鵡競・パッタナンバーの申し込み

春名義行 干496-0038 愛知県津島市橘町2-30 津島教会

Tel/Fax. 0567-26-4221 

郵便振替口座 00890-2-148183 r伊藤治郎」
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